


1 
 

$,,7 3%/ 0HWKRG ̿ 㠉᪂ⓗ࡞ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᐇ㊶ ̿ 
まえがき ......................................................................................................................................... 3 
1. なࡐ AIIT PBL か .................................................................................................................... 4 

1.1 PBL のᑟධにいたるまでの⤒⦋ ...................................................................................... 4 
1.1.1 ㄪᰝ ........................................................................................................................... 4 
1.1.2 ஦๓‽ഛ .................................................................................................................... 5 
 テンシーを⋓ᚓするᩍ⫱ ................................................................................ 5ࣆンࢥ 1.1.3

1.2 情報アー࢟テクチࣕᑓᨷにおける PBL ᆺᩍ⫱ ................................................................ 6 
1.2.1 情報アー࢟テクトの⫱成 ........................................................................................... 6 
1.2.2 情報アー࢟テクチࣕᑓᨷのᏛ⩦・ᩍ⫱┠ᶆ .............................................................. 7 
1.2.3 ࣔデルࢥース ............................................................................................................. 8 
1.2.4 ス࢟ルಟᚓ ................................................................................................................ 8 

1.3 ๰㐀技術ᑓᨷにおける PBL ᆺᩍ⫱ .................................................................................. 9 
1.3.1 ๰㐀技術ᑓᨷが㍮出する人ᮦീ ................................................................................ 9 
1.3.2 Ꮫಟにᚲせなス࢟ル ................................................................................................ 10 
1.3.3 ス࢟ルಟᚓ .............................................................................................................. 12 

参考文献 .................................................................................................................................... 13 
2. AIIT PBL の取り組14 ........................................................................................................... ࡳ 

2.1 PBL による㧗ᗘᑓ㛛⫋人ᮦの⫱成 ................................................................................ 14 
2.2 PBL が AIIT のᏛ఩プログラムの୰᰾ .......................................................................... 14 
2.3 プロジェクトとᩍ⫱┠ᶆ ................................................................................................ 15 
2.4 AIIT PBL でᏛべること ................................................................................................. 15 

3. AIIT PBL の特ᚩ .................................................................................................................. 16 
3.1 ᩍ⫱プログラム .............................................................................................................. 16 

3.1.1 1 年ḟ・2 年ḟの流れ .............................................................................................. 16 
 テンシーのᵓ成 ............................................................................................ 16ࣆンࢥ 3.1.2
3.1.3 年㛫スࢣジࣗール ................................................................................................... 17 
3.1.4 チームᵓ成とᣦᑟ体ไ ............................................................................................ 17 
3.1.5 PBL のά動 ............................................................................................................. 19 
3.1.6 㐌報とࢭルフアࢭス࣓ント ..................................................................................... 19 
3.1.7 AIIT PBL サ࣏ートシステム .................................................................................. 20 

3.2 マネージ࣓ントシステム ................................................................................................ 20 
3.2.1 PBL のテーマタᐃ .................................................................................................. 20 
3.2.2 እ㒊ホ౯ጤ員ไᗘのᑟධ ......................................................................................... 21 

3.3 成⦼ホ౯システム ........................................................................................................... 22 
3.3.1 ఱをホ౯するか ....................................................................................................... 22 
3.3.2 誰がホ౯するか ....................................................................................................... 22 



2 
 

3.3.3 ホ౯᪉ἲ .................................................................................................................. 22 
4. AIIT PBL ஦౛㞟 .................................................................................................................. 25 

4.1 PBL ஦౛ ձ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᑠᒣ登ᩍᤵͤ） .............................................. 26 
4.2 PBL ஦౛ ղ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ⯓㔝ᑑ୔෸ᩍᤵͤ） ....................................... 30 
4.3 PBL ஦౛ ճ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ⚟⏣ဴኵᩍᤵͤ） ........................................... 34 
4.4 PBL ஦౛ մ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᶫ本ὒᚿᩍᤵ） ............................................. 38 
4.5 PBL ஦౛ յ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ๓⏣඘ᾈᩍᤵ） ............................................. 42 
4.6 PBL ஦౛ ն（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᮧ㉺ⱥᶞᩍᤵ） ............................................. 46 
4.7 PBL ஦౛ շ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ㉺Ỉ㔜⮧ᩍᤵ） ............................................. 50 

 とがき ....................................................................................................................................... 54࠶
 
ͤプロジェクト実᪋ᙜ᫬ 
  



3 
 

 ࡁࡀ࠼ࡲ
産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫ（AIIT）では、革᪂ⓗなᩍ⫱࢝リࣗ࢟ラムとして PBL（Project Based 

Learning）ᆺᩍ⫱をᑟධしています。PBL ᆺᩍ⫱とは、実社఍で༶ᡓຊとしてά㌍できる人ᮦを

⫱成するたࡵに᭷ຠなᩍ⫱ᡭἲで࠶り、ᩘྡのᏛ⏕が、᫂☜な┠ᶆをᥖࡆ、できるࡔけ実㝿の業

ົのෆᐜに近い 1 つのプロジェクトを完成ࡏࡉていくプロࢭスの୰で、実社఍で┿にᙺ❧つス࢟

ルࡸノ࢘ࣁ࢘をಟᚓしていくというものです。㏻ᖖの研究ᆺの኱Ꮫ㝔では、ಟ஢せ௳としてㄽ文

స成をㄢす౛がከいですが、PBL ᆺᩍ⫱は、」ᩘ人のチームとしての取組ࡳで࠶ること、成ᯝ≀

⾲スにおけるά動もホ౯のᑐ㇟とすること、ල体ⓗなプロジェクトの成ᯝⓎࢭけでなく、プロࡔ

となることなど、኱きく␗なります。本Ꮫでは、ࢥンࣆテンシー（業ົ㐙⾜⬟ຊ）を実㊶ⓗに㌟

につけるた1、ࡵ 年ḟにᇶ♏ⓗな▱㆑、ス࢟ルをಟᚓしたうえで、୺に 2 年ḟに PBL ᆺᩍ⫱を実

᪋しており、ಟ஢にḞかࡏないせ௳としています。このようなᩍ⫱࢝リࣗ࢟ラムを実㊶している

኱Ꮫは日本では௚に౛がなく、まࡉに革᪂ⓗなᩍ⫱࢝リࣗ࢟ラムとゝえるわけです。本᭩ではPBL
開Ⓨのඛ㥑⪅として最ඛ➃の取組ࡳを⾜ってきた本Ꮫの PBL ᆺᩍ⫱における᪉ἲㄽ（AIIT PBL 
Method）について஦౛をྵࡵ⤂௓します。 
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平成 17 年 4 月にබ❧኱Ꮫἲ人㤳㒔኱ᏛᮾிがⓎ㊊し、その 1 年ᚋに産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫが開

Ꮫしました。本Ꮫが開Ꮫするに࠶たり、ᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔኱Ꮫにおける࢝リࣗ࢟ラムをどのようにタ

ィするかが኱きなㄢ㢟でした。産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫのタ❧が᳨ウࡉれていた㡭、ᕤᏛ⣔の኱Ꮫを

୰ᚰにᗈく᳨ウࡉれていたのがいわࡺる MOT（Management of Technology）に㛵㐃する኱Ꮫ㝔

の᪂ᑓᨷのタ置でした。MOT のプログラム開Ⓨでྛ኱Ꮫが㔜せどしていたことは、ఱをᩍえるか

（What）ということと、どうᩍえるか（How）ということでした。ᚑ᮶の኱Ꮫでは講⩏、₇⩦、

実⩦の୕つのศ㢮にἢってᪧ᮶のᩍᤵἲを㋃くしたᩍ⫱がなࡉれていましたが、ඛ㐍なᩍ⫱プロ

グラムを取りධれようとしていた኱Ꮫではࢣース࣓ࢯッドࡸ PBL など、ᙜ᫬としては᩾᪂なᩍ⫱

ᡭἲのᑟධに取り組んでいました。 
そのような≧ἣのୗ、本Ꮫの࢝リࣗ࢟ラムとして、ఱをᩍえるか（What）については産業界か

らồࡵられていた㧗ᗘ IT 人ᮦࡸ㧗ᗘᑓ㛛技術⪅の⫱成を┠ⓗとした࢝リࣗ࢟ラムを⦅成するこ

ととしていましたが、どうᩍえるか（How）についてはᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔の特ᚩを⏕かし、かつ社఍

人኱Ꮫ㝔⏕をターࢤットとしてຠᯝⓗなᩍ⫱ᡭἲを取りධれようと考え、ᑓ㛛⫋Ꮫ఩ㄢ⛬におけ

る最⤊Ꮫ年のᩍ⫱᪉ἲとして඲㠃ⓗに PBL ᆺᩍ⫱をᑟධすることにỴࡵたのです。௨ୗは、PBL
ᆺᩍ⫱ᑟධに⮳るまでの⤒⦋についてまとࡵたものです。 

 
����� ㄪᰝ 

ᕤᏛ⣔の኱Ꮫᩍ⫱において PBL をᑟධすることで㧗いᩍ⫱ຠᯝが࠶ることなどがᗈく▱られ

るようになり、ᮾி㒔❧኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᶵᲔᕤᏛᑓᨷのⱝᡭᩍ員がフルࣈライトዡᏛ㔠をᚓて 1 年㛫

スタンフ࢛ード኱Ꮫに␃Ꮫし PBL ᆺᩍ⫱についてㄪᰝを実᪋し、日本における PBL のᑟධのた

の㧗い▱ぢをᚓました。これとはูにᮾி㒔❧⛉Ꮫ技術኱Ꮫにおいてもࡵ 1998 年からインター

ネットを用いた㐲㝸 PBL をスタンフ࢛ード኱Ꮫと㐃ᦠして実᪋するなどの取り組ࡳも࠶りまし

た。このようにᚋの㤳㒔኱Ꮫᮾிにྜ流する஧つの኱Ꮫにおいて PBL ᆺᩍ⫱をᑐ㇟としたそれࡒ

れ⊂自のㄪᰝ研究と実㊶が始まっていたのです。 
特に、オランࢲのアイント࣍ー࣊ンᕤ⛉኱Ꮫのㄪᰝからはከくの成ᯝをᚓました。ᶵᲔᕤᏛと

デࢨインを⼥ྜした᪂Ꮫ⛉が運Ⴀࡉれているという情報をᚓたことによるゼၥでした。その᪂Ꮫ

⛉では඲てのᩍ⫱が PBL ᆺᩍ⫱で実᪋ࡉれていました。講⩏ᙧᘧのᤵ業⛉┠はᏑ在ࡏず、すべて

Ꮫ⏕によるプロジェクトチームがプロジェクトを㐙⾜することで▱㆑、ス࢟ル、ࢥンࣆテンシー

を⋓ᚓするというᩍ⫱࢝リࣗ࢟ラムです。ᙜ↛のことながら᪂ධ⏕はプロジェクトを㐙⾜するに

㊊る▱㆑にḞけています。それを⿵うのが、ᩍ員による⡆༢なㄝ᫂です。࠶るプロジェクトを㐙

⾜するのにᚲせな▱㆑体⣔については、ᩍ員がどのような体⣔がᏑ在するのか、それはどんなも

ので࠶るのか、それをᏛࡪにはどのような᭩⡠でᏛべばⰋいのか、などᏛ⏕に自Ꮫ自⩦にᚲせな

ノ࢘ࣁ࢘をఏえるのです。Ꮫ⏕は自㌟のㄢ㢟をゎỴするのにᚲせな▱㆑などを自㌟でᏛびます。

もࢁࡕん、ᩍ員はᏛ⏕の㉁ၥにはぶษに⟅えますが、Ꮫ⩦の୺体は࠶くまでもᏛ⏕で࠶り、ᩍ員

はそれをサ࣏ートするࡔけです。㸰日㛫のㄪᰝでは、最⤊年ḟのᏛ⏕がㄪᰝのᡭຓけをしてくれ

ました。そのᏛ⏕のゝⴥを௒でもᛮい出します。「自ศはこのᚋ、࠶る企業にᑵ⫋することがỴま
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っている。この኱ᏛでᏛんࡔおかࡆで、チームά動において、ㄢ㢟をᢳ出し、自Ꮫ自⩦してㄢ㢟

ゎỴに取り組ࡴ自ಙがつきました。」 
 
����� ஦๓‽ഛ 

このようなㄪᰝを⤒て、኱Ꮫが開Ꮫするのですが、኱Ꮫ㝔における PBL ᆺᩍ⫱の඲㠃ⓗな実᪋

をするୖで஦๓にᵝࠎなၥ㢟をᢳ出するᚲせが࠶ります。そこで開Ꮫ㸯年┠に実᪋したᤵ業⛉┠

が「体㦂ᆺᏛಟ特ㄽ」でした。このᤵ業では㸯㸳ࢥマのᤵ業を㏻ࡌてࢽ࣑ PBL を実᪋し、୺に社

఍人Ꮫ⏕が୰ᚰとなるプロジェクトを実᪋し、㸰年ḟに開始ࡉれる㸯年㛫の PBL ᆺᩍ⫱のㄢ㢟を

ᢳ出することにしました。 
まず、本ᤵ業のㄝ᫂をしたとこ࠶、ࢁる社఍人Ꮫ⏕がⓎゝしました。「自ศは఍社にᡤᒓしてい

るので、௚のᏛ⏕にᑐしてアイデアをᐜ᫆に開♧することはできない。このようなᤵ業が実᪋ࡉ

れたとしても、୍ゝもႅることができない。」というようなことでした。⚾が、「では、どのよう

な᮲௳が࠶ればᤵ業に参ຍできますか㸽」とᑜࡡると、「参ຍするᏛ⏕から、Ᏺ⛎⩏ົをᏲること

について୍➹᭩いてもらえれば、⣡ᚓして参ຍできる。」とのことでした。そこで PBL ᆺᩍ⫱に

参ຍするᏛ⏕にはᏲ⛎⩏ົㄋ⣙᭩を᭩いてもらうことにして、Ꮫ⏕㐩に⣡ᚓしてもらったのです。

そのᚋ、PBL 成ᯝⓎ⾲఍における▱㈈ᶒのಖㆤのたࡵに、本Ꮫを特許ᗇに登録し、本Ꮫが実᪋す

るⓎ⾲఍の成ᯝについては、༙年㛫の▱㈈ᶒのಖㆤをཷけるようにしました。 
 
 ⫱ᩍࡿࡍᚓ⋓ࢆ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥ �����

このような᳨ウを㐍ࡵる୰でࣈルームのᩍ⫱ศ㢮（Taxonomy of Educational Objective: 
Benjamin Samuel Bloom）に着┠しました。これはḟの⾲のようなศ㢮です。 

 
⾲ 1-1  ルームのᩍ⫱ศ㢮ࣈ

㡿ᇦ Ꮫ⩦のᑐ㇟ 最⤊┠ᶆ 

認▱㡿ᇦ 
(Cognitive domain) 

▱㆑ 体⣔化「ุ᩿ຊを㧗ࡵる」 

情ព㡿ᇦ 
(Affective domain) 

ែᗘ・⩦័ ෆ㠃化「人᱁を㧗ࡵる」 

⢭⚄運動㡿ᇦ 
(Psychomotor 

domain) 
技⬟ 自動化「↓ព㆑にできるようになる」 

 
この⾲からわかるように、講⩏を୺体としたᤵ業では୺として認▱㡿ᇦのᩍ⫱が実᪋ࡉれてい

ます。そして▱㆑の⋓ᚓとその理ゎをᏛ⏕にồࡵます。しかしᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔におけるᩍ⫱におい

ては実㊶ⓗなၥ㢟ゎỴࡸၥ㢟ⓎぢのຊをᏛ⏕に⋓ᚓࡏࡉることがᩍ⫱の┠ⓗの୍つとなります。
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特に社఍人Ꮫ⏕が現実にᢪえているㄢ㢟などをゎỴできるようなᩍ⫱が㔜どࡉれるのです。この

┠ⓗのたࡵに本Ꮫでは、PBL ᆺᩍ⫱をᑟධしたのです。このことについて、本Ꮫではḟのように

Ⓨಙしています。 
 
ࠗ本Ꮫのᩍ⫱᪉ἲは実㊶ⓗで࠶り体㦂ⓗで࠶ることにὀ┠してくࡉࡔい。実社఍で┤㠃する技

術ㄢ㢟は₇⩦ၥ㢟では࠶りまࡏん。それࡒれが技術ᶓ᩿ⓗなၥ㢟ゎỴをᚲせとするものです。そ

して、ᚑ᮶の኱Ꮫ㝔ᩍ⫱で実᪋ࡉれてきた体⣔ⓗな▱を⋓ᚓしているࡔけでゎỴできる࡯ど現実

のၥ㢟は༢⣧では࠶りまࡏん。ࡴしࢁᚑ᮶の▱㆑ࡔけでは、その本㉁を理ゎすることすらᅔ難な

」㞧ᛶをᣢっているのが現実です。本Ꮫでは、このような現実のၥ㢟をゎỴできる人ᮦを⫱成す

るたࡵに㇏ᐩなࢣーススタディを用いたᤵ業ࡸ PBL ᆺᩍ⫱をᑟධすることで、実㊶ⓗな業ົ㐙⾜

⬟ຊを⋓ᚓできるようにしました。࠘  
 
 
��� ᝟ሗࣕࢳࢡࢸ࣮࢟࢔ᑓᨷࡿࡅ࠾࡟ 3%/ ᆺᩍ⫱ 

情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは、情報⣔ศ㔝についてビジネスと情報技術をつなୖࡄ流ᕤ⛬で、

技術ⓗな▱㆑を㥑౑する࡯か、㢳ᐈ➼ᵝࠎなステーク࣍ルࢲーのࢽーࢬをㄪᩚしながら、情報シ

ステムをデࢨインする人ᮦで࠶る「情報アー࢟テクト」を⫱成します。「情報アー࢟テクト」レベ

ルの人ᮦには㧗ᗘな業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆテンシー）がᚲせとなります。このようなアー࢟テク

トレベルの人ᮦにᚲせな㧗ᗘな業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆテンシー）をྥୖࡏࡉるたࡵには PBL ᆺᩍ

⫱が適しています。本❶では情報アー࢟テクチࣕᑓᨷにおける PBL ッドについてㄝ᫂しまࢯ࣓

す。 
 

����� ᝟ሗࡢࢺࢡࢸ࣮࢟࢔⫱ᡂ 

ᚑ᮶、わがᅜの኱Ꮫ➼が⫱成する IT 技術⪅は、産業界がồࡵるス࢟ルをഛえているとは㝈らな

いとᣦ᦬ࡉれてきました。AIIT タ❧ᙜึは IT ⣔の人ᮦ୙㊊がྉばれており、኱つᶍなࢯフト࢘

ェア開Ⓨをకうプロジェクトのኻᩋ஦౛がከく報࿌ࡉれていました。ᚑ᮶、ࢥンࣗࣆータ・࣓ー

ーはᏛ⏕が኱Ꮫで࢝ IT ▱㆑を㌟に௜けることをᮇᚅしておらず、ධ社ᚋの社ෆᩍ⫱で IT 人ᮦを

⫱成するのがᬑ㏻でした。しかし、21 世⣖になると企業が自๓で IT ᩍ⫱を⾜うవ⿱はなくなり、

኱Ꮫで IT ▱㆑を㌟に௜けたᏛ⏕の᥇用をᙉくᮃࡴようになってきました。ここで企業が⮫ࡴ人ᮦ

と኱Ꮫが㍮出している人ᮦとのࣕࢠップが㢧ⴭになり、⤒ᅋ㐃はḢ⡿の኱Ꮫの現≧をㄪᰝし、日

本の኱Ꮫᩍ⫱のㄢ㢟を報࿌᭩にまとࡵ提ゝを⾜いました。（日本⤒ᅋ㐃：産Ꮫᐁ㐃ᦠによる㧗ᗘな

情報㏻ಙ人ᮦの⫱成ᙉ化にྥけて）[日本⤒ᅋ㐃 2005] 
この報࿌᭩の提 （ゝ኱Ꮫ・኱Ꮫ㝔における㧗ᗘ情報㏻ಙ人ᮦ⫱成にྥけたアクション・プラン）

で、「プロジェクトベースの実⩦をはࡵࡌ、✚ᴟⓗに実ົ・実㊶⤒㦂を✚まࡏる」と᫂グࡉれてい

ます。またḢ⡿では、IT ⣔人ᮦᩍ⫱のたࡵのᶆ‽ⓗな࢝リࣗ࢟ラムが Computing Curricula 
2005[CC2005]としてまとࡵられた᫬ᮇでも࠶りました。኱Ꮫは▱㆑をᩍえるሙというのが୍⯡ⓗ

な認㆑では࠶りますが、社఍で௙஦ができる⬟ຊを㌟につけࡏࡉることが㔜せという考え᪉から、

情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは PBL による業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆテンシー）ᩍ⫱を実㊶していま
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す。 
情報アー࢟テクチࣕᑓᨷが┠ᣦすのは、こうしたᚑ᮶の኱Ꮫᩍ⫱ではಟᚓがᅔ難ࡔった実㊶ⓗ

なス࢟ルを㌟につけた「情報アー࢟テクト」の⫱成です。情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは、⫱成す

る「情報アー࢟テクト」をḟのようにᐃ⩏しています。 
 
「情報アー࢟テクトとは、情報システム（企業➼が฼ά用しているࢥンࣗࣆータ、ネット࣡ー

ク➼からᵓ成ࡉれる௙組ࡳの⥲⛠）開Ⓨのたࡵのྛ✀の IT 㧗ᗘᑓ㛛⫋技術⪅で、共㏻ࣕ࢟リア・

ス࢟ルフレーム࣡ーク(CCSF)[IPA2014]の「ストラテジスト」、「システムアー࢟テクト」、「プロ

ジェクトマネージࣕ」、「テク࢝ࢽルス࣌シࣕリスト」、「サービスマネージࣕ」ཬび、本Ꮫが⊂自

にタᐃした「グローバルス࣌シࣕリスト」、「஦業アー࢟テクト」にΏる⠊ᅖの人ᮦീの⫋✀を࢝

バーする⥲⛠で࠶る。」 
 

����� ᝟ሗࣕࢳࢡࢸ࣮࢟࢔ᑓᨷࡢᏛ⩦࣭ᩍ⫱┠ᶆ 

この「情報アー࢟テクト」を⫱成するに࠶たり、情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは、Ꮫ⩦・ᩍ⫱┠

ᶆとしてୗグに♧す情報アー࢟テクトにᚲせとࡉれる(A)▱㆑・ス࢟ルと(B)業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆ

テンシー）のಟᚓをᥖࡆ、これらを㐃動してಟᚓできるように࢝リࣗ࢟ラムをタィしています。 
 

(A) 情報アー࢟テクトにᚲせとࡉれる▱㆑・ス࢟ルのಟᚓ 
(A1) IT 㛵㐃のᇶ♏から応用に⮳る▱㆑・ス࢟ル 
(A2) ᑐ㇟ศ㔝の業ົに㛵する▱㆑ 
(A3) マネジ࣓ントの▱㆑・ス࢟ル 
(A4) 情報システムの開Ⓨに㛵する▱㆑・ス࢟ル 

(B) 情報アー࢟テクトにᚲせな業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆテンシー）のಟᚓ 
(B1) ࢣࢽ࣑ࣗࢥーション 
(B2) ⥅⥆ⓗᏛ⩦・研究 
(B3) チームά動 
 
(A)▱㆑・ス࢟ルは 1 年ḟに開講ࡉれている⣙ 60 の講⩏⛉┠からᏛ⏕が㑅ᢥしてಟᚓすること

ができます。ಟᚓできる▱㆑ࡸス࢟ルの⥙⨶ᛶࡸ㉁をಖ証するたࡵに、本ᑓᨷの⛉┠において、

情報ฎ理᥎㐍ᶵᵓ(IPA)が提ၐしている共㏻ࣕ࢟リアス࢟ルフレーム࣡ーク(CCSF)の▱㆑せ⣲

(BOK)とレベルを♧しています。 
また、ಟᚓした▱㆑ࡸス࢟ルは 2 年ḟに開講ࡉれている PBL ᆺ⛉┠と㐃ᦠし、ୖ グ人ᮦീにᑐ

応した PBL ά動を実㊶することで、情報アー࢟テクトにᚲせな(B)業ົ㐙⾜⬟ຊ（ࢥンࣆテンシ

ー）を㌟につけることができるようになっています。本ᑓᨷでは、産業技術研究⛉共㏻の࣓タࢥ

ンࣆテンシー(B1)(B2)(B3)をᇶ‽に、そのୗ఩の情報アー࢟テクチࣕᑓᨷとしての 7 つのࢥアࢥ

ンࣆテンシー(B1-1)(B1-2)(B2-1)(B2-2)(B2-3)(B3-1)(B3-2)をᐃ⩏しています。 
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(B1) ࢣࢽ࣑ࣗࢥーション 
 (B1-1) システム提᱌・ネࢦシエーション・ㄝᚓ  

(B1-2) ド࣓ࣗ࢟ンテーション 
(B2) ⥅⥆ⓗᏛ⩦・研究 
 (B2-1) 革᪂ⓗᴫᛕ・Ⓨ᝿  

(B2-2) ࢽーࢬ・社఍ⓗ・マーࢣットⓗどⅬ  
(B2-3) ၥ㢟ゎỴ 

(B3) チームά動 
(B3-1) リーࢲシップ・マネジ࣓ント  
(B3-2) フ࢓シリテーション・ㄪᩚ 

 
このようにᬑ㐢ⓗな࣓タࢥンࣆテンシーと情報アー࢟テクトとしての業ົ㐙⾜⬟ຊで࠶るࢥア

ㄢ㢟のタᐃ・ゎ、ࡸテンシーを」ྜⓗにᏛ⩦・ᩍ⫱┠ᶆにすることで、」ྜⓗなၥ㢟ゎỴࣆンࢥ

Ỵができる༟㉺した⬟ຊのಟᚓを┠ᶆに組ࡳ㎸んでいます。 
 
 ࢫ࣮ࢥࣝࢹࣔ �����

情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは、᝿ᐃする人ᮦീࡈとに⾲ 1-2 のようにࣔデルࢥースをᐃࡵ、そ

れࡒれの᥎ዡ⛉┠を提♧しています。そのたࡵᏛ⏕は、自ᕫの┠ⓗにྜわࡏてཷ講⛉┠の㑅ᢥが

でき、その結ᯝ人ᮦീࡈとにồࡵられる▱㆑せ⣲とレベルをಟᚓすることができるようになって

います。ྛ れࡒースにはそれࢥ 8 から 17 ⛉┠の᥎ዡ⛉┠を⤂௓しています。人ᮦീࡈとの᥎ዡ⛉

┠をཷ講することで、それࡒれの人ᮦീにᚲせな▱㆑ࡸス࢟ルがᚲせなレベルでಟᚓできるよう

にタィࡉれているので、Ꮫ⏕のᑗ᮶のࣕ࢟リアに応ࡌて、Ꮫ⩦・ᩍ⫱┠ᶆにᑐ応するᒚಟ⛉┠の

ุ᩿ができるようになっています。 
 

 ಟᚓࣝ࢟ࢫ �����

PBL はࢥンࣆテンシーᩍ⫱の㔜せなᩍ⫱ᡭẁの୍つです。Ḣᕞでは、すでにከくの኱Ꮫで PBL
を᥇りධれ、᭷┈な人ᮦ⫱成のຠᯝをᣲࡆています。PBL では、୚えられたㄢ㢟にᑐしࡉまࡊま

な᪉ἲㄽを用いてプロジェクトを実᪋します。㔜せなのはこのプロࢭスを㏻ࡌてᏛ⏕の୍人ࡦと

りが「できなかったことができるようになった」「௚のၥ㢟に応用できるようになった」「ࢥンࣆ

テンシーを⋓ᚓできた」という結ᯝをᚓることです。ពḧ࠶るᏛ⏕にとって᪂しいことをᏛべる

チࣕンスは኱きいといえます。 
近年 IT 業界は、〇㐀業からサービス業にシフトしました。IT サービスでのビジネスは、サー

ビス฼用⪅（Ⓨὀ⪅）とサービス提供⪅の┦ᑐⓗ㛵ಀでⰋྰがỴまります。IT サービスの提供⪅

は、Ⓨὀ⪅のᮇᚅを㉸える㧗いレベルのサービスをồࡵられます。そのたࡵにはⓎὀ⪅のビジネ

スⓗ⫼ᬒを῝く理ゎしなければなりまࡏん。業界のしくࡸࡳビジネス⎔ቃ、企業の⤒Ⴀ理ᛕ࢝ࡸ

ルチࣕーなどにマッチしたサービス提供がᚲせです。IT ス࢟ルࡸ▱㆑はもࢁࡕんのこと、ࢯフト

ス࢟ルといわれるリーࢲーシップࢣࢽ࣑ࣗࢥࡸーションຊ、ネࢦシエーションຊが୙ྍḞです。

情報アー࢟テクチࣕᑓᨷでは、PBL を㏻ࡌてこれらࢥンࣆテンシーの⋓ᚓをࡊࡵすプログラムを
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提供しています。 
 

⾲ 1-2 情報アー࢟テクチࣕᑓᨷの 7 つのࢥースおよびྛࢥースで⋓ᚓできる⬟ຊ 
ࣔデルࢥース ⋓ᚓできる⬟ຊ 

ストラテジストࢥース 

・ IT をά用したビジネス౯್の増኱をリードする。 
・ 企業の⤒Ⴀᡓ␎にᇶ࡙き IT をά用するᡓ␎を提᱌・⟇ᐃする。 
・ 企業の⤒Ⴀ᪉㔪にྜった、ㄢ㢟ゎỴのたࡵのࢯリࣗーションを提᱌す

る。 

システムアー࢟テクトࢥース 

・ ビジネスᡓ␎にᑐして最適なシステムをデࢨインする。 
・ IT ᡓ␎をཷけ、ࢯリࣗーションをᵓ成する、または組ࡳ㎸ࡳ〇ရ開Ⓨ

にᚲせとなるせ௳をᐃ⩏し、それを実現するたࡵのアー࢟テクチࣕをタ

ィする。 

プロジェクトマネージࣕࢥース 

・ ୚えられたไ⣙᮲௳（ရ㉁、ࢥスト、⣡ᮇ➼）ୗで、ಙ㢗ᛶの㧗いシス

テムᵓ⠏を⥲ᣓする。 
・ システム開Ⓨプロジェクトの㈐௵⪅として、プロジェクトィ⏬をస成

し、ᚲせとなるせ員ࡸ㈨※を☜ಖし、ண⟬、⣡ᮇ、せồရ㉁について㈐

௵をもってプロジェクトを㐙⾜する。 

テク࢝ࢽルス࣌シࣕリストࢥース 

・ データベースࡸネット࣡ーク➼の技術ド࣓インでの実装をᢸᙜする。 
・ タィࡉれたアー࢟テクチࣕの୰で、ồࡵられるシステムのアプリࢣーシ

ョンのタィ・ᵓ⠏ࡸネット࣡ークࡸデータベース、ࣗ࢟ࢭリティ➼のᅛ

᭷技術をά用した、最適なシステムᇶ┙のᵓ⠏を⾜う。 

サービスマネージࣕࢥース 

・ ⥅⥆ⓗな㧗いಙ㢗ᛶを☜ಖしつつ、システムを⥔ᣢする。 
・ ᵓ⠏ࡉれたシステムおよび〇ရについて、Ᏻᐃ✌ാを☜ಖし、㞀ᐖⓎ⏕

᫬においては⿕ᐖの最ᑠ化を図る➼、Ᏻ඲ᛶとಙ㢗ᛶの㧗いサービスの

提供を⾜う࡯か、ɔ ⠏ࡉれたシステムおよび〇ရについて、ồࡵられて

いるᶵ⬟せ௳、㠀ᶵ⬟せ௳、ಙ㢗ᛶ、Ᏻᐃᛶについてのရ㉁☜認を⾜う。

グローバルス࣌シࣕリストࢥース 

・ 企業のグローバル化にకう、システム฼用⪅、システム管理⪅、ステー

ク࣍ルࢲーのㄢ㢟をゎỴする。 
・ グローバル⎔ቃ（ከᅜ⡠企業、ᅜ㝿ᶵ㛵、オフショア➼）でᑓ㛛ศ㔝に

㛵する業ົ（理ᛕのⓎಙ、ᡓ␎提᱌、マネジ࣓ント、〇ရ開Ⓨ➼）を㐙

⾜する。 

஦業アー࢟テクトࢥース 

・ ḟ世௦成㛗産業ศ㔝（ほග・≀㈍・་⒪➼の⏕産ᛶのపࡉ・௜ຍ౯್の

పࡉがᣦ᦬ࡉれているศ㔝）で、IT・〇ရ開Ⓨ・マネジ࣓ント➼の技術

をά用し、஦業開Ⓨ・ᨵ革・෌⏕➼を㐙⾜することにより、஦業の᪂㝞

௦ㅰをಁし、イノベーションをᘬき起こすことができる。 
 
 

��� ๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷࡿࡅ࠾࡟ 3%/ ᆺᩍ⫱ 

๰㐀技術ᑓᨷが考えるプロフェッショࢼル人ᮦീは、▱㆑Ꮫ⩦にຍえてᗄつかのス࢟ルಟᚓを

ᚲせとし、これをຠᯝⓗかつຠ⋡ⓗにᏛ⩦するたࡵに最適なᏛಟ࣓ࢯッドが PBL と考えていま

す。௨ୗでは、๰㐀技術ᑓᨷが㍮出する人ᮦീを㏙べ、その人ᮦになるべくᚲせとなるࢥンࣆテ

ンシーとス࢟ルをㄝ᫂します。このス࢟ルはᩍ⫱ㄽにおいて、ᚑ᮶より㌟体と認▱の཯᚟⦎⩦が

ᚲせで࠶ることが♧ࡉれており、このほⅬから PBL が最適なᏛಟ࣓ࢯッドで࠶ることㄝ᫂しま

す。 
 
����� ๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷࡀ㍮ฟࡿࡍேᮦീ 

本Ꮫの :HE れますࡉージで⤂௓しているように、๰㐀技術ᑓᨷが㍮出する人ᮦീはḟでㄝ᫂࣌

[AIIT2016]。 
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 マーࢣットの₯在ⓗなᮇᚅに㏕り㺂㢳ᐈにᮍ᮶をㄒることができ㺂ḟ世௦の〇ရࡸサービスの

 るべきጼをᥥくことができる人ᮦ（ၟရ企⏬㈐௵⪅）࠶

 ឤᛶデࢨインとᶵ⬟デࢨインの▱㆑を㥑౑して最適タィから〇㐀までをマネジ࣓ントできる

人ᮦ（開Ⓨ㈐௵⪅） 

本ᑓᨷは、これら � つの⫋⬟をවࡡഛえ㺂もの࡙くりのス࣌シࣕリストたࡕを組⧊化し、㢳ᐈの

₯在ⓗなᮇᚅに㏕り、ឤᛶを㥑౑してᶵ⬟を実現するᵓ㐀を๰出し、人ࠎにල現化ࡉれた᪂たな

౯್を提供できる人ᮦ、つまり㢳ᐈのベネフィットを最኱化する〇ရࡸサービスを๰㐀ⓗ㺂ྜ理ⓗ

に開Ⓨできる人ᮦを⫱成することを┠ᶆとしています。 
㍮出する人ᮦീの㔜せᛶは、ูのほⅬからも㏙べられています[ᘏᒸ 2015][ᘏᒸ 2016a][ᘏᒸ

2016b]。このㄪᰝ研究は、現௦においてビジネスⓗに成ຌしている஦౛として、ࢥンࣗࣆータᶵ

ჾ、ᐙ㟁〇ရ、自動車などを取りୖࡆศᯒし、成ຌしているၟရ・〇ရでは、デࢨインとエンジ

り、これらを開Ⓨした఍社では、✚ᴟ࠶アリングを⤫ྜした⤫ྜ౯್をᑟධすることがᚲせでࢽ

ⓗにデࢨイン㸤エンジࢽアリングの୧᪉の⣲㣴と⬟ຊをවࡡഛえたデࢨインエンジࢽアという᪂

しい技⬟を᭷する人ᮦを⫱成し㓄置しています。ࡉらに、マネージࣕークラスは、この୧᪉にᑐ

する⣲㣴をᚲ㡲としていることが認ࡵられると報࿌しています。このたࡵ、近年イノベーション

ᨻ⟇で成ຌを཰ࡵているイࢠリスでは、ᨻ⟇ⓗにエンジࢽアリング、デࢨイン、ビジネスを⤫ྜ

ⓗにᏛべるᩍ⫱プログラムのᵓ⠏を᥎㐍しています。しかし、୍つのࢥンࣃクトな㒊⨫（Ꮫ⛉、

ᑓᨷ⛉など）で、この୕つをຠᯝⓗにᏛべるᩍ⫱ᶵ㛵は世界ⓗにも、まࡔᕼᑡです。 

本ᑓᨷでは、このデࢨインをࡉらにᣑᙇしたព࿡でឤᛶデࢨイン、マーࢣティングをリードで

きるエンジࢽアリングをᶵ⬟デࢨインと⛠しており、これらをຠᯝⓗに⼥ྜして、ࡉらにはサー

ビス౯್（౑用౯್）が௜ຍࡉれているという、まࡉにᕷሙがồࡵるような㨩ຊ࠶るၟရ・〇ရ

を産ࡳ出す人ᮦ⫱成に㈉献しています。ࡉらに、マネージࣕーがᢸᙜできるような人ᮦ㍮出のた

ースもᡭཌく取りධれており、この୕つのศ㔝をຠ⋡ⓗかつຠᯝⓗにᏛべるࢥに、技術⤒Ⴀのࡵ

ᩍ⫱ᶵ㛵は、世界をぢΏしてもᩘᑡない㨩ຊⓗなᑓᨷとゝえます。この୕つのศ㔝でά㌍できる

人ᮦにᚲせなス࢟ルをḟ㡯でㄝ᫂します。 

 

����� Ꮫಟ࡟ᚲせࣝ࢟ࢫ࡞ 

๰㐀技術ᑓᨷは、๓㡯で㏙べた人ᮦのス࢟ルは㸪ୖ流ᕤ⛬からୗ流ᕤ⛬をಠ▔すると共に㸪マ

ーࢣットにཷけධれられる〇ရ・ၟရを企⏬し㸪産ࡳ出ࡏることに࠶ります。このことができる

人ᮦを⫱成・㍮出するたࡵに、ḟの 5 つのࢥアࢥンࣆテンシーがᚲ㡲と考え㸪これらをಟᚓでき

る࢝リࣗ࢟ラムを提供しています。 

本ᑓᨷは、⫱成する人ᮦの⬟ຊはୖグのࢥンࣆテンシーで ることとしていますが、ูの り

᪉として本Ꮫのᩍ員とᮾி㒔 産業ປാᒁが共同して⟇ᐃしたᮾிⓎಙの産業デࢨインศ㔝スタ

ンࢲード[JDP2016]が࠶ります。⯆࿡࠶るㄞ⪅はこࡕらも参↷してくࡉࡔい。 
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⾲ 1-3 ๰㐀技術ᑓᨷがᐃࡵる 5 つのࢥアࢥンࣆテンシー 
1. Ⓨ᝿ຊ 1.1 企⏬提᱌ຊ 

1.2 せồᐃ⩏ຊ 
1.3 ⊂๰ຊ 

2. ⾲現ຊ 2.1 プレࢮンテーションຊ 
2.2 ゝㄒⓗྍど化ຊ 
2.3 㠀ゝㄒⓗྍど化ຊ 

3. タィຊ 3.1 ᶵ⬟デࢨインຊ 
3.2 ឤᛶデࢨインຊ 
3.3 ᶵ⬟とឤᛶの⤫ྜຊ 

4. 開Ⓨຊ 4.1 開Ⓨィ⏬ຊ 
4.2 実現化ຊ 
4.3 ヨ㦂・ホ౯ຊ 

5. ศᯒຊ 5.1 ࣘーࢨビリティホ౯ຊ 
5.2 マーࢣットリサーチຊ 
5.3 業ົᕤ⛬ศᯒຊ 

 
 

ୖグのࢥンࣆテンシーを㌟に௜けるのに、▱㆑Ꮫ⩦はもࢁࡕんᚲせですが、ス࢟ルಟᚓもᚲせ

とします。ᚲせとࡉれるス࢟ルの୍㒊をୗグに♧します。 

 Ⓨ᝿ຊのス࢟ル：Ⓨ᝿（またはアイディア）をྍど化し௚⪅と認㆑を共᭷化するたࡵ、ᡭお

よびどぬ、ゐぬをフルに動かす。このス࢟ルとして、ࣕ࢟ンࣃスᥥ⏬ࡸクレイࣔデル〇సࡔ

けでなく、3D-CAD フト、3D-CGࢯ フト、3Dࢯ プリンタもྵまれる。 
 ⾲現ຊのス࢟ル：プロジェクタを用いたプレࢮンテーションのࡳならず、࣎ディストー࣑ン

グࣔࡸデルを用いるという、㌟体ࡸឤぬを㥑౑するス࢟ルもせồࡉれる。 

 タィຊのス࢟ル：㟁Ẽ・㟁Ꮚ・ᶵᲔᅇ㊰ࢯフト、ᵓ㐀シ࣑ࣗレーション、人㛫ᚰ理ศᯒ（‶㊊

ឤ、㉎㈙ពḧ）などのタィࢶールを౑いこなすሙྜに、ୖグのス࢟ルをᚲせとする。 

 開Ⓨຊ： ࣔックアップ、プロトタイプ、ࣔデルを≀理ⓗまたはㄽ理ⓗに開Ⓨするሙྜ、㐨ල

 。ルをᚲせとする࢟ឤぬスࡸル࢟ᕤලを㥑౑することがከく、㌟体スࡸ

 ศᯒຊ：㢳ᐈへのインタビࣗーにおいて、఍ヰス࢟ルࡸ⾲情ㄞࡳ取りス࢟ルをᚲせとする。 

 

ୖグの඲てのス࢟ルでは、࣓ンバー㛫の共同స業がᚲせなものも࠶り、このሙྜ、お஫いの認

㆑の共᭷がᚲせとなります。 

られࡆれる㡯┠にḟがᣲࡉルとしてホ౯࢟らに、日本らしいᚰ㓄りができて㸪かつ⢭⦓なスࡉ

ます。 
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 ┠฼き（ホ౯） 

 ẁ取り、ᡭ㡰 

 ჾ用な動き 

 Ẽ㐵い（㇏ᐩなᶵ⬟、ඃしいインタフェース） 

 ୎ᑀ（Ᏻᐃ⏕産、Ᏻᚰࢣࢽ࣑ࣗࢥーション、Ᏻᐃ✌ാ） 

 

ୖグの㡯┠は๰㐀技術ᑓᨷでಟᚓして࡯しいス࢟ルです。しかし、これらはᮘୖの▱㆑Ꮫ⩦ࡔ

けで㌟に௜くものでなく、適する⎔ቃࡸ㐨ලを౑って、ఱらかのᙧで㌟体を用いた཯᚟⦎⩦がᚲ

せとなります。このス࢟ルಟᚓの本㉁ㄽをḟ㡯でㄝ᫂します。 

 
 ಟᚓࣝ࢟ࢫ �����

ス࢟ル（技⬟）とは、ࣈルームのᩍ⫱┠ᶆศ㢮の୰では⬟ຊせ⣲の 1 つとࡉれ、⢭⚄運動ⓗ㡿

ᇦにᒓするものをゝいます[Ლ⏣ 2010]。୺に➽⫗ࡸ⚄⤒⣔⤫の動きに㛵㐃する⬟ຊ（ゎ๗Ꮫⓗ㌟

体）で、཯᚟カ⦎によって⩦ᚓྍ⬟な⬟ຊをᣦします。産業ᩍ⫱では、▱㆑、ែᗘとならんで⬟

ຊの 3 せ⣲の 1 つと఩置࡙けられています。ス࢟ルのレベルホ౯は、ࣈルームのᘵᏊのࢲーベが

ḟの⾲のように♧しています。 
、ることを๓提に࠶の▱㆑がࡵルは、運動するた࢟ーベが㏙べていることは、スࢲࡸルームࣈ

㌟体（⢭⚄ⓗ運動）と認▱が୍⮴するまで཯᚟⦎⩦がᚲせということです。౛えば、テࢽスの▱

㆑が࠶ったࡔけでは、実㝿のࢥートୖで᮶た࣎ールの≧ែに応ࡌて、▐᫬に体が཯応して㊊が動

きラࢣットを᣺ることができないということです。この㌟体運動は཯᚟⦎⩦がᚲせです。 

๓㡯で㏙べたࢥンࣆテンシーಟᚓにᚲせなス࢟ルでは、㌟体ࡸ認▱にᚲせなឤぬをフルに౑う

ものがከく、これができるようになるには、ࣈルームࢲࡸーベが㏙べているように཯᚟⦎⩦がᚲ

せです。これは、講⩏におけるᮘୖࡔけではできず、㐨ලࡸᶵᮦを用いた実⩦がᚲせです。ࡉら

に、᪂しいものを考え開Ⓨするには๰ពᕤኵがᚲせとなります。すなわࡕ、体とឤぬをフルにά

かして、ヨ⾜㘒ㄗⓗにྍど化、ල現化స業がᚲせとなります。この๰ព⬟ຊは、୍人ではなく、

࣓ンバー㛫の༠ㄪᛶࡸ共同స業で㣴われるものです。 

 

⾲ 1-4  ルレベルのホ౯࢟ーベによるスࢲ
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௨ୖのように、๰㐀技術ᑓᨷでᾰ㣴するࢥンࣆテンシーは、㌟体とឤぬをフルに౑えるような

཯᚟⦎⩦がᚲせで࠶り、ࡉらに、࣓ンバー㛫で認㆑を共᭷して、ࡉらに共同స業がᚲ㡲せ௳とな

ります。このようなᏛಟをྍ⬟とするᏛಟ࣓ࢯッドとして、本Ꮫが最も᭷ຠと考えているのがPBL
です。๰㐀技術ᑓᨷが提供している PBL では、స業⎔ቃの提供にຍえて、࣓ンバー㛫の㆟ㄽを㏻

した๰ពᕤኵと認㆑共᭷を⾜うたࡵのྛ✀స業などを PBL プロࢭスにおいて㓄置し、ከᵝな⫼ᬒ

をᣢつ࣓ンバーが共同స業を㏻して、ྛ自がࢥンࣆテンシーをྥୖࡏࡉることを図っています。

すなわࡕ、๰㐀技術ᑓᨷで⋓ᚓすべきࢥンࣆテンシーは、PBL を㏻ࡌてこそຠ⋡ⓗにಟᚓできる

ものと考えています。 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

[日本⤒ᅋ㐃 2005] 日本⤒ᅋ㐃㸹産Ꮫᐁ㐃ᦠによる㧗ᗘな情報㏻ಙ人ᮦの⫱成ᙉ化にྥけて(2005)、
http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2005/039/honbun.pdf 
[CC2005] Computing Curricula 2005、 
http://www.acm.org/education/curric_vols/CC2005-March06Final.pdf 
[IPA2014] http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/ccsf/download.html 
[Ლ⏣ 2010] Ლ⏣ ཿ୍ ; ᩍ⫱ホ౯ 第㸰∧⿵ゞ㸰∧, 2010 
[AIIT2016] http://aiit.ac.jp/master_program/ide/ 
[ᘏᒸ 2015] ᘏᒸ೺ኴ㑻、ᮌᮧࡳࡄࡵ、㛗ෆཌ㸹デࢨイン౯್の๰㐀Ɇデࢨインとエンジࢽアリン

グの⤫ྜにྥけて、୍ᶫビジネスレビࣗー, vol.62, no.3, pp.6-21, 2015 
[ᘏᒸ 2016a] ᘏᒸ೺ኴ㑻、ᮌᮧࡳࡄࡵ㸹ビジネスࢣース マࢲࢶデࢨイン：Car as Art、୍ᶫビ

ジネスレビࣗー, vol.63, no.4, pp.136-154, 2016 
[ᘏᒸ 2016b] ᘏᒸ೺ኴ㑻、〇㐀業における「サービス౯್」の๰出、サービࢯロジー、サービス

Ꮫ఍、vol.3, n.3, pp.4-11,2016 
[JDP2016] ス ࢟ ル ス タ ン ࢲ ー ド 、 බ ┈ ㈈ ᅋ ἲ 人 日 本 デ ࢨ イ ン ᣺ ⯆ ఍ 、

https://www.jidp.or.jp/ja/education/skillstandard 
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�� $,,7 3%/  ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ
��� 3%/  ᡂ⫱ࡢ㧗ᗘᑓ㛛⫋ேᮦࡿࡼ࡟

日本の኱Ꮫᩍ⫱において企業のࢽーࢬと኱Ꮫの࢝リࣗ࢟ラムにはࣕࢠップが⏕ࡌています（図

2-1 参↷）。そこで、AIIT ではᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔として企業のࢽーࢬにマッチした企業がᚲせとしてい

る人ᮦの⫱成に取り組んでいます。㏻ᖖ、࡯とんどの௙஦がプロジェクトで⾜われており、企業

としてはプロジェクトで௙஦をするス࢟ルを㌟につけることがồࡵられます。また௙஦で┤㠃す

るၥ㢟はとても」㞧で正ゎが↓いሙྜも࠶ります。そのようなၥ㢟にᑐしてᗈくᶓ᩿ⓗなど㔝で

ၥ㢟ゎỴできるス࢟ルとࢥンࣆテンシーを㌟につけるたࡵ AIIT では PBL ᆺᩍ⫱を実᪋していま

す。 

図 2-1 企業ࢽーࢬとᡃがᅜ኱Ꮫにおける情報ᕤᏛᩍ⫱のࣕࢠップ 
出展: 日本⤒ᅋ㐃「産Ꮫᐁ㐃ᦠによる㧗ᗘな情報㏻ಙ人ᮦの⫱成ᙉ化にྥけて」 

https://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2005/039/honbun.html 
 
��� 3%/ ࡀ $,,7  ୰᰾ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ఩ࡢ

AIIT では㏻ᖖの研究ᆺ኱Ꮫ㝔ではᚲせとࡉれるಟኈㄽ文はㄢしまࡏん。その௦わりに 2 年ḟの

1 年㛫が PBL に㈝ࡉࡸれます。すなわࡕ、㏻ᖖの研究ᆺ኱Ꮫ㝔ではಟኈㄽ文をもって㧗ᗘなᑓ㛛

ⓗ▱㆑が⋓ᚓできたかどうかをุᐃしますが、AIIT では PBL のά動をもって㧗ᗘな業ົ㐙⾜⬟

ຊが⋓ᚓできたかをุᐃするわけです。よって、AIIT では኱Ꮫ㝔レベルの㉁と㔞の PBL を実᪋

しています。 
AIIT はᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔で࠶り、プロフェッショࢼルとして産業界でά㌍する㧗ᗘᑓ㛛⫋技術⪅の

⫱成を┠ᣦしています。そのたࡵ AIIT PBL のテーマはどれも実㊶ⓗで࠶り、テーマを適ษに㑅

べばẚ㍑ⓗ኱きなつᶍのプロジェクトも実᪋することもできます。実ົレベルのෆᐜ・つᶍのプ

ロジェクトを 2 年ḟの 1 年㛫かけて実᪋することにより、㧗ᗘᑓ㛛⫋技術⪅にᚲ㡲の▱㆑・ス࢟

ル・ノ࢘ࣁ࢘を⋓ᚓしていきます。 
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 ᩍ⫱┠ᶆ࡜ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ���

AIIT PBL のᩍ⫱┠ᶆを図♧したものが図 2-2 になります。プロジェクトではㄢ㢟にᑐしてᵝࠎ

なアクティビティを実᪋しゎỴしていきます。その結ᯝとしてプロジェクトの成ᯝ≀がᚓられま

す。PBL はこの୍㐃のプロジェクトを実᪋していく㐣⛬でᏛんでいくᩍ⫱᪉ἲになります。AIIT 
PBL を実᪋することにより、ㄢ㢟ゎỴのたࡵの᪉ἲをᏛࡪことで、௒までできなかったことࡸ▱

らなかったことなどが、できるようになる、௚のၥ㢟にᑐしても応用できるようになるというこ

とが AIIT PBL のᩍ⫱┠ᶆとなります。 

図 2-2 AIIT PBL のᩍ⫱┠ᶆ 
 
��� $,,7 3%/ ࡛Ꮫ࡜ࡇࡿ࡭ 

AIIT PBL を実᪋することでᏛ⏕は௨ୗのことをᏛべます。 
 

⾲ 2-1 AIIT PBL を㏻ࡌてᏛべること 

 ࡟ࡵࡓࡿࡍゎỴࢆㄢ㢟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
㸦ࢆ࢕ࢸࣅ࢕ࢸࢡ࢔ᐇ᪋࡟ࡵࡓࡿࡍ㸧 
▱㆑ࡢᛂ⏝࣭㐺⏝ࢆࡓ࠿ࡋࡢᏛࡪ 

 ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ࠺ࡽࡶ࡚࠼ᩍࢆ࠼⟆
⮬ศ࡛⪃ࡿ࠼㸦Ẽ࡙ࡁ㸧 

ㄢ㢟ゎỴࡢࡵࡓࡢ᪉ἲࢆᏛࡪ 
㸦ఝࡓၥ㢟࡟ᑐࡾ⧞ࠊࡋ㏉ࡋ㐺⏝࡛ࡿࡁ㸧

㸦タィࣥ࢖ࢨࢹࠊᴗົࡢ≉㉁㸧� 
ุࣇ࢜ࢻ࣮ࣞࢺࠊ౯್ほࠊไ⣙࡞ࢁ࠸ࢁ࠸
᩿ 

⮬ศࡢᙺ๭ࢆᯝ࡟ࡵࡓࡍࡓᚲせ࡞▱㆑࡛ 
 ࡿࡍ⩦Ꮫ࡟୺ⓗ⮬ࢆࡢࡶ࠸࡞ࡽ▱

⥅⥆ⓗ࡞Ꮫಟࡢ⬟ຊࢆ㣴࠺ 

ከᵝ࡞どⅬࠊ౯್ほࠊぢ᪉ࠊࡾࡼ࡟ 
ᣦ┠ࢆࡢࡶ࠸Ⰻࡾࡼࠊࡾࡼࡿ࠼⪄࡛ࡾ࡜ࡦ
 ࡍ

ከᵝᛶࡢ⌮ゎ 

㸦」ᩘ࣓ࣥࡿࡼ࡟࣮ࣂ㸧ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 
㐙⾜᪉ἲ࣭⟶⌮᪉ἲࢆᏛࡪ 

 άືࡢ࡚ࡋ࡜㸧࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳ㸦࣒࣮ࢳ
 ⌮⟶ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ᢕᥱ࠸ࡋṇࡢᮇᚅࠖࠕ ࡪᏛࢆ࡜ࡇ࡞ᚲせ࡛͇ࢫࣅ࣮ࢧ͆
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�� $,,7 3%/  ᚩ≉ࡢ
AIIT PBL は௚の PBL とは␗なる⊂自の特ᚩをᣢっています。それが「ᩍ⫱プログラム」「マ

ネージ࣓ントシステム」「成⦼ホ౯システム」です。本❶ではこれらの特ᚩについて⤂௓していき

ます。 
 
��� ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ 

����� � ᖺḟ࣭� ᖺḟࡢὶࢀ 

AIIT PBL は、本Ꮫᩍ⫱ㄢ⛬の最⤊年ᗘにᚲಟ⛉┠として開講ࡉれるもので、㏻ᖖの኱Ꮫ㝔の

ಟኈㄽ文に┦ᙜするプログラムです。すなわࡕ、本ᏛではᏛ఩取ᚓのせ௳としてಟኈㄽ文をㄢす

௦わりに PBL ᆺᩍ⫱を実᪋するというわけです。AIIT PBL はಟ஢᮲௳ 40 ༢఩୰ 12 ༢఩（๓ᮇ

6 ༢఩、ᚋᮇ 6 ༢఩）を༨ࡵる本Ꮫの最も特ᚩⓗな㔜せᒚಟ⛉┠となっています。 
本ᏛにධᏛしてからಟ஢までのᶆ‽ⓗな流れをୗ図に♧します。本Ꮫは 4 Ꮫᮇไ（ク࢛ータไ）

を᥇用し、1 年ḟには 4 サイクルでྛ✀ᇶ♏・ᑓ㛛⛉┠をᏛಟすることにより、▱㆑・ス࢟ルを

ಟᚓします。そして 2 年ḟに๓ᮇ・ᚋᮇの 2 サイクルにศけて 1 年㛫かけて PBL を実᪋します。

実社఍で┤㠃するࡉまࡊまなၥ㢟はᚑ᮶の኱Ꮫ㝔ᩍ⫱で実᪋ࡉれてきた体⣔ⓗな▱㆑のಟᚓࡔけ

でゎỴできる࡯ど༢⣧では࠶りまࡏん。ࡴしࢁᚑ᮶の▱㆑ࡔけではその本㉁を理ゎすることすら

ᅔ難な」㞧ᛶをᣢっています。本Ꮫでは、このような現実のၥ㢟をゎỴできる人ᮦを⫱成するた

に、PBLࡵ ᆺᩍ⫱をᑟධしました。それにより、▱㆑・ス࢟ルをά用した実㊶ⓗな業ົ㐙⾜⬟ຊ

を⋓ᚓできるようにしています。 

 
図 3-1 本ᏛにධᏛしてからಟ஢までのᶆ‽ⓗな流れ 

 
 ᵓᡂࡢ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥ �����

AIIT PBL では、情報システム開Ⓨཬびもの࡙くりにᚲせな体⣔ⓗな▱㆑・ス࢟ルと、業ົ㐙⾜

にᚲせな実㊶ຊを㌟に着けることが┠ᶆとなっています。本Ꮫでは、このᏛ⏕が PBL において⋓

ᚓすべき業ົ㐙⾜⬟ຊをࢥンࣆテンシーとしてᐃ⩏しています。ࢥンࣆテンシーは図 3-2 に♧す

ように、3つの࣓タࢥンࣆテンシーとྛᑓᨷがタᐃするࢥアࢥンࣆテンシーでᵓ成ࡉれています。 
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図 3-2 3 つの࣓タࢥンࣆテンシーとྛᑓᨷがタᐃするࢥアࢥンࣆテンシー 

 
����� ᖺ㛫࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

AIIT PBL は、研究ᆺ኱Ꮫ㝔のಟኈㄽ文に┦ᙜし、2 年⏕は 1 年㛫かけて 1 つのプロジェクト

に取組ࡳます。図 3-3 に♧すように、PBL のά動は 1 年ḟの 1 月からチーム㓄ᒓのたࡵの‽ഛが

始まり、4 月から本᱁ⓗにά動が始まります。㏵୰、๰㐀技術ᑓᨷでは 3 ᅇ、情報アー࢟テクチ

ࣕᑓᨷでは 1 ᅇの୰㛫成ᯝⓎ⾲఍を実᪋します。また 2 月には୍⯡බ開のᙧで最⤊成ᯝⓎ⾲఍を

Ꮫእの఍ሙで実᪋します。 
 

 ᣦᑟయไ࡜ᵓᡂ࣒࣮ࢳ �����

AIIT PBL では㏻ᖖの業ົ同ᵝ、」ᩘの࣓ンバーによるチームᵓ成になっています。しかし、そ

の࣓ンバーはከᵝᛶにᐩんでおり、年㱋、⫋業、⫋఩、⤒㦂➼がࡉまࡊまなᏛ⏕によってᵓ成ࡉ

れています。このようなᵓ成の୰で PBL を実᪋していくことは難しい཯㠃、同ࡌような▱㆑・⤒

㦂をᣢった࣓ンバーでᵓ成ࡉれた㏻ᖖの業ົではᚓられないような᪂たなᏛびがᚓられることが

ᮇᚅできます。 
Ꮫ⏕は 1 チーム࠶たり 5 ྡ⛬ᗘのᏛ⏕でᵓ成ࡉれます。AIIT PBL のチームά動においては、

Ꮫ⏕はプロジェクトの୍員としてά㌍できることを♧します。チーム࣓ンバーは共㏻の┠ᶆをᣢ

ていきます。そのㄢ㢟ゎỴのࡆ࠶チームෆでྛ自のᙺ๭をᯝすことで、チームとして成ᯝを、ࡕ

㐣⛬でᏛんでいくのです。また、๓㏙のようにチーム࣓ンバーのከᵝᛶからチームの௚の࣓ンバ

ーからもከくのことをᏛࡪことができます。 
ᩍ員は 1 つのチームにᑐして୺ᢸᙜᩍ員 1 ྡと๪ᢸᙜᩍ員 2 ྡを㓄置するᣦᑟ体ไで実᪋しま

す。ᢸᙜᩍ員はチーム඲体にᑐしてプロジェクトの㐍ࡵ᪉をᣦᑟするとともに、Ꮫ⏕のά動と成

ᯝをᢕᥱし、その結ᯝをඖにᏛ⏕個人にᑐしてᣦᑟとホ౯を⾜います。チームᏛಟにおいては、

個ࠎのチーム࣓ンバーの個人ホ౯が難しくなりますが、3 ྡのᩍ員で、できるࡔけᐈほⓗに成⦼

ホ౯できるような体ไとホ౯システムをᑟධしています。 
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図 3-3 AIIT PBL の年㛫スࢣジࣗール 
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����� 3%/  άືࡢ

AIIT PBL は๓ᮇ・ᚋᮇྜわࡏて 12 ༢఩のᚲಟ⛉┠となっています。そのたࡵཎ๎として㐌に

9 ᫬㛫（ᤵ業᫬㛫 6 マศ）のチームά動とࢥ 9 ᫬㛫の᫬㛫እస業を 30 㐌㛫⥅⥆することがồࡵら

れます。᫬㛫እにおいては、チームά動のたࡵにᚲせな▱㆑の஦๓Ꮫ⩦ࡸ、࣓ンバーにศᢸࡉれ

たά動୰のㄢ㢟のㄪᰝなどを⾜います。これによりཎ๎として 1 㐌㛫のά動᫬㛫は 18 ᫬㛫にな

ります。AIIT PBL ではその᫬㛫にぢྜった成ᯝ≀がồࡵられることになります。 
Ꮫ⏕が PBL を実᪋していくに࠶たって、まずプロジェクトィ⏬᭩をస成します。これにより 1

㐌㛫のά動┠Ᏻで࠶る 18 ᫬㛫をどのように౑ってどのようなプロジェクトを㐍ࡵていくかをィ

⏬します。PBL 実᪋ᮇ㛫୰はこのィ⏬にᇶ࡙きプロジェクトά動を⾜います。プロジェクトのά

動はᚋ㏙する AIIT PBL サ࣏ートシステムを฼用して報࿌・提出します。これらを඲ᩍ員で共᭷

することによりྛᏛ⏕個人のά動をᢕᥱできるようにしています。 
Ꮫ⏕が提出する PBL のά動報࿌のෆᐜはḟの㏻りです。 
 プロジェクトά動のෆᐜはすべてグ録し、AIIT PBL サ࣏ートシステムの Backlog にධຊ

する 
 個人ά動のグ録として㐌報をAIIT PBLサ࣏ートシステムのLMS (Learning Management 

System)ୖに提出する 
 ྛク࢛ーター⤊஢᫬のタイ࣑ングでࢭルフアࢭス࣓ントを LMS ୖに提出する 
 ๓ᮇとᚋᮇの⤊஢᫬にはプロジェクトά動報࿌を提出する 
 ᚋᮇ⤊஢᫬には年㛫ά動報࿌を提出する（እ㒊にබ開） 
 

����� 㐌ሗࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࣇࣝࢭ࡜ 

ୖ㏙したようにᏛ⏕は㸯㐌㛫のά動と成ᯝの実⦼について㐌報で報࿌します。㐌報ではチーム

ά動ࡔけでなく、᫬㛫እに⾜ったస業もすべて報࿌します。㐌報は୺にᏛ⏕個人のά動ෆᐜࡸά

動の㔞のᢕᥱのたࡵに฼用します。この㐌報の㡯┠とグ㍕ෆᐜは⾲ 3-1 の㏻りです。 
⾲ 3-1 㐌報のෆᐜ 

 
 

また、㐌報によるά動と成ᯝのグ録にᇶ࡙き、Ꮫびを┬ᐹするたࡵのものとして年 4 ᅇࢭルフ

アࢭス࣓ントを提出します。ࢭルフアࢭス࣓ントではク࢛ーター⤊஢᫬にプロジェクトά動を᣺

り㏉り、できるようになったことࡸ⋓ᚓしたࢥンࣆテンシー➼をグ㏙します。ࢭルフアࢭス࣓ン

トは୺にᐃᛶⓗなホ౯（ά動の㉁のホ౯）に฼用します。ࡉらに、第 2 ク࢛ーター⤊஢᫬には๓
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ᮇのά動報࿌として 2000 Ꮠ⛬ᗘのプロジェクトά動報࿌を提出します。そして第 4 ク࢛ーター

⤊஢᫬（1 年㛫の PBL ⤊஢᫬）には年㛫のά動報࿌として 2000 Ꮠ⛬ᗘのプロジェクトά動報࿌

を提出します。この第 4 ク࢛ーター⤊஢᫬のά動報࿌᭩はእ㒊にබ開します。 
 
����� $,,7 3%/  ࣒ࢸࢫࢩࢺ࣮࣏ࢧ

AIIT PBL では PBL ά動をサ࣏ートするたࡵ 2 つのシステムをᑟධしています。1 つは PBL
のプロジェクトとフ࢓イル管理のたࡵのシステムとしてᑟධしている Backlog（図 3-4）です。ᶵ

⬟としては㐍ᤖ管理ᶵ⬟、ㄢ㢟管理ᶵ⬟、wiki、フ࢓イル共᭷ᶵ⬟➼が࠶ります。Ꮫ⏕は Backlog
を౑うことで、PBL を෇⁥に㐍ࡵていくことができます。またᩍ員からもアクࢭスできるように

なっているたࡵ、プロジェクトの㐍ᤖ≧ἣࡸ成ᯝ≀について☜認ができるようになっています。

もう 1 つのシステムはά動報࿌の提出およびそれをᩍ員㛫で共᭷するたࡵのシステムとしてᑟධ

している manaba という LMS（図 3-5）です。๓㏙した㐌報ࢭࡸルフアࢭス࣓ントなどのά動報

࿌はこのシステムから提出します。ここで提出ࡉれたすべてᏛ⏕のά動報࿌は、ᑓᨷのすべての

ᩍ員が㜀ぴできるようになっています。これはྛᏛ⏕の成⦼ホ౯はᑓᨷのすべてのᑓ௵ᩍ員が参

ຍする成⦼ุᐃ఍㆟によってỴᐃࡉれるたࡵ、それࡒれのᏛ⏕のά動をすべてのᩍ員がぢえるよ

うにするたࡵこのような௙組ࡳをᑟධしています。成⦼ホ౯のヲしい᪉ἲについてはᚋ㏙します。 
 

  
図 3-4 Backlog              図 3-5 LMS（manaba） 

 
 ࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐ ���

����� 3%/  タᐃ࣐࣮ࢸࡢ

PBL のテーマタᐃにおいては、図 3-6 に♧すように AIIT にタ置している運Ⴀㅎၥ఍㆟の࣓ン

バー企業からᏛእጤ員をᣍき、このᏛእጤ員と AIIT ᩍ員によるᏛෆጤ員からᵓ成ࡉれる PBL ᳨

ウ㒊఍をタ置することで産業界のኌを取りධれるようにしています。このጤ員఍ではᏛእጤ員が

考える現実のㄢ㢟を㆟ㄽし、それをඖに AIIT のᩍ員がテーマ᱌を本ጤ員఍に提᱌します。そし

て、そのテーマについてᏛእጤ員のពぢを取りධれて⩣年ᗘに実᪋する PBL テーマをỴᐃすると

いう᪉ἲをᑟධしています。これにより PBL のテーマタᐃをᢸᙜᩍ員ࡔけで実᪋すると、そのᩍ

員が現在実᪋している研究ศ㔝ࡔけに㞟୰してしまい、῝いがど㔝が⊃くなりがࡕなテーマタᐃ

に㝗るというၥ㢟Ⅼを᤼㝖できるようにしています。2016 年ᗘの PBL テーマを⾲ 3-2 に♧しま

す。 
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図 3-6 PBL 運Ⴀの組⧊ᵓ成 
 
����� እ㒊ホ౯ጤဨไᗘࡢᑟධ 

AIIT PBL ではእ㒊ホ౯ጤ員ไᗘを取りධれています。本ไᗘは PBL ᢸᙜᩍ員がእ㒊ホ౯⪅と

してࡉࡩわしい人を㑅ᐃ・᥎⸀し、PBL ᳨ウ㒊఍でᢎ認する௙組ࡳを取っています。取り組んで

いる PBL のテーマに㛵㐃するᑓ㛛ᐙをእ㒊レビࣗーアとして PBL ά動のእ㒊ホ౯を実᪋するこ

とを⩏ົ化しており、ά動のホ౯をᐈほⓗに⾜うことができるようにしています。 
 

⾲ 3-2 2016 年ᗘ PBL テーマ୍ぴ 

情報アーキテクチャ専攻 創造技術専攻 
パラフォイル⾃律制御ソフトウェアの開発 からだに⽇本みやげ™体験記憶を活⽤するサービスシ

ステムの提案 
マルチステークホルダープロセスによる多⽬的カメラ
PIA の実施 

体格に合わせて動く快適なフラワーチェア 

ウェブ上のデータを活⽤した混雑分析及び予測システ
ムの開発 

都市⽣活の時間価値が向上するサービスデザイン 

超⾳波通信プロトコルの提案・実装および HCI への応
⽤ 

縁づくり東京 2030〜地域交流⼿段としての移動態デザ
イン〜 

OAMMS - オープンソースの学会向け会員管理システ
ム 

都市におけるイノベーション-⼈と⼈の関係の再構築- 

事業⾰新に向けた事業戦略策定⽀援 アジア産業ネットワークのプラットフォーム形成に関
する政策提⾔ 

インターネットと近接通信を活⽤したサービスシステ
ムの企画構築 

訪問時間外で訪問看護の質を⾼めるコミュニケーショ
ンサービス 

価値提供のためのソフトウェア開発〜スクラムの実践
〜 

⽣体情報を⽤いた観光⽀援ツール「EEG TRAVELER」
の提案 

イノベーションのための情報システム・ソフトウェア
の開発 

 

PMBOK ベースのスタートアップ知識体系の有効性の
検証と提⾔ 

 



22 
 

��� ᡂ⦼ホ౯࣒ࢸࢫࢩ 

����� ఱࢆホ౯࠿ࡿࡍ 

AIIT PBL では、プロジェクトの成ྰではなくྛᏛ⏕個人をホ౯します。そのᏛ⏕が PBL ά動

に㈉献しているかどうかのホ౯と、どの⛬ᗘࢥンࣆテンシーを⋓ᚓしたかのホ౯によりᏛ⏕個人

の成⦼をホ౯します。๓⪅はᬑẁの PBL ά動への参ຍᗘおよびస成した成ᯝ≀の㔞および㉁をホ

౯し、ᚋ⪅は PBL ά動で⋓ᚓしたࢥンࣆテンシーがᑓ㛛⫋ಟኈレベルかどうかをホ౯します。1
年㛫の PBL を㏻してఱをᏛんࡔか、どれࡔけ成㛗したかがホ౯の࣏イントになります。 

 
����� ㄡࡀホ౯࠿ࡿࡍ 

ホ౯に࠶たっては、すべてのᑓ௵ᩍ員の参ຍによる PBL 成⦼ุᐃ఍㆟を年 2 ᅇ開ദしていま

す。PBL をᒚಟしているすべてのᏛ⏕にᑐして、3 ྡのᢸᙜᩍ員（୺ᢸᙜᩍ員 1 ྡ、๪ᢸᙜᩍ員

2 ྡ）が成⦼ホ౯のཎ᱌をస成し、PBL 成⦼ุᐃ఍㆟にてすべてのᑓ௵ᩍ員でᑂ㆟します。ホ౯

のᐈほᛶと適ษࡉをᢸಖするたࡵ PBL のホ౯ではこのようなᕤኵを⾜っています。また、እ㒊ホ

౯ጤ員が月౛レビࣗーࡸプロジェクト成ᯝⓎ⾲఍➼に参ຍした㝿のពぢもホ౯の参考にしていま

す。 
 

����� ホ౯᪉ἲ 

(1) PBL ά動と成ᯝ≀の㉁と㔞のホ౯ 
成ᯝ≀ࡸᏛ⏕からの⏦࿌（㐌報・ࢭルフアࢭス࣓ント）により、௨ୗの PBL ホ౯マトリクスに

てホ౯を⾜います。これにより PBL ά動にかけた᫬㛫と、かけた᫬㛫にぢྜった成ᯝ≀がస成ࡉ

れているかをホ౯します。 
⾲ 3-3 PBL ホ౯マトリクス 

 
 

 テンシー⋓ᚓᗘのホ౯ࣆンࢥ (2)
࣓タࢥンࣆテンシーおよびྛᑓᨷでタᐃしているࢥアࢥンࣆテンシーにᑐし、ୗ⾲のようにࢥ

ンࣆテンシーのス࢟ルレベルを㸳ẁ㝵で᫂☜にᐃ⩏しています。そのス࢟ルレベルをホ౯ᇶ‽と

してᏛ⏕が⋓ᚓしたࢥンࣆテンシーの⋓ᚓᗘをホ౯しています。 



23 
 

⾲ 3-4 ࣓タࢥンࣆテンシー ス࢟ルレベル୍ぴ⾲ 
 

ࣝ࣋ࣞ ࣝ࣋ࣞ � ࣝ࣋ࣞ � � ࣝ࣋ࣞ � ࣝ࣋ࣞ �

ၟရ௻⏬ࡢᥦ᱌ࡽ࠿〇ရタ
ィ㺂〇㐀ࡿࡓ࠸࡟ᵝ࡞ࠎᴗົ
࠿ࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜࡛⊃༢ࢆ
 ࡿࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࡘ

ၟရ௻⏬ࡢᥦ᱌ࡽ࠿〇ရタ
ィ㺂〇㐀ࡿࡓ࠸࡟ᵝ࡞ࠎᴗົ
 ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜࡛⊃༢ࢆ

ၟရ௻⏬ࡢᥦ᱌ࡽ࠿〇ရタ
ィ㺂〇㐀ࡿࡓ࠸࡟ᴗົࢆ⮬㌟
⾜࡛⊃༢࡟୰ᚰࢆᑓ㛛㡿ᇦࡢ
 ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺

ၟရ௻⏬ࡢᥦ᱌ࡽ࠿〇ရタ
ィ㺂〇㐀ࡿࡓ࠸࡟ᴗົࢆᣦᑟ
ࢫࢩ࢔ࡁᇶ࡙࡟♧ᣦࡢ࡝࡞⪅
 ࡿࡁ࡛ࢺ

ၟရ௻⏬ࡢᥦ᱌ࡽ࠿〇ရタ
ィ㺂〇㐀ࡿࡓ࠸࡟ᴗົ࡟ᚲせ
ࡋ᭷ࢆࣝ࢟ࢫᇶ♏ⓗ▱㆑࣭࡞
ࣝ࣋ࣞ࠺⾜ࢆᴗົࠊࡀࡿ࠸࡚
 ࠸࡞࠸࡚ࡋ㐩࡟

ࢥ
࣑
勑
ࢽ
ࢣ
勖
ࢩ
勒
ࣥ
⬟
ຊ 

ࢥ
࣑
勑
ࢽ
ࢣ
勖
ࢩ
勒
ࣥ 

࣭㐍Ṍࡿࡅ⥆ࢆᢏ⾡ືࠊࡸⓗ
ࡑࠊ࡚ࡋᑐ࡟ቃ⎔ࡿࡍኚ໬࡟
ࡅࡔࡿࡍᐜཷ࡟᪉ⓗ୍ࢆࡽࢀ
ࡘࡘࡋᣢ⥔ࢆ୺యᛶࠊࡃ࡞࡛
✚ᴟⓗ࡟㛵ࡿࢃ㸦ᢏ⾡ࡸ⎔ቃ
ࠋࡿᣢ࡚ࢆ஫స⏝㸧ែᗘ┦ࡢ࡜
ࠋࡿࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿

࣭㐍Ṍࡿࡅ⥆ࢆᢏ⾡ືࠊࡸⓗ
ࡑࠊ࡚ࡋᑐ࡟ቃ⎔ࡿࡍኚ໬࡟
ࡅࡔࡿࡍᐜཷ࡟᪉ⓗ୍ࢆࡽࢀ
ࡘࡘࡋᣢ⥔ࢆ୺యᛶࠊࡃ࡞࡛
✚ᴟⓗ࡟㛵ࡿࢃ㸦ᢏ⾡ࡸ⎔ቃ
ࠋࡿᣢ࡚ࢆ஫స⏝㸧ែᗘ┦ࡢ࡜

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟㐍
Ṍࡿࡅ⥆ࢆᢏ⾡ືࠊࡸⓗ࡟ኚ
໬ࡿࡍ⎔ቃ࡟ᑐࡽࢀࡑࠊ࡚ࡋ
࡞࡛ࡅࡔࡿࡍᐜཷ࡟᪉ⓗ୍ࢆ
ᴟ✚ࡘࡘࡋᣢ⥔ࢆ୺యᛶࠊࡃ
ⓗ࡟㛵ࡿࢃ㸦ᢏ⾡ࡸ⎔ቃࡢ࡜
┦஫స⏝㸧ែᗘࢆᣢ࡚ࠋࡿ 

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࠊືࡸ⾡ᢏࡿࡅ⥆ࢆ㐍Ṍࠊࡁ ⓗ
ࡑࠊ࡚ࡋᑐ࡟ቃ⎔ࡿࡍኚ໬࡟
ࡅࡔࡿࡍᐜཷ࡟᪉ⓗ୍ࢆࡽࢀ
ࡘࡘࡋᣢ⥔ࢆ୺యᛶࠊࡃ࡞࡛
✚ᴟⓗ࡟㛵ࡿࢃ㸦ᢏ⾡ࡸ⎔ቃ
ࡾྲྀ࡞஫స⏝㸧ᨭ᥼ⓗ┦ࡢ࡜
 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡳ⤌

࣭㐍Ṍࡿࡅ⥆ࢆᢏ⾡ືࠊࡸⓗ
ࡑࠊ࡚ࡋᑐ࡟ቃ⎔ࡿࡍኚ໬࡟
ࡅࡔࡿࡍᐜཷ࡟᪉ⓗ୍ࢆࡽࢀ
ࡘࡘࡋᣢ⥔ࢆ୺యᛶࠊࡃ࡞࡛
✚ᴟⓗ࡟㛵ࡿࢃ㸦ᢏ⾡ࡸ⎔ቃ
ࠋࡿᣢ࡚ࢆ஫స⏝㸧ែᗘ┦ࡢ࡜
 ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜

࣭㧗ᗘ࡞᝟ሗ໬♫఍ࡗ࠶࡟
᝟ሗ࡞ⓗ∦᩿ࡸࡳ㎸࠸ᛮࠊ࡚
ࠊࡃ࡞ࡣ୺ᙇ࡛ࡓࡋ࡜᰿ᣐࢆ
య⣔ⓗ࡟᝟ሗࢆ཰㞟ࠊࡋඛ⾜
◊✲࣭ ஦౛➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ㐺ษ࡞
ᡭἲࠊࡘࡘ࠸⏝ࢆᐈほⓗ࡟᝟
ሗࢆゎᯒ࡛ࠊࡘ࠿ࡿࡁ㛵ಀ⪅
 ࠋࡿࡁᣦᑟ࡛ࢆ

࣭㧗ᗘ࡞᝟ሗ໬♫఍ࡗ࠶࡟
᝟ሗ࡞ⓗ∦᩿ࡸࡳ㎸࠸ᛮࠊ࡚
ࠊࡃ࡞ࡣ୺ᙇ࡛ࡓࡋ࡜᰿ᣐࢆ
య⣔ⓗ࡟᝟ሗࢆ཰㞟ࠊࡋඛ⾜
◊✲࣭ ஦౛➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ㐺ษ࡞
ᡭἲࠊࡘࡘ࠸⏝ࢆᐈほⓗ࡟᝟
ሗࢆゎᯒ࡛ࡿࡁ 

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟㧗
ᗘ࡞᝟ሗ໬♫఍ࠊ࡚ࡗ࠶࡟ᛮ
᰿ᣐࢆ᝟ሗ࡞ⓗ∦᩿ࡸࡳ㎸࠸
య⣔ⓗࠊࡃ࡞ࡣ୺ᙇ࡛ࡓࡋ࡜
࣭✲◊⾜ඛࠊࡋ཰㞟ࢆ᝟ሗ࡟ ஦
౛➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ㐺ษ࡞ᡭἲࢆ
ゎࢆ᝟ሗ࡟ᐈほⓗࠊࡘࡘ࠸⏝
ᯒ࡛ࡿࡁ 

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࡗ࠶࡟᝟ሗ໬♫఍࡞㧗ᗘࠊࡁ
᝟ሗ࡞ⓗ∦᩿ࡸࡳ㎸࠸ᛮࠊ࡚
ࠊࡃ࡞ࡣ୺ᙇ࡛ࡓࡋ࡜᰿ᣐࢆ
య⣔ⓗ࡟᝟ሗࢆ཰㞟ࠊࡋඛ⾜
◊✲࣭ ஦౛➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ㐺ษ࡞
ᡭἲࠊࡘࡘ࠸⏝ࢆᐈほⓗ࡟᝟
ሗࢆゎᯒࡿࡍᨭ᥼ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

࣭㧗ᗘ࡞᝟ሗ໬♫఍ࡗ࠶࡟
᝟ሗ࡞ⓗ∦᩿ࡸࡳ㎸࠸ᛮࠊ࡚
ࠊࡃ࡞ࡣ୺ᙇ࡛ࡓࡋ࡜᰿ᣐࢆ
య⣔ⓗ࡟᝟ሗࢆ཰㞟ࠊࡋඛ⾜
◊✲࣭ ஦౛➼ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ㐺ษ࡞
ᡭἲࠊࡘࡘ࠸⏝ࢆᐈほⓗ࡟᝟
ሗࢆゎᯒ࡛ࡣ࡜ࡿࡁゝ࡞࠼
 ࠋ࠸

࣭ᖹ⣲࠾࡟ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢸ࣑ࡢ
㐺ࢆၥ㢟ࡸែ≦ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸
ษ࡟ሗ࿌࡛ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁ≧
ែࡸၥ㢟ࡶ㐺ษ࡟⌮ゎ࡛ࡁ
ࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿ
 ࠋࡿ

࣭ᖹ⣲࠾࡟ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢸ࣑ࡢ
㐺ࢆၥ㢟ࡸែ≦ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸
ษ࡟ሗ࿌࡛ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁ≧
ែࡸၥ㢟ࡶ㐺ษ࡟⌮ゎ࡛ࡁ
 ࠋࡿ

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟ᖹ
⣲࠸࠾࡟ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢸ࣑ࡢ
㐺ษࢆၥ㢟ࡸែ≦ࡢศ⮬ࠊ࡚
ែ≦ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁሗ࿌࡛࡟
ࠋࡿࡁゎ࡛⌮࡟㐺ษࡶၥ㢟ࡸ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
࡟ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢸ࣑ࡢᖹ⣲ࠊࡁ
ࢆၥ㢟ࡸែ≦ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸࠾
㒊ศⓗ࡟ሗ࿌࡛࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁ
ゎ⌮࡟㒊ศⓗࡶၥ㢟ࡸែ≦ࡢ
 ࠋࡿࡁ࡛

࣭ᖹ⣲࠾࡟ࢢࣥ࢕ࢸ࣮ࢸ࣑ࡢ
㐺ࢆၥ㢟ࡸែ≦ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸
ษ࡟ሗ࿌࡛ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁ≧
ែࡸၥ㢟ࡶ㐺ษ࡟⌮ゎ࡛ࡿࡁ
 ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜

ࣜ
勖
ࢲ
勖
ࢩ
勏
 ࣉ

࣭㆟ㄽࠊ࡚࠸࠾࡟Ⓨᩓᢏἲࡸ
཰᮰ᢏἲ࡝࡞㐺ษ࡞ᡭἲࢆ㑅
ᢥⓗࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡘࡘ࠸⏝࡟
ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡧࡼ࠾ࠊ⋠ຠࡢࢺ
ᚰⓗ≧ែࢆ㐺ษ࡞≧ែ࡟ಖࡘ
ࣇㄏᑟ㸦ࢆ㆟ㄽ࡟ᘓタⓗࠊ࠺ࡼ
㸧࡛ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࢩ࢓ ࠿ࠋࡿࡁ
 ࠋࡿࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ

࣭㆟ㄽࠊ࡚࠸࠾࡟Ⓨᩓᢏἲࡸ
཰᮰ᢏἲ࡝࡞㐺ษ࡞ᡭἲࢆ㑅
ᢥⓗࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡘࡘ࠸⏝࡟
ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡧࡼ࠾ࠊ⋠ຠࡢࢺ
ᚰⓗ≧ែࢆ㐺ษ࡞≧ែ࡟ಖࡘ
ࣇㄏᑟ㸦ࢆ㆟ㄽ࡟ᘓタⓗࠊ࠺ࡼ
ࠋࡿࡁ㸧࡛ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࢩ࢓

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟㆟
ㄽࠊ࡚࠸࠾࡟Ⓨᩓᢏἲࡸ཰᮰
ᢏἲ࡝࡞㐺ษ࡞ᡭἲࢆ㑅ᢥⓗ
ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡘࡘ࠸⏝࡟
ຠ⋡ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡧࡼ࠾ࠊᚰⓗ
≧ែࢆ㐺ษ࡞≧ែ࡟ಖࡼࡘ
࢓ࣇㄏᑟ㸦ࢆ㆟ㄽ࡟ᘓタⓗࠊ࠺
 ࠋࡿࡁ㸧࡛ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࢩ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࡸⓎᩓᢏἲࠊ࡚࠸࠾࡟㆟ㄽࠊࡁ
཰᮰ᢏἲ࡝࡞㐺ษ࡞ᡭἲࢆ㑅
ᢥⓗࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡘࡘ࠸⏝࡟
ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡧࡼ࠾ࠊ⋠ຠࡢࢺ
ᚰⓗ≧ែࢆ㐺ษ࡞≧ែ࡟ಖࡘ
ㄏᑟࢆ㆟ㄽ࡞ᘓタⓗࠊ࡞࠺ࡼ
㸦ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࢩ࢓ࣇ㸧ࡢᨭ
᥼ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

࣭㆟ㄽࠊ࡚࠸࠾࡟Ⓨᩓᢏἲࡸ
཰᮰ᢏἲ࡝࡞㐺ษ࡞ᡭἲࢆ㑅
ᢥⓗࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡘࡘ࠸⏝࡟
ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡧࡼ࠾ࠊ⋠ຠࡢࢺ
ᚰⓗ≧ែࢆ㐺ษ࡞≧ែ࡟ಖࡘ
ࣇㄏᑟ㸦ࢆ㆟ㄽ࡟ᘓタⓗࠊ࠺ࡼ
࡜ࡿࡁ㸧࡛ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࢩ࢓
 ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ

࠸࠾࡟సᴗࡸࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑࣭
ရࡢᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚
㉁ࡸసᴗຠ⋡ࡢᨵၿ࡟ᐤ୚࠶
ࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛ࡀື⾜ࡸⓎゝࡿ
㛵ಀ⪅ࢆᣦᑟ࡛ࠋࡿࡁ 

࠸࠾࡟సᴗࡸࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑࣭
ရࡢᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚
㉁ࡸసᴗຠ⋡ࡢᨵၿ࡟ᐤ୚࠶
 ࠋࡿࡁ࡛ࡀື⾜ࡸⓎゝࡿ

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃࣑ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟
ࠊ࡚࠸࠾࡟సᴗࡸࢢࣥ࢕ࢸ࣮
ࡸရ㉁ࡢᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
సᴗຠ⋡ࡢᨵၿ࡟ᐤ୚ࡿ࠶Ⓨ
ゝࠋࡿࡁ࡛ࡀື⾜ࡸ 

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
࠾࡟సᴗࡸࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑ࠊࡁ
ࡢᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚࠸
ရ㉁ࡸసᴗຠ⋡ࡢᨵၿ࡟ᐤ୚
ࡁ࡛ࡀࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ᨭ᥼ⓗࡿ࠶
 ࠋࡿ

࠸࠾࡟సᴗࡸࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑࣭
ရࡢᡂᯝࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚
㉁ࡸసᴗຠ⋡ࡢᨵၿ࡟ᐤ୚࠶
ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛ࡀື⾜ࡸⓎゝࡿ
 ࠋ࠸࡞࠼

ࢫࣞࢺࢫ࡞ᚰⓗࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ᑐࠊ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࠊࡾ㓄ࢆẼ࡟
ヰࡢᶵ఍ࢆタࢡࢫࣜࠊࡾࡓࡅ
ࡓࡗ࠸࡜ࡾࡓࡌㅮࢆᑐᛂࡢ࡬
ᡭẁࢆ㑅ᢥⓗ࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝࡟
ࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ
 ࠋࡿ

ࢫࣞࢺࢫ࡞ᚰⓗࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ᑐࠊ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࠊࡾ㓄ࢆẼ࡟
ヰࡢᶵ఍ࢆタࢡࢫࣜࠊࡾࡓࡅ
ࡓࡗ࠸࡜ࡾࡓࡌㅮࢆᑐᛂࡢ࡬
ᡭẁࢆ㑅ᢥⓗ࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝࡟
 ࠋࡿࡁ

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃࣓ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟
Ẽ࡟ࢫࣞࢺࢫ࡞ᚰⓗࡢ࣮ࣂࣥ
ࡢᑐヰࠊ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࠊࡾ㓄ࢆ
ᶵ఍ࢆタࡢ࡬ࢡࢫࣜࠊࡾࡓࡅ
ᑐᛂࢆㅮࡓࡗ࠸࡜ࡾࡓࡌᡭẁ
ࡁ࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝࡟㑅ᢥⓗࢆ
 ࠋࡿ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࣞࢺࢫ࡞ᚰⓗࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡁ
ࠊ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࠊࡾ㓄ࢆẼ࡟ࢫ
ᑐヰࡢᶵ఍ࢆタࢫࣜࠊࡾࡓࡅ
ࡗ࠸࡜ࡾࡓࡌㅮࢆᑐᛂࡢ࡬ࢡ
 ࠋࡿࡁ࡛ࡀᨭ᥼ࢆᡭẁࡓ

ࢫࣞࢺࢫ࡞ᚰⓗࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ᑐࠊ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࠊࡾ㓄ࢆẼ࡟
ヰࡢᶵ఍ࢆタࢡࢫࣜࠊࡾࡓࡅ
ࡓࡗ࠸࡜ࡾࡓࡌㅮࢆᑐᛂࡢ࡬
ᡭẁࡣ࡜ࡿࡁ࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ
ゝࠋ࠸࡞࠼ 

⥅
⥆
ⓗ
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࡞
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࣭� ᖺᚋ࣭�� ᖺᚋࡢ⮬ศࡸ◊
✲ㄢ㢟ࡁ࡭ࡿ࠶ࡢጼࢆලయⓗ
ࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡑࠊࡋ᝿ᐃ࡟
⏬ィࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᅾ⌧ࠊ࡟ࡵ
㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ
 ࠋࡿࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅

࣭� ᖺᚋ࣭�� ᖺᚋࡢ⮬ศࡸ◊
✲ㄢ㢟ࡁ࡭ࡿ࠶ࡢጼࢆලయⓗ
ࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡑࠊࡋ᝿ᐃ࡟
⏬ィࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᅾ⌧ࠊ࡟ࡵ
  ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

㡿࣭ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟� ᖺ
ᚋ࣭�� ᖺᚋࡢ⮬ศࡸ◊✲ㄢ㢟
᝿ᐃ࡟ලయⓗࢆጼࡁ࡭ࡿ࠶ࡢ
⌧ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡑࠊࡋ
ᅾࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢィ⏬࡜ࡇࡿࡍ
 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
�ࠊࡁ ᖺᚋ࣭�� ᖺᚋࡢ⮬ศࡸ
◊✲ㄢ㢟ࡁ࡭ࡿ࠶ࡢጼࢆලయ
ⓗ࡟᝿ᐃࢆࢀࡑࠊࡋᐇ⌧ࡿࡍ
㒊ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᅾ⌧ࠊ࡟ࡵࡓ
ศⓗ࡟ィ⏬ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ
 ࠋࡿ

࣭� ᖺᚋ࣭�� ᖺᚋࡢ⮬ศࡸ◊
✲ㄢ㢟ࡁ࡭ࡿ࠶ࡢጼࢆලయⓗ
ࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࢀࡑࠊࡋ᝿ᐃ࡟
⏬ィࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢᅾ⌧ࠊ࡟ࡵ
࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ
 ࠋ࠸

࣭ኻᩋ࡙ࡁ⾜ࡀ✲◊ࠊࡾࡓࡋ
Ꮫಟ࡟Ᏻ᫆ࠊࡶ࡚ࡋࡾࡓࡗࡲ
ኚ᭦ࢆᶆ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡸ
ᡭẁࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆᶆ┠ࠊࡎࡏ
ㄽ⌮ᛶࡍฟࡁᑟࡽ࠿ศᯒࠊࢆ
㛵ࡘ࠿ࠋࡘᣢࡏࢃ࠶ࢆ᰿Ẽ࡜
ಀ⪅ࢆᣦᑟ࡛ࠋࡿࡁ 

࣭ኻᩋ࡙ࡁ⾜ࡀ✲◊ࠊࡾࡓࡋ
Ꮫಟ࡟Ᏻ᫆ࠊࡶ࡚ࡋࡾࡓࡗࡲ
ኚ᭦ࢆᶆ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡸ
ᡭẁࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆᶆ┠ࠊࡎࡏ
ㄽ⌮ᛶࡍฟࡁᑟࡽ࠿ศᯒࠊࢆ
 ࡘᣢࡏࢃ࠶ࢆ᰿Ẽ࡜

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟ኻ
ᩋࡗࡲ࡙ࡁ⾜ࡀ✲◊ࠊࡾࡓࡋ
ࣉࡸᏛಟ࡟Ᏻ᫆ࠊࡶ࡚ࡋࡾࡓ
ࡏኚ᭦ࢆᶆ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟ
ࠊࢆᡭẁࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆᶆ┠ࠊࡎ
ศᯒࡽ࠿ᑟࡁฟࡍㄽ⌮ᛶ࡜᰿
Ẽࡏࢃ࠶ࢆᣢࠋࡘ 

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
࡙ࡁ⾜ࡀ✲◊ࠊࡾࡓࡋኻᩋࠊࡁ
ࣟࣉࡸᏛಟࠊࡶ࡚ࡋࡾࡓࡗࡲ
ࠊࡎࡏኚ᭦ࢆᶆ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪ
┠ᶆࢆᐇ⌧࡛ࡿࡁᡭẁࠊࢆศ
ᯒࡽ࠿ᑟࡁฟࡍᨭ᥼ࡁ࡛ࡀ
 ࠋࡿ

࣭ኻᩋ࡙ࡁ⾜ࡀ✲◊ࠊࡾࡓࡋ
Ꮫಟ࡟Ᏻ᫆ࠊࡶ࡚ࡋࡾࡓࡗࡲ
ኚ᭦ࢆᶆ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡸ
ᡭẁࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆᶆ┠ࠊࡎࡏ
ㄽ⌮ᛶࡍฟࡁᑟࡽ࠿ศᯒࠊࢆ
࠼ゝࡣ࡜ࡘᣢࡏࢃ࠶ࢆ᰿Ẽ࡜
 ࠋ࠸࡞

ࠊࢆ㦂⤒ࡢ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭
⾲ᒙⓗ࡞ᡂຌ࣭ኻᩋ࡞࡛ࡅࡔ
ᢳฟࢆぢ▱࡞᭷ព࡟ᑗ᮶ࠊࡃ
ࡸศ⮬ࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸࡜ࡿࡍ
ࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡸᡂᯝࠊ࣮ࣂ࣓ࣥ
ከゅⓗࡘ࠿ᐈほⓗ࡟ホ౯࡛ࡁ
ࡁᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿ
 ࠋࡿ

ࠊࢆ㦂⤒ࡢ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭
⾲ᒙⓗ࡞ᡂຌ࣭ኻᩋ࡞࡛ࡅࡔ
ᢳฟࢆぢ▱࡞᭷ព࡟ᑗ᮶ࠊࡃ
ࡸศ⮬ࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸࡜ࡿࡍ
ࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡸᡂᯝࠊ࣮ࣂ࣓ࣥ
ከゅⓗࡘ࠿ᐈほⓗ࡟ホ౯࡛ࡁ
 ࠋࡿ

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࣉࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟
ᒙ⾲ࠊࢆ㦂⤒ࡢ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟ
ⓗ࡞ᡂຌ࣭ ኻᩋࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᑗ
᮶࡟᭷ព࡞▱ぢࢆᢳฟ࡜ࡿࡍ
ࣂ࣓ࣥࡸศ⮬ࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸
ከゅⓗࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡸᡂᯝࠊ࣮
 ࠋࡿࡁホ౯࡛࡟ᐈほⓗࡘ࠿

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࠊࢆ㦂⤒ࡢ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࡁ
⾲ᒙⓗ࡞ᡂຌ࣭ኻᩋ࡞࡛ࡅࡔ
ᢳฟࢆぢ▱࡞᭷ព࡟ᑗ᮶ࠊࡃ
ࡸศ⮬ࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸࡜ࡿࡍ
ࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡸᡂᯝࠊ࣮ࣂ࣓ࣥ
ከゅⓗࡘ࠿ᐈほⓗ࡟ホ౯ࡿࡍ
ᨭ᥼ⓗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ 

ࠊࢆ㦂⤒ࡢ࡛ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭
⾲ᒙⓗ࡞ᡂຌ࣭ኻᩋ࡞࡛ࡅࡔ
ᢳฟࢆぢ▱࡞᭷ព࡟ᑗ᮶ࠊࡃ
ࡸศ⮬ࠊࡽ࠿ほⅬ࠺࠸࡜ࡿࡍ
ࠊࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡸᡂᯝࠊ࣮ࣂ࣓ࣥ
ከゅⓗࡘ࠿ᐈほⓗ࡟ホ౯࡛ࡁ
 ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿ

ၥ
㢟
Ⓨ
ぢ
ゎ
Ỵ 

࣭ඛ⾜◊✲ࡸ஦౛ࠊ᪥ᖖ⏕άࠊ
㌟㏆࡞⤒㦂ࠊ࡝࡞ᵝ࡞ࠎ㡿ᇦ
ᢳࢆⴌⱆࡢၥ㢟ࠊࡽ࠿㇟஦ࡢ
ฟࠊࡋၥ㢟࡚ࡋ࡜᫂☜࡟ᐃ⩏
ᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛
 ࠋࡿࡁ

࣭ඛ⾜◊✲ࡸ஦౛ࠊ᪥ᖖ⏕άࠊ
㌟㏆࡞⤒㦂ࠊ࡝࡞ᵝ࡞ࠎ㡿ᇦ
ᢳࢆⴌⱆࡢၥ㢟ࠊࡽ࠿㇟஦ࡢ
ฟࠊࡋၥ㢟࡚ࡋ࡜᫂☜࡟ᐃ⩏
  ࠋࡿࡁ࡛

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟ඛ
㌟㏆ࠊ᪥ᖖ⏕άࠊ஦౛ࡸ✲◊⾜
஦ࡢ㡿ᇦ࡞ࠎᵝࠊ࡝࡞㦂⤒࡞
ࠊࡋᢳฟࢆⴌⱆࡢၥ㢟ࠊࡽ࠿㇟
ၥ㢟࡚ࡋ࡜᫂☜࡟ᐃ⩏࡛ࡁ
  ࠋࡿ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
⏕᪥ᖖࠊ஦౛ࡸ✲◊⾜ඛࠊࡁ
άࠊ㌟㏆࡞⤒㦂࡝࡞βࠊ 㡿࡞ࠎ
ᇦࡢ஦㇟ࠊࡽ࠿ၥ㢟ࡢⴌⱆࢆ
ᢳฟࠊࡋၥ㢟࡚ࡋ࡜᫂☜࡟ᐃ
  ࠋࡿࡁ࡛ࡀᨭ᥼ࡿࡍ⩏

࣭ඛ⾜◊✲ࡸ஦౛ࠊ᪥ᖖ⏕άࠊ
㌟㏆࡞⤒㦂ࠊ࡝࡞ᵝ࡞ࠎ㡿ᇦ
ᢳࢆⴌⱆࡢၥ㢟ࠊࡽ࠿㇟஦ࡢ
ฟࠊࡋၥ㢟࡚ࡋ࡜᫂☜࡟ᐃ⩏
  ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛

ၥ࣭㢟ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ศ㢮ࠊཎᅉࡢ
✲᫂ࠊ㢮ఝࡢ஦౛ࡢ࡜ẚ㍑࡞
ࡿࡵぢ㎸ࡀゎỴࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡝
ᡭࢆࡾ࠿ࡀぢฟࡍ㸦ศᯒ㸧࡜ࡇ

࣭ၥ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ศ㢮ࠊཎᅉࡢ
✲᫂ࠊ㢮ఝࡢ஦౛ࡢ࡜ẚ㍑࡞
ࡿࡵぢ㎸ࡀゎỴࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡝

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟ၥ
㢟ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ศ㢮ࠊཎᅉࡢ✲
᫂ࠊ㢮ఝࡢ஦౛ࡢ࡜ẚ㍑࡝࡞
ᡭࡿࡵぢ㎸ࡀゎỴࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ཎᅉࠊศ㢮ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ၥ㢟ࠊࡁ
ẚ㍑ࡢ࡜஦౛ࡢ㢮ఝࠊ᫂✲ࡢ
ࡵぢ㎸ࡀゎỴࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡝࡞

࣭ၥ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ศ㢮ࠊཎᅉࡢ
✲᫂ࠊ㢮ఝࡢ஦౛ࡢ࡜ẚ㍑࡞
ࡿࡵぢ㎸ࡀゎỴࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡝
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ᣦᑟࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛ࡀ
  ࡿࡁ࡛

ᡭࢆࡾ࠿ࡀぢฟࡍ㸦ศᯒ㸧࡜ࡇ
  ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

ࡀ࡜ࡇ㸦ศᯒ㸧ࡍぢฟࢆࡾ࠿ࡀ
  ࠋࡿࡁ࡛

㸦ศᯒ㸧ᨭࡍぢฟࢆࡾ࠿ࡀᡭࡿ
᥼ࠋࡿࡁ࡛ࡀ  

ᡭࢆࡾ࠿ࡀぢฟࡍ㸦ศᯒ㸧࡜ࡇ
  ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ

࣭ලయⓗ࡞ၥ㢟ゎỴ᪉ἲࢆ」
ᩘᥦ᱌࡛ࢆࡽࢀࡑࠊࡁᐈほⓗ
ᛮ࡜ၿ᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋホ౯࡟
ࡁ࡛㊶ᐇࠊ㑅ᢥࢆ᪉ἲࡿࢀࢃ
ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿ࠶ࡀຊ⬟ࡿ
ᣦᑟ࡛ࠋࡿࡁ  

࣭ලయⓗ࡞ၥ㢟ゎỴ᪉ἲࢆ」
ᩘᥦ᱌࡛ࢆࡽࢀࡑࠊࡁᐈほⓗ
ᛮ࡜ၿ᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋホ౯࡟
ࡁ࡛㊶ᐇࠊ㑅ᢥࢆ᪉ἲࡿࢀࢃ
  ࠋࡿ

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟ල
యⓗ࡞ၥ㢟ゎỴ᪉ἲࢆ」ᩘᥦ
᱌࡛ࢆࡽࢀࡑࠊࡁᐈほⓗ࡟ホ
౯᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋၿ࡜ᛮࢀࢃ
⬟ࡿࡁ࡛㊶ᐇࠊ㑅ᢥࢆ᪉ἲࡿ
ຊࠋࡿ࠶ࡀ  

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࢆၥ㢟ゎỴ᪉ἲ࡞ලయⓗࠊࡁ
」ᩘᥦ᱌ࢆࡽࢀࡑࠊࡋᐈほⓗ
ᛮ࡜ၿ᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋホ౯࡟
ࡿࡍ㊶ᐇࠊ㑅ᢥࢆ᪉ἲࡿࢀࢃ
ᨭ᥼ࠋࡿࡁ࡛ࡀ  

࣭ලయⓗ࡞ၥ㢟ゎỴ᪉ἲࢆ」
ᩘᥦ᱌࡛ࢆࡽࢀࡑࠊࡁᐈほⓗ
ᛮ࡜ၿ᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋホ౯࡟
ࡁ࡛㊶ᐇࠊ㑅ᢥࢆ᪉ἲࡿࢀࢃ
 ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿ࠶ࡀຊ⬟ࡿ

ࢳ
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࣒
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Ꮫ
㝿
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࡞
ࢳ
勖
࣒
࣡
勖
 ࢡ

ࡍ࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭
Ꮫ࡟㐺ษࠊࡎࡏᅛᇳ࡟㡿ᇦࡿ
సᴗࡢศ㔝␗ࠊࡘࡘࡡ㔜ࢆ⩦
ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍཧຍ࡟ᴟⓗ✚ࠊ࡟
ᡂ㛗ࡶࡽ⮬ࠊࡋ⫣㈉࡟࣒࣮ࢳ
ᣦᑟ࡛ࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛
  ࠋࡿࡁ

ࡍ࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭
Ꮫ࡟㐺ษࠊࡎࡏᅛᇳ࡟㡿ᇦࡿ
సᴗࡢศ㔝␗ࠊࡘࡘࡡ㔜ࢆ⩦
ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍཧຍ࡟ᴟⓗ✚ࠊ࡟
ᡂ㛗ࡶࡽ⮬ࠊࡋ⫣㈉࡟࣒࣮ࢳ
  ࠋࡿࡁ࡛

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࡇࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟
㡿ࡿࡍ࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࡢ࡛ࡲࢀ
ᇦ࡟ᅛᇳࠊࡎࡏ㐺ษ࡟Ꮫ⩦ࢆ
㔜ࠊࡘࡘࡡ␗ศ㔝ࡢసᴗࠊ࡟✚
ᴟⓗ࡟ཧຍ࣮ࢳࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ
ࡁᡂ㛗࡛ࡶࡽ⮬ࠊࡋ⫣㈉࡟࣒
  ࠋࡿ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡁ
࡟㐺ษࠊࡎࡏᅛᇳ࡟㡿ᇦࡿࡍ
Ꮫ⩦ࢆ㔜ࠊࡘࡘࡡ␗ศ㔝ࡢస
ᴗࠊ࡟✚ᴟⓗ࡟ཧຍ࡜ࡇࡿࡍ
ᡂࡶࡽ⮬ࠊࡋᨭ᥼ࢆ࣒࣮ࢳࠊ࡛
㛗࡛ࠋࡿࡁ  

ࡍ࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭
Ꮫ࡟㐺ษࠊࡎࡏᅛᇳ࡟㡿ᇦࡿ
సᴗࡢศ㔝␗ࠊࡘࡘࡡ㔜ࢆ⩦
ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍཧຍ࡟ᴟⓗ✚ࠊ࡟
ᡂ㛗ࡶࡽ⮬ࠊࡋ⫣㈉࡟࣒࣮ࢳ
  ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛

ࠊࡅぢศࢆᛶ≉ࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ேⓗ㈨※᭱ࡀ኱㝈࡟ᶵ⬟࡛ࡁ
సᴗィࡸᙺ๭ศᢸࠊ࡟࠺ࡼࡿ
ࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛⾜᱌࣭ᐇ❧ࢆ⏬
㛵ಀ⪅ࢆᣦᑟ࡛ࠋࡿࡁ 

ࠊࡅぢศࢆᛶ≉ࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ேⓗ㈨※᭱ࡀ኱㝈࡟ᶵ⬟࡛ࡁ
సᴗィࡸᙺ๭ศᢸࠊ࡟࠺ࡼࡿ
  ࠋࡿࡁ࡛⾜᱌࣭ᐇ❧ࢆ⏬

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃࣓ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟
ேⓗࠊࡅぢศࢆᛶ≉ࡢ࣮ࣂࣥ
㈨※᭱ࡀ኱㝈࡟ᶵ⬟࡛ࡼࡿࡁ
ࢆ⏬సᴗィࡸᙺ๭ศᢸࠊ࡟࠺
❧᱌࣭ᐇ⾜࡛ࠋࡿࡁ  

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࠊ࣓ࡁ ࠊࡅぢศࢆᛶ≉ࡢ࣮ࣂࣥ
ேⓗ㈨※᭱ࡀ኱㝈࡟ᶵ⬟࡛ࡁ
సᴗィࡸᙺ๭ศᢸࠊ࡟࠺ࡼࡿ
࡛ࡀᨭ᥼ࡿࡍ⾜᱌࣭ᐇ❧ࢆ⏬
  ࠋࡿࡁ

ࠊࡅぢศࢆᛶ≉ࡢ࣮ࣂ࣓࣭ࣥ
ேⓗ㈨※᭱ࡀ኱㝈࡟ᶵ⬟࡛ࡁ
సᴗィࡸᙺ๭ศᢸࠊ࡟࠺ࡼࡿ
ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛⾜᱌࣭ᐇ❧ࢆ⏬
  ࠋ࠸࡞࠼

࣭⤒㦂ࡸᑓ㛛ࡿࡍ࡜㡿ᇦࡀ␗
஺ὶ࡟ᰂ㌾ࠊ࡜࣮ࣂ࣓ࣥࡿ࡞
ࢼࢩぢ㸦▱࡞ࡓ᪂ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ
ࡇࡿࡵດ࡟ᚓ⋓ࡢຠᯝ㸧࣮ࢪ
ᣦࢆ⪅㛵ಀࠊࡘ࠿ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜
ᑟ࡛ࠋࡿࡁ  

࣭⤒㦂ࡸᑓ㛛ࡿࡍ࡜㡿ᇦࡀ␗
஺ὶ࡟ᰂ㌾ࠊ࡜࣮ࣂ࣓ࣥࡿ࡞
ࢼࢩぢ㸦▱࡞ࡓ᪂ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ
ࡇࡿࡵດ࡟ᚓ⋓ࡢຠᯝ㸧࣮ࢪ
  ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜

࣭㡿ᇦࡸሙ㠃ࠊࡣ࡚ࡗࡼ࡟⤒
㦂ࡸᑓ㛛ࡿࡍ࡜㡿ᇦࡿ࡞␗ࡀ
ࡿࡍ஺ὶ࡟ᰂ㌾ࠊ࡜࣮ࣂ࣓ࣥ
࣮ࢪࢼࢩぢ㸦▱࡞ࡓ᪂ࠊ࡛࡜ࡇ
ຠᯝ㸧ࡢ⋓ᚓ࡟ດࡀ࡜ࡇࡿࡵ
  ࠋࡿࡁ࡛

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
ࡀ㡿ᇦࡿࡍ࡜ᑓ㛛ࡸ㦂⤒ࠊࡁ
஺࡟ᰂ㌾ࠊ࡜࣮ࣂ࣓ࣥࡿ࡞␗
ὶࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ᪂࡞ࡓ▱ぢ㸦ࢩ
ᨭ᥼࡛ࢆᚓ⋓ࡢຠᯝ㸧࣮ࢪࢼ
  ࠋࡿࡁ

࣭⤒㦂ࡸᑓ㛛ࡿࡍ࡜㡿ᇦࡀ␗
஺ὶ࡟ᰂ㌾ࠊ࡜࣮ࣂ࣓ࣥࡿ࡞
ࢼࢩぢ㸦▱࡞ࡓ᪂ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ
ࡇࡿࡵດ࡟ᚓ⋓ࡢຠᯝ㸧࣮ࢪ
  ࠋ࠸࡞࠼ゝࡣ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜
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࣭Ṕྐ࣭⎔ቃ࣭ᩥ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ
໬ࡢ࡝࡞ከᵝᛶࠊᢏ⾡೔⌮࡟
ᇶ࡙ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ุ᩿ࡃ⾲ᒙⓗ
❧ࠊἣ≦ࠊࡎࢀࢃࡽ࡜࡟࠸㐪࡞
ሙࠊ⫼ᬒࡸᡂࢆࡕ❧ࡾ⪃ᐹࡍ
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  ࠋࡿ

࣭ᣦᑟ⪅ࡢ࡝࡞ᣦ♧࡟ᇶ࡙
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25 
 

�� $,,7 3%/ ஦౛㞟 
本❶では、ここまで⤂௓してきました AIIT PBL Method に๎り、実㝿に実᪋した PBL の஦౛

について⤂௓します。஦౛⤂௓では๰㐀技術ᑓᨷのプロジェクトを取りୖࡆ、それࡒれのプロジ

ェクトᴫせおよび、どのようなプロジェクトを実᪋したか、またそれをどのように㐍ࡵていった

かを⤂௓します。 

 

 PBL ஦౛ ձ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᑠᒣ登ᩍᤵͤ） 

 PBL ஦౛ ղ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ⯓㔝ᑑ୔෸ᩍᤵͤ） 

 PBL ஦౛ ճ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ⚟⏣ဴኵᩍᤵͤ） 

 PBL ஦౛ մ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᶫ本ὒᚿᩍᤵ） 

 PBL ஦౛ յ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ๓⏣඘ᾈᩍᤵ） 

 PBL ஦౛ ն（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ᮧ㉺ⱥᶞᩍᤵ） 

 PBL ஦౛ շ（ᣦᑟᩍ員：๰㐀技術ᑓᨷ ㉺Ỉ㔜⮧ᩍᤵ） 

ͤプロジェクト実᪋ᙜ᫬ 
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��� 3%/ ஦౛ ձ㸦ᣦᑟᩍဨ㸸๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷ ᑠᒣⓏᩍᤵͤ㸧ͤࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇ᪋ᙜ᫬ 

 

タഛࣞࡢࢫୗ࡛ࢬ࢖ࢧࣝࣇࡢ㸦ᐇ≀኱㸧ࡢࣝࢹࣔ࢖ࣞࢡ〇సᡭἲࡢ◊✲ 

 

ᴫせ：よりアࣆールᛶの㧗い実在ឤの࠶るデࢨイン提᱌するたࡵに、フルサイࢬ（実≀኱）デࢨ

インの開Ⓨに取り組ࡳ、フルサイࣔࢬデルのタഛレスの≧ἣୗで、フルサイࢬクレイࣔデルの〇

సプロࢭスᡭἲを開Ⓨし研究成ᯝとして取りまとࡵたものです。実㝿、日本をはࡵࡌ世界୰のデ

デルࣔࢬタഛをᣢつᏛᰯはわずかで、フルサイࢬでフルサイ（ᑓ㛛Ꮫᰯなどࡸ኱Ꮫ）インᏛᰯࢨ

を〇సできる⎔ቃ（ᣦᑟ⪅ࡸ㈝用㠃）の࠶るᏛᰯは࡯とんどないのが現≧です。この≧ἣୗでᏛ

⏕㐩と共に⡆᫆でアࣆールᛶの㧗いフルサイࣔࢬデル〇సの᪂しい〇సᡭἲに取り組ࡳました。 

 
1. プロジェクトのᴫせ 

௒ᅇ、タഛレスのୗでのフルサイࢬクレイࣔデル〇సとして取り組んࡔテーマは、平成 26 年ᗘ

PBL プロジェクト「おもてなしࣔビリティ in ᮾிオリンࣆック 2020」でした。このプロジェク

トは、2020 年のᮾிオリンࣆックで世界ྛᅜから᮶日するほᐈ・㑅ᡭにᑐして「おもてなしのᚰ」

を体ឤしてᡝくᑠᆺࣔビリティのデࢨイン開Ⓨで、より現実ⓗな提᱌のたࡵには、よりアࣆール

ᛶが㧗く実在ឤの࠶るフルサイࣔࢬデルが᭷ຠと考えました。 

 

2. タഛレスのୗでのࣔデル開Ⓨ 
2.1 フルサイࣔࢬデル〇స用のタഛとᮇ㛫について 

本ᏛをはࡵࡌከくのデࢨインᏛᰯにタ置ࡉれているࣔデル〇స用のタഛࢶࡸールは、図 1 に࠶

るようなスࢣールࣔデル用の⡆᫆ᐃ┙と X-Y-Z ㍈のⅬで座ᶆを特ᐃするスࢣールࣔデル用⡆᫆レ

イア࢘トマシーンなどからなるもので、ẚ㍑ⓗᏳ౯で᧯సも࠶る⛬ᗘのカ⦎が࠶ればデࢨイࢼー

でも༑ศά用でき、ẚ㍑ⓗရ㉁の㧗いスࢣールࣔデルの〇సにᐤ୚できるものです。 

 

 

図 1 スࢣールࣔデル〇స用のタഛ     図 2 フルサイࣔࢬデル〇స用のタഛ 

 

୍᪉、自動車࣓ー࢝ーなどに装ഛࡉれているものが図 2 のようなフルサイࣔࢬデル〇స用の

4m×8m のᐃ┙とレイア࢘トマシーン」ᩘྎで࠶り、（これは࠶くまでもᇶ本ⓗなタഛで、実㝿に
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はフルサイࢬの 3 ḟඖ ᐃᶵࡸຍᕤᶵなどたくࡉんのタഛを᭷している）これらのタഛを౑い⣙

3 ࣨ月のࣔデル開Ⓨᮇ㛫で௙ୖࡆています。 

本᮶、フルサイࣔࢬデルを〇సするたࡵには、フルサイࣔࢬデル〇స用のタഛ㢮がᚲせですが

本Ꮫෆには࠶りまࡏん。本᮶、ࣔビリティとゝうものは、実≀኱での提᱌がࡉࡩわしく、よりア

、デルが㔜せになってきます。௒ᅇの研究ではࣔࢬには、フルサイࡵールᛶの㧗い提᱌にするたࣆ

フルサイࢬクレイࣔデルを、タഛレスのୗで、๰り᪉➼のᕤኵとࣔデルの⡆⣲化ࡸ㍍㔞化などに

より〇సすることにしました。 

 

2.2 フルサイࢬ（実≀኱）ࣔデルの〇సプロࢭス 

2.2.1 プロࢭス（Step1） 
まず始ࡵに、〇సするデࢨインのオリジࢼルアイデアをṧしつつ、できるࡔけシンプルかつ㨩

ຊⓗなᙧ≧へと⦎りୖࡆることから始ࡵました。 

ḟに、クレイの㔞をῶらし㍍㔞化を図るたࡵ、㏻ᖖはᙧ≧ಟ正もぢ㎸んで 50 ੈ௨ୖクレイを┒り

௜けるのが㏻౛ですが、௒ᅇは 5mm ⛬ᗘと最ᑡにするたࡵⰺとなるスタイロフ࢛ームのᙧ≧を

CAD ୖで出᮶る㝈り正☜にタィすることにしました。このことによるไ⣙は、ᙧ≧の変᭦がしに

くくなることですが、それ௨ୖに࣓リットとして㍍㔞化とクレイのࡦび๭れなどを㍍ῶすること

が出᮶るとุ᩿しました。（参↷：図 3 と図 4） 

 

 
図 3 最⤊ᙧ≧に近࡙けた CAD データ   図 4 完成したスタイロフ࢛ームのⰺ 

 

2.2.2 プロࢭス（Step2） 
ḟに、ࣔデル〇సୖ㔜せとなるᑍἲ⢭ᗘに㛵することです。ࣔデルのⰺの୰ᚰ㒊に、ᐃ┙によ

る座ᶆ特ᐃのᙺ๭をᢸうᑍἲ出しのたࡵのᮌ〇୰ᯟをస〇しᑍἲࡔしの⢭ᗘをୖࡆ、かつ、୰ᚰ

㒊を✵Ὕ化することで㍍㔞化も図りました。同᫬に、車୧ጼໃの☜認➼が出᮶るようにもなり、

車୧ጼໃのㄪᩚもᐜ᫆に出᮶るようになりました。その結ᯝ、ண᝿よりもはるかに㍍㔞化ࡉれた

スタイロフ࢛ームのクレイ用のⰺを完成することが出᮶ました。（参↷：図 5 と図 6） 
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図 5 ᮌ〇୰ᯟ装着と஌車ጼໃ☜認      図 6 ᏶ᡂ䛧䛯䜽䝺䜲䝰䝕䝹䛾ⰺ 

 

2.2.3 プロࢭス（Step3） 
このẁ㝵でスタイロフ࢛ームのⰺにクレイを┒り௜けるのですが、2.2.1 で㏙べましたᵝに㏻ᖖ

50 ੈ௨ୖ┒るとこࢁを㍍㔞化のたࡵ出᮶る㝈りⷧく（5 ੈ⛬ᗘ）┒り௜けることにしました。௜

㝶ຠᯝとして、ᆒ୍に┒り௜けることができ、完成᫬のࡦび๭れ防止にもつながりました。（参↷：

図 7 と図 8） 

 

 

図 � クレイの┒り௜けస業        図 � 完成したクレイの┒り௜け 

 

2.2.4 プロࢭス（Step4） 
完成したクレイࣔデルをሬ装するプロࢭスですが、෗┿のように、このࣔデルは∦ഃ༙ศࡔけ

で出᮶ています。これは、୧ഃのフル࣎ディーですとᏛෆのሬ装ࣈースのᡬにධらないというᑍ

ἲୖのゎỴと、స業᫬㛫の▷⦰なども考え、࠶らかࡵࡌ∦㠃ࡔけ〇సし最⤊ⓗには࣑ラーを౑っ

てフルࣔデルとして完成ࡏࡉる᪉ἲを取りました。（࣑ラーリング） 

そのᚋ、ሬ装がሬり⤊わったࣔデルを、テープなどを౑ってⰃ装して、最⤊の完成ࣔデルとなり

ます。（参↷：図 9 と 10） 
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図 9 ミラーリング        図 10 完成したフルサイࣔࢬデル 

 

3. 成ᯝのまとࡵ 

௒ᅇのプロジェクトは、ࢥンࢭプトỴᐃᚋ、アイデアスࢣッチをスタートࡏࡉフルサイࣔࢬデ

ルを完成するまでに⣙ 6 ࣨ月で開Ⓨすることができ、特にフルサイࢬクレイࣔデルは⣙ 2 ࣨ月ᙅ

のᮇ㛫で完成ࡏࡉることができました。これはࣔデル〇సのᕤኵの成ᯝです。 

また、プレࢮンテーションࡸ展♧に᪊いても、ᙜึண᝿した㏻りフルサイࣔࢬデル（実≀኱）と

いう஦で኱きなインࣃクトを୚えることができ、ண᝿をはるかにୖᅇるࣔデルຠᯝで࠶ったとឤ

 。ていますࡌ

このことからも、クルマは本᮶、人が஌って⛣動するという〇ရですので、そのデࢨインの᳨

ウには、スࢣール（⦰ᑻ）ではなくフルサイࢬ（実≀኱）で実᪋ࡉれるべきで࠶るということを

ᨵࡵて③ឤしました。 

本研究では、フルサイࣔࢬデルを〇సするたࡵにタഛが↓い᮲௳ୗで、その〇స᪉ἲࡸ⾲現᪉

ἲのᕤኵ➼でフルサイࢬクレイࣔデルを〇సしたことに኱きなព⩏が࠶るとᛮいます。これから、

いࢁいࢁなሙ㠃を㏻ࡌてこの成ᯝをⓎ⾲していきたいとᛮいます。 

᭦に、௒ᚋは、実ᑍでのᐊෆࣔデル〇సなどにも展開していくことができればと考えます。ま

た、ᑗ᮶ⓗには、ෆእ୍体ࣔデルまでⓎ展出᮶たらとも考えています。 
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〇ရ㛤Ⓨࢫࢭࣟࣉࡢᡭἲ࡟ᇶ࡙ࡃ 3%/ 

 
ᴫせ：〇ရ開Ⓨのプロࢭスは᫂♧ⓗに⾲現することが難しく、このたࡵಟᚓにはከくの᫬㛫と⤒

㦂がᚲせになるとゝわれています。しかし、ಟኈㄢ⛬では㸰年㛫において୍ᐃの⬟ຊྥୖがᮃま

れます。そのたࡵ、➹⪅が AIIT 在⡠୰に実㊶したᩍ⫱では、〇ရ開Ⓨにおいてしばしば㐼㐝する

ㄢ㢟ゎỴの୰から体⣔化ྍ⬟な㒊ศをษり出した、いわࡺる「プロࢭスᡭἲ」を㔜どしました。

「プロࢭスᡭἲ」はᡭ㡰が᫂☜ですので、これにᇶ࡙いて〇ရ開Ⓨを実㊶することで、㒊ศⓗな

がら▷ᮇ㛫で☜実な⬟ຊྥୖがᚓられると考えました。本❶では、そのᩍ⫱஦౛と成ᯝ≀の౛を

 。௓します⤂ࡈ
 
1. プロࢭスᡭἲにᇶ࡙くᏛಟ 

➹⪅が୺ᢸᙜとなる PBL では、ಟኈ 2 年ḟに⾜われる「イノベーションデࢨイン特ู₇⩦」を

⊂❧したものとࡏず、➹⪅がᢸᙜした講⩏・₇⩦の⛉┠とྜわࡏて୍㈏したᏛಟシステムとして

ᵓ⠏しました。ಟኈ 1 年ḟの講⩏「タィᕤᏛ特ㄽ」では、ᴫᛕタィにおける〇ရࢥンࢭプトの⏕

成からヨసまでのᡭἲ、「プロトタイࣆングᕤᏛ特ㄽ」「デジタル〇ရ開Ⓨ特ㄽ」では、ヲ⣽タィ

から実体ヨసまでのࢥンࣗࣆータ᥼用のᡭἲをಟᚓします。⥆いて、₇⩦⛉┠の「チームタィ・

ヨస特ู₇⩦」では、ಟᚓしたᡭἲを౑ってチームベースで୍つの〇ရをタィ・ヨసします。そ

のୖで、「イノベーションデࢨイン特ู₇⩦」において㸯年㛫をかけて୍つの〇ရ࡙くりを実㊶し

ます。 
講⩏での▱㆑ಟᚓに始まり、講⩏᫬㛫ෆでのᑠ₇⩦、㸯クオータ⛉┠での₇⩦、年㛫⛉┠での

₇⩦というように、「プロࢭスᡭἲ」を⧞り㏉して実㊶できるようにし、しかもḟ第に実用に近࡙

くよう、〇ရの」㞧ࡉと組⧊のつᶍが኱きいᑐ㇟≀をᢅうようにしました。 
 
2. ショッࣆングビークルの஦౛ 
⯓㔝 PT では、2008 年ᗘから 2014 年ᗘまで⾜った 6 ᅇのプロジェクトすべてにおいて、「動く

もの」をᑐ㇟としました。理⏤は、ᩍ員がᶵᲔᕤᏛをᑓ㛛にしているたࡵです。動きを⏕ずるた

ᶵᲔシステムをタࡸるうえ、動くᶵᵓがᚲせになるので、ᚲ↛ⓗにᶵᲔ࠶には、実体がᚲせでࡵ

ィ・開Ⓨすることになります。本❶では、2013 年ᗘに⯓㔝 PT で⾜った「ショッࣆング HPV」プ

ロジェクトを౛に PBL のプロࢭスをㄝ᫂します。ᙜヱ年ᗘのプロジェクトⓎ⾲఍にてᥖ♧したࣃ

ネルの୰から、プロࢭスのᴫせに㛵する㒊ศを図 1 に♧します。 
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図㸯 〇ရ開Ⓨプロࢭスのᴫせ 

2.1 ᴫᛕタィ 
 ⯓㔝 PT では、ᴫᛕタィにおいて〇స≀のせồを᫂☜にするたࡵ、Ꮫእㄪᰝを⩏ົとしました。

Ꮫእㄪᰝの᪉ἲはその᫬ࠎにより␗なっており、ぢᏛࡸインタビࣗー、㛵㐃する企業の᪉にいら

していたࡔいてヰを⪺くことも࠶ります。この年は、㈙い≀に౑う࢝ートを開Ⓨᑐ㇟として㑅ん

⏕プトのࢭンࢥᚋ、኱ᆺၟ業᪋タのぢᏛと、現ᆅでのインタビࣗーを⾜いました。᪂しい〇ရࡔ

成では、KJ ἲをά用しました。 
2.2 ௙ᵝస成 
〇ရ௙ᵝをỴࡵるẁ㝵では、ရ㉁ᶵ⬟展開（QFD）を౑用しました。QFD では、〇ရを特㛗࡙

ける࣏イントのヲ⣽化ࡸ、௙ᵝに᳨ウ₃れがないかの☜認などにά用しました。このプロジェク

トでは、᪂しいショッࣆング࢝ートのᶵ⬟として、「人が஌ってᏳ඲に⛣動できるᶵ⬟」をᐃ⩏し

ました。 
2.3 ᇶ本ᶵ⬟のヨసとホ౯ 

୍⯡に、᪂しいᶵ⬟の実現には技術開Ⓨがᚲせとなります。このプロジェクトでは、ショッࣆ

ング࢝ートに人が஌って⛣動できるᶵ⬟と、⾪✺Ᏻ඲のᶵ⬟の㸰つに⤠り㎸ࡳ、開Ⓨとホ౯を⾜

いました。 
⛣動できるᶵ⬟の実現については、ᚑ᮶のショッࣆング࢝ートと同⛬ᗘのⲴ≀を㍕ࡏてもᏳᐃ

していることࡸ、ᑠᅇりが฼くこと、などのᶵ⬟ⓗせồを‶㊊するᵓ㐀をできる㝈りከくⓎ᱌し、

それらを࣏ジショࢽングマップなどでᩚ理することで、ᚑ᮶のショッࣆング࢝ートと自転車とを

ྜ体ࡏࡉたᵓ㐀をᑟ出しました。ヨసにおいては、ᚲせな㒊ရをᶞ⬡ᮦᩱ 3D プリンタで〇సし

ました。たࡔし、ᙉᗘが㊊りなかったた࢝、ࡵー࣎ンフ࢓イバでᙉ化し、人が஌れる⛬ᗘのᙉᗘ

を実現しました。〇సしたヨస≀を౑って、実㝿に஌ったឤぬࡸ、最ᑠᅇ転༙ᚄなどの⛣動ᛶ⬟

をホ౯しました。 
⾪✺Ᏻ඲のᶵ⬟については、⾪✺用バンࣃーに着┠し、適ษな 3 ḟඖᙧ≧と◳ࡉについて᳨ウ

しました。3D-CAD を用いてᙧ≧ࣔデルをస成し、FEM(Finite Element Method)により⾪✺ゎ
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ᯒを⾜いました。この結ᯝ、ⷧくᰂらかいᶞ⬡ᯈを、పい఩置に⭾らࡳをᣢたࡏたᙧ≧にして〇

సすればⰋいことがศかりました。そこで、」ᩘ✀㢮のᙧ≧をタィしてᆺをసり、┿✵成ᙧᶵを

用いてᶞ⬡ᯈを成ᙧしてバンࣃーをヨసしました。ホ౯は、ప㏿での⾪✺ヨ㦂を実㝿に⾜い、そ

こでィ ࡉれたຍ㏿ᗘ➼から、Ᏻ඲ᛶをホ౯しました。 
2.4 ヲ⣽タィとプレࢮンテーション 

ᇶ本となるᵓ㐀とᛶ⬟のホ౯結ᯝを㋃まえたୖで、最⤊ⓗな〇ရのヲ⣽タィを⾜いました。3D-
CAD でᙧ≧ࣔデルをస成し、3D プリンタで実体ᶍᆺを〇సしたのにຍえて、Computer 
Graphics(CG)⏬ീもస成しました。〇ရの㟼止⏬ CG をస成してព໶ᛶをホ౯するとともに、〇

ရ企⏬᫬に᝿ᐃしていた㸱✀の౑用᮲௳にྜわࡏた動⏬ CG（図 2）もస成し、୍⯡の人にも用㏵

の理ゎと᭷用ᛶを理ゎしていたࡔけるようにしました。 
 

 
 
 
 
 
 

(a) ᡭᢲしでショッࣆング   (b) ஌車して⛣動       (c) 座ってఇ᠁ 
図 2 3D-CAD ࣔデルを用いてస成した動⏬ CG 

3. 成ᯝ≀の౛ 
2009 年ᗘから 2014 年ᗘまでに実᪋した⯓㔝 PBL の成ᯝ≀を⡆༢に⤂௓します。 
2009 年ᗘの「お⸆࣊ルࣃー」は、⸆の㣧ࡳᛀれ防止とシートからの取り出しࡸすࡉを┠ⓗとし

て、ฎ᪉ࡉれた⸆をỴࡵられた᫬㛫に‽ഛして▱らࡏるࣃーࢼࢯルྥけᶵᲔを提᱌し、ヨసしま

した。図 3 は、そのෆ㒊のᶵᲔᵓ㐀です。ࢥンࣗࣆータไᚚによって、ᣦᐃࡉれた᫬้にᣦᐃࡉ

れた⸆を PTP シート(ໟ装シート)から୍つずつ取り出すᶵᵓになっています。ᶵᵓのከくの㒊ရ

は 3D プリンタで〇సし、▷ᮇ㛫で㧗ᗘなᶵᲔのヨసができました。 
2010 年ᗘの「㢼㕥౽り」は、㒔఍のᐊෆでのᬽらしにᏘ⠇ឤを୚えたり、✺↛のẼ㇟の変化な

どをఏえる装置として、㟁Ꮚ㢼㕥を提᱌しました。ᐊእに置かれたࢭンサからᚓたẼ㇟の情報に

ᇶ࡙いて、ᐊෆの装置がᏘ⠇ࡸẼೃに応ࡌた㡢をⓎ⏕します。ᑠᆺの㟁Ἴ㏻ಙ装置を用いて実装

しました。ࢥンࣃクトなᵓ㐀で、ព໶ᛶにもඃれたヨసᶵを〇సすることができました。 
2011 年ᗘでは、「ᯈチョࢥとドット⤮で特ูឤを₇出するᶵჾとサービスの提᱌」と㢟し、ᯈ

チョࢥの࢝スタマイࢬ〇స装置をタィ・ヨసしました。ᯈチョࢥのマス┠でドット⤮をᥥくこと

で特ูឤを₇出するアイディアをᵓ⠏し、ࢥンࣗࣆータࢯフトで⤮をᥥくと、その㏻りにⰍのつ

いたᯈチョࢥをస成する装置をᵓ⠏しました。このプロジェクトでは、サービス、ࢯフト࢘ェア、

およびࣁード࢘ェアの඲てにおいて᩾᪂な成ᯝ≀をᚓました。 
2012 年ᗘでは、๓⠇で⤂௓した「ショッࣆング HPV」を〇సしました。特に、技術ⓗに㧗ᗘ

な成ᯝ≀をᚓることができました。 
2013 年ᗘでは、「Ṍ⾜・㉮⾜ᨭ᥼ࢶール」として、㊊⭜が⾶えた㧗㱋⪅の⾜動⠊ᅖをᗈࡆてά
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動ⓗな⏕άをᨭ᥼する装置を提᱌しました。㊊ᗏにばࡡを౑用し、す࠶ࡡてからのຊを⵳✚し、

᥎㐍ຊに変える装置のヨసをしました。ᑓ㛛ⓗな▱㆑と技術をከくྵࡴ㧗ᗘな成ᯝ≀をᚓること

ができました。 
2014 年ᗘでは、「Fab Circus」と㢟して、⛣動ᘧもの࡙くりサービスの提᱌を⾜いました。᪂

しい〇㐀技術で࠶る 3D プリンタに着┠し、もの࡙くりのᴦしࡳをᬑཬࡏࡉるサービスとして、

タィのᩍ⫱ࡸアドバイスをする出ᙇサービスを提᱌しました。プロジェクト報࿌఍自体をサービ

ス஦౛と఩置࡙けて、おもࡸࡷࡕ実用ရなどを㢟ᮦとしたサービス౛を提♧しました。 

   
(a)お⸆࣊ルࣃー（ᶵᵓ㒊ศ）    (b)㢼㕥ࡔより  

  
(d)Ṍ⾜・㉮⾜ᨭ᥼ࢶール      (e)Fab Circus 

図 3 ⯓㔝 PT の成ᯝ≀ 
4. PBL ᩍ⫱の成ᯝ 

このように、඲てのプロジェクトにおいて⚽㐓な成ᯝ≀がᚓられましたが、成ᯝ≀にのࡳᇳ着

するのではなく、PBL を「プロࢭスᡭἲ」の実㊶として఩置௜けてά動してきました。チームά

動としての PBL では、㌟に着けた⬟ຊがぢえにくいものですが、⯓㔝 PT では、ᡭἲにᇶ࡙いて

స業をศᢸすることで、࣓ンバーの誰もが、ᢸᙜしたᡭἲについて本㉁を理ゎし、実㊶すること

によって、☜実な⬟ຊྥୖがᚓられたと☜ಙしています。 
 
  

(c)ᯈチョࢥ〇సᶵ 
（ᶵᵓ㒊ศ） 
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⚟⏣ 37  ᠈グࡢ

 
1. ᬽらし᪉のᮍ᮶はክをᥥくことから始ࡵる 
⚟⏣プロジェクトチーム (⚟⏣ PT)はデࢨイン⣔のもの࡙くりプロジェクトで࠶る。「⨾しく㨩

ຊⓗなもの࡙くりを㏻ࡌて㇏かなᬽらし」を実現するたࣄ、ࡵト・ࣔノ・情報の流れる኱㒔ᕷに

 。るべき⛣動ែの研究をしている࠶
୍ᮇ⏕は⯚運により⩚⏣✵ -ᮾி㥐㛫の஺㏻῰⁫をᅇ㑊し┤結する、⛣動᫬㛫▷⦰の提᱌で࠶

る。 
஧ᮇ⏕は、᪂஺㏻͆ࡺりかも͇ࡵの⎔≧⥺化と自動運転車ᑟධによるトランジットࣔールの提

᱌で、㨩ຊ࠶る㖟座⾤༊の᪂౯್๰出を┠ᣦしている。 
୕ᮇ⏕は㇏Ὢᆅ༊に着┠、኱つᶍ㞟ྜఫᒃが㞟✚するᗈࡵの⾤༊においても、日ᖖのᬽらしの

㊊として౽฼なᇦෆᑠつᶍỈ㊰஺㏻の提᱌で࠶る。 
ᅄᮇ⏕はΏὒ஺㏻について⯟✵ᶵと⯪⯧の୰㛫㏿ᗘᇦの㣕⾜⯪を提᱌。ᑠᆺの⧅␃装置で自↛

⎔ቃに㈇Ⲵをかけない⛣動ែの提᱌でも࠶る。 
஬ᮇ⏕は㏻勤᫬の஺㏻ΰ㞧⦆࿴についてἙᕝά用に着┠、日本ᶫᕝをࣔデルにỈୖバスの提᱌

で࠶る。 
භᮇ⏕はࢥンテࢼᇧ㢌の⤫ྜによるᅵᆅά用⟇でỤᡞ๓㣗ᮦを⫱て、ᶓἼのᙳ㡪を最ᑠ㝈にᢚ

えたレストラン⯪での㣗஦をྵࡴビジネスࣔデルで࠶る。 
୐ᮇ⏕はᒣᡭ⥺᪂㥐を᝿ᐃし、ぶỈ⯒㐨のගの動きが、⅏ᐖ᫬には㑊難ㄏᑟできる提᱌をして

いる。 
ඵᮇ⏕は、社఍୙Ᏻࡸ㧗㱋化の㐍ࡴ᫂日の⾤にὀ┠、 ୙Ᏻを取り㝖くにはࢣࢽ࣑ࣗࢥーション

が኱ษと͆⦕͇をテーマに⾤をᚠ⎔するከ┠ⓗな動ែの提᱌など、それࡒれ最⤊成ᯝⓎ⾲఍にࡴ

けた実⦼で࠶る。 
 
2. ၥ㢟ゎỴᆺと௬ㄝ提᱌ᆺとの㛫に᪂౯್Ⓨぢ 
ẖ年のテーマは、୺ᢸᙜから提♧ࡉれるᢳ㇟ⓗな命㢟にᑐして、プロジェクトチーム(PT)の࣓

ンバー㛫で㆟ㄽࡉれる。年㛫ᒚಟㄢ⛬の第㸯ᅄ༙ᮇには୺㢟とᴫᛕが⟇ᐃࡉれ、ල体ⓗなⓎ᝿ẁ

㝵は第 2 ᅄ༙ᮇにணᐃࡉれている。プロジェクトがணᐃ㏻りに㐍⾜することは、実ົにおいても

難しいことࡔけに、このಟ᚟స業が PBL のᏛびの本㉁でも࠶るといえよう。 
命㢟にᑐするၥ㢟ゎỴᆺのアプローチでは、ほᐹࡸㄪᰝテータにᇶ࡙く▱ぢからၥ㢟Ⓨぢへ⮳

るሙྜが୍⯡ⓗで、ᮍ᮶への展ᮃがないまま㐍ࡴことにもなりかࡡない。୍᪉デࢨインᛮ考によ

る௬ㄝ提᱌ᆺのプロジェクトでは、ᮍ᮶の࠶るべきጼをᥥき出し、Ᏻ඲でᏳᚰな⎔ቃに㓄៖ࡉれ

た社఍システムからエࢥデࢨインを┠ᣦす௬ㄝ提᱌ᆺの研究で࠶る。 
バックࣕ࢟スティングのアプローチにより、現実とのᕪからၥ㢟をⓎぢし、๰㐀ⓗに変革を㐍

 。ていくࡵ
したがって௬ㄝ提᱌ᆺの⚟⏣ PT ࣓ンバーには、2030 年など 10ࠥ20 年ඛに࠶る近ᮍ᮶に᫬㛫
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をタᐃし、ክをㄒれるようᣦᑟしている。この௬ㄝ提᱌ᆺのプロジェクトは、ክ≀ㄒのようࡔが

ྛศ㔝の技術ロードマップのㄞࡳ㎸ࡸࡳ、そのศ㔝のᩍᤵ㝕、㒔ᗇ㛵㐃㒊⨫、」ᩘ企業のプロデ

るࡺて、いわࡌーへのインタビࣗー、᭦には展ぴ఍➼への出展を㏻ࢼイࢨ P(タィ)D(ヨస)C(ホ
౯)A(ಟ正)を⧞り㏉し提᱌ෆᐜの㉁ྥୖにດࡵている。 
 
3㸬࣓ンバーをᏙ❧ࡏࡉない PM のᕤኵ 
୍人ࡦとりの技術は㧗くても、グループస業ではその実ຊがⓎ᥹できるとは㝈らない。 
⥅⥆ⓗ研究にᚲせなチーム࣡ークຊは、࣓ンバー┦஫のẼ࡙きで࠶り、ᙺ๭ศᢸからのẼ㐵い

に࠶る。 
PM のᙺ๭は、እྥきの஺΅஦から࣓ンバーの世ヰᙺまでをᢸうこととなるが、そう⡆༢なこ

とでもない。ኻᩋ౛にはࣃターンが࠶るようࡔ。 
୍␒┠は、PM が自らࡸり㐣ࡂるሙྜで࠶る。プロジェクトの㐍⾜は、୍ぢ㡰ㄪそうにぢえて

も、実は PM ௨እの࣓ンバーがពḧをኻってしまう౛で࠶る。 
஧␒┠は、PM がྛᮇࡈとに஺௦し、㈇の㐃㙐からプロジェクトの཰ᣠがつかなくなるሙྜで

 。る࠶
୕␒┠は、PM が社఍で実ົ⤒㦂のない᪂༞Ꮫ㒊⏕のሙྜで、ಙ㢗ឤのḞዴからᏙ❧しプロジ

ェクトが㏞㉮するሙྜで࠶る。 
このう୍ࡕ␒┠は、チーム࣓ンバーのഃに❧ࡕどれࡔけ考えられるのかに᥃かっている。ព㆑ⓗ

に࣓ンバーの⥭ᙇをࡄ࡯すたࡵ、それࡒれ出㌟ᆅの自៏ᩱ理をᅖࡳ、おㄌ⏕⚃い、ಟ஢⏕を஺え

たពぢ஺᥮఍ࡸᏘ⠇ࡈとの᠓ぶ఍などを企⏬している。これらは࣓ンバーをᏙ❧ࡏࡉない PM の

ᕤኵでも࠶り、ᮇによってはᏛእㄪᰝをしたᚋの⾜⛬がಟᏛ᪑⾜にまでⓎ展した౛も࠶った。 
᪩い᫬ᮇに࣓ンバーの人となりを▱り、෇⁥な人㛫㛵ಀを⠏けなければ、誰が PM をᢸうにし

ても、᫬ࠎ้ࠎと≧ἣの変化するプロジェクトの流れにᑐし⊂㉮とᤊえられ、ᙉᘬに㐍ࡵてしま

う༳㇟はᣔえなくなる。 
 
4㸬図ീ情報はプロジェクトの᥎㐍装置 

஧␒┠には、ྛ ᮇのᘬき⥅ࡂによってもࡪれないタィᴫᛕと情報の共᭷で࠶る。このことには、

図ീ情報のᢅいと情報ᩚ理から、࠶る⛬ᗘ本流へとᑟくことができる。 
プロジェクトにおけるࢣࢽ࣑ࣗࢥーションᡭẁとしては、఍ヰによる㡢ኌ情報ࡸ文᭩などの文

Ꮠ情報が࠶る。しかし、⭾኱な文Ꮠ㔞の᭩㢮にẚべ୍┠░↛の図ീ情報は࢝タチの認㆑に᭷ຠで

サムネイルから、完成ணࡸ用にᥥく࣓ࣔࡏッチは、ᡴྜࢣることはいうまでもない。୰でもス࠶

᝿図のレンࢲリングまで࣓ンバーの共㏻理ゎをಁすのにඃれている。 
また、理ゎをಁすたࡵにྍど化ࡉれた❧体のᶍᆺは、࣓ンバーのពぢ஺᥮ෆᐜからྜពᙧ成す

るまでのプロࢭスをྍど化し☜認することができる。この❧体ᶍᆺは、第୕⪅のពぢを཯ᫎする

྇きྎで࠶り、ẖ㐌のࢥア࣑ーティングで᭦᪂を⧞り㏉ࡏることからプロジェクトの᥎㐍装置に

もなるわけで࠶る。 
このように、ከᵝな౯್ほをᣢつ࣓ンバーがᥥくイ࣓ージのᦾྜわࡏには、୕ḟඖの❧体ᶍᆺ

による☜認స業が୙ྍḞで࠶り、⚟⏣ PT においては㔜せなプロࢭスとして఩置௜けている。 
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そして๓㏙のようにᶍᆺのရ㉁ྥୖは、እ㒊ホ౯にも⪏えられるよう最ప㸱ᅇのࣔデルไసを

⧞り㏉して ͆⋢成͇を┠ᣦしている。 
 
5㸬ᙺ๭は」ᩘで取り組ࡳお஫いを▱る 
୕␒┠については、㈐௵ឤからついᙇりษりすࡂてしまうものの⤒㦂୙㊊から✵ᅇりするࢣー

スで࠶る。 
⚟⏣ PT のሙྜには、PM に実ົ⤒㦂のないᏛ㒊出㌟⪅が❧ೃ⿵しても、」ᩘで取り組ࡴようᣦ

ᑟしてきた。㝜の PM として社఍人が⿵బᙺにᅇることで෇⁥に㐍ࡴことがከい。また࣓ンバー

がఱらかの஦情でఇࡴことが࠶ってもプロジェクトが⁫らないよう⿵完するᕤኵでも࠶る。そし

て PM は、ㅬ⹫にෆ┬を⧞り㏉す⣲┤ࡉがなければ、࣓ンバー┦஫のಙ㢗㛵ಀは⠏けず、๓に㐍

 。ることもできないࡵ
実ົでは、PM が㢖⦾に஺௦することはまず↓い。実㊶ⓗな業ົ㐙⾜⬟ຊとは、ఱかၥ㢟が起

こっても現≧をಟ᚟するたࡵに⮫ᶵ応変のᶵ動ຊがồࡵられる。しかし、これには┦ᙜの᫬㛫が

ᚲせで࠶ることから、PM はその㏵୰で▷ᮇ㛫に変えるべきではないと考えている。そしてプロ

ジェクトの成ຌには、ᅄ༙ᮇを年㛫でつなࡄチームリーࢲーがいるかどうかに᥃かっている。 
 
6㸬PM とは㐪うチームリーࢲーのᏑ在が㘽 

PM はᚲずしもはࡵࡌからリーࢲーにはなれず、またリーࢲーでなくてもⰋい。プロジェクト

にၥ㢟がⓎ⏕したሙྜ、それをきっかけとしてᮍ᮶へのክに変᥮することができる⣲㣴をもつᏛ

⏕がᾋかびୖがり、࣓ンバー඲員が୍୸となりẼᣢࡕをࡦとつにྜわࡏることができるとき、そ

こにリーࢲーの∦㫣をぢることができる。この PM とリーࢲーとの㐪いを理ゎしておくᚲせが࠶

る。 
プロジェクトにおける PM のᙺ๭ศᢸは、自ศのዲき᎘いでもỴࡵられる。しかしリーࢲーは

自らྡ஌ればできるものではなく、ᩍ⛉᭩をㄞんでഛわるたࡄいのものでもない。࿘ᅖからの᥎

⸀など、認ࡵられなければᶵ⬟しない。୍⯡ⓗにリーࢲーの㈨㉁は、ᡯよりもᚨといわれ人ᮃが

ཌいなど人㛫ᛶがၥわれるわけで࠶る。 
PBL ᩍ⫱で┠ᣦす業ົ㐙⾜⬟ຊとは、㏵୰の㠃談ࡸ適ษなᣦᑟがకうのはいうまでもないが、

このようなチームෆのヨ⾜㘒ㄗの୰から自↛にᏛび取れる㞺ᅖẼ࡙くりが኱ษで࠶ると考えてい

る。 
したがってリーࢲーのᏑ在は、༢⣧なᙺ๭ศᢸࡸ自⸀からは⏕まれない。ランࢲムに࣓ンバー

が組まれた PBL-PT のሙྜ、はࡵࡌからその㐨のᑓ㛛ᐙはいないものの、結ᯝとしてはᅄ༙ᮇẖ

の୰㛫Ⓨ⾲఍のᗘに、඲体のまとࡵᙺがᾋୖするሙྜが࠶ることにẼ௜く。第 1 ᅄ༙ᮇには࣑ࢥ

提᱌᭩㢮のస成にඃࡸプトస成ࢭンࢥるいは࠶、シエーションຊにඃれࢦネࡸーションຊࢣࢽࣗ

れたᏛ⏕、第 2 第 3 ᅄ༙ᮇにはࣔデルไసのᚓពなᏛ⏕がそれࡒれぢつかることがከい。୍౛と

しては、それまで年㱋ࡸ⤒㦂୙㊊による自ಙのなࡉから࠶まりⓎゝがなかったᕤᏛ⣔のᏛ⏕がい

た。しかしᑓ㛛技術など௚⪅との㐪いにẼ௜き、஫いの୙㊊㒊ศを⿵い࿘ᅖからះわれることで

自ಙをつけ、ࡸがてプロジェクト඲体をᑟいていく。このᑠࡉなᙺ๭ศᢸのリーࢲー⤒㦂がษ᥃

けとなり኱きく成㛗したᏛ⏕がఱ人かいた。ここが PBL−PT ୍␒の成ᯝで࠶り㓬㓮࿡でも࠶る。 
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ᑗ᮶のリーࢲーに成れるかどうかは、この体㦂の⧞㏉しの୰に࠶り人㛫ᛶを☻き⥆けて࡯しい

とこࢁで࠶る。 
 

7㸬ಟ஢ᚋもཷけ⥅がれるṔ௦ PT のつながり 
本Ꮫ AIIT における PBL の特ᚩで࠶る࣓タࢥンࣆテンシーは、࢝リࣗ࢟ラムのୖ఩ᴫᛕとして

プロジェクトの㐙⾜にはḞかࡏないこととしている。チーム࣡ークຊに୙ྍḞなࢣࢽ࣑ࣗࢥーシ

ョンຊがၥわれ、自㌟の⥅⥆ⓗ研究につなࡆるたࡵの⾜動ຊがồࡵられる。 
୍年㛫を㏻ࡌて⣲┤にఙびるᏛ⏕、それまで⏕かࡏなかったᑓ㛛技術にようࡸくẼ௜き自ಙを

つけるᏛ⏕、自らを┬ࡳ௚の࣓ンバーの⾜動からᏛび、リーࢲーとフ࢛ロ࣡ー┦஫の㛵ಀが自↛

にできていることがศかる。ࡉらに PT での体㦂は、఍社での実ົⓗなၥ㢟Ⓨぢにつながり୰㛫

管理⫋として኱きく⩚ばたいたᏛ⏕、ಟኈㄢ⛬ಟ஢᫬に自ಙはなくてもᩘ年ᚋの௒ではぢ஦にス

たᏛ⏕など、AIITࡆルチェンジを成し㐙࢟ でのᏛびのຠᯝが証᫂ࡉれるのはこれからで࠶る。 
 
最ᚋに⚟⏣ PT Ṕ௦࣓ンバーの⤎は、୰㛫Ⓨ⾲఍ࡸ最⤊成ᯝⓎ⾲఍ࡔけでなく、ಟኈㄢ⛬ಟ஢

ᚋもᵝࠎなシーンでࡈᣦᑟࡈ༠ຊをいたࡔき、⦪のつながりが῝まっていることもおఏえしてお

きたい。 
௒ᚋ展開ࡉれるឤᛶ㡿ᇦとᶵ⬟㡿ᇦとの⼥ྜを┠ᣦす PBL-PT のベンチマークとしてᑡしでも

おᙺに❧てればᖾいで࠶る。 
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��� 3%/ ஦౛ մ㸦ᣦᑟᩍဨ㸸๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷ ᶫᮏὒᚿᩍᤵ㸧 

 
ᢏ⬟Ꮫ⩦ࢆࢫࣅ࣮ࢧᑐ㇟ࡓࡋ࡜◊✲㛤Ⓨᆺ 3%/ 

 
ᴫせ：技⬟Ꮫ⩦サービスは、ᡃがᅜのᣢ⥆ⓗⓎ展をᨭえるものとして、サービスᏛにおいて近年

ὀ┠ࡉれています。このサービスは、人文社఍⛉Ꮫ、ᕤᏛ、⏕体ᕤᏛおよびビジネスศ㔝までከ

ᵝなศ㔝の▱㆑とス࢟ルをᚲせとし、ྛศ㔝をᢸᙜするᏛ⏕は、᪂たなㄢ㢟のᢳ出とၥ㢟ゎỴἲ

を考え、ྛศ㔝の▱ぢと結ᯝをຠᯝⓗに⼥ྜするస業を⾜います。この成ᯝをᅜෆ・ᅜ㝿Ꮫ఍で

の成ᯝⓎ⾲と現ሙビジネスにάかすといういずれかのሙを⤒て、成ᯝのホ౯を☜認する、という

プロࢭスを本 3%/ では実㊶します。 
 
�� 技⬟Ꮫ⩦サービスとは 

技⬟とは、㌟体動సがకうもので、▱㆑のࡳならず➽⫗・⚄⤒⣔の཯᚟⦎⩦がᚲせです。しか

も、ゎ๗Ꮫⓗに⣙ 200 個の㦵と⣙ 400 の㦵᱁➽が࠶り、㦵のサイࢬと㛵⠇のྍ動ᇦは個ࠎ人によ

り␗なるたࡵ[Kapandji1983]、ᶍ⠊動సを完඲にできないと考えてよいとࡉれています。ḟに、

ឤぬჾにᇶ࡙く体ᛶឤぬは人により␗なるたࡵ、自ศのឤぬではⰋい動きを⾜っていると認▱し

ていても、ከᩘの㦵᱁➽にᑐする認▱がㄗりで࠶り」ᩘの㒊఩がㄗった動きを♧すことが࠶りま

す。このたࡵ、Ꮫ⩦を理ゎして動సしようとする認▱と実㝿の㌟体動సの㛫で୙୍⮴が⏕ࡌます。

これをᏛ⩦⪅の認▱と動సの୙୍⮴ၥ㢟と⛠します[ᶫ本 2016]。この考え᪉を♧したのが図 1 で

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図㸯 Ꮫ⩦⪅の認▱と動సの୙୍⮴、ෆ㠃ⓗၥ㢟の図ⓗㄝ᫂ 
 
୍᪉、技⬟は、ࣔノ࡙くり、ス࣏ーࢶ、௓ㆤ、文化ⓗసἲなど、ᡃがᅜの特ᚩ࠶るศ㔝の᰿ᖿを

成すものです。しかし、ᚑ᮶の技⬟ఏᢎはḟのၥ㢟が࠶ります。 
 ཱྀᢎ（ཱྀఏ）がከくࢣࢽ࣑ࣗࢥーション୙㊊のᶍೌ（⫼୰をぢてぬえる）、ᬯ㯲▱のᏑ在が

 り、㠀ຠ⋡ⓗ࠶
 ຠ⋡化を図ったᚑ᮶の技⬟ఏᢎἲࡸ人ᮦ⬟ຊ開Ⓨἲではᡭ㡰、ス࢟ームが୺でᩍ⫱Ꮫでゝ

うとこࢁの ARCS（ATTENTION、RELEVANCE、CONFIDENCE、 SATISFACTION）

 ᛶなどの⥔ᣢ・ྥୖにゝཬしていない⥆⥅ࡸ
これらのၥ㢟をఱらかのほⅬでゎỴを図る㝿に、ᣦᑟ⪅とᏛ⩦⪅が୧᪉とも‶㊊ឤをぬえ、かつ、



39 
 

ᩍ♧サービスに㛵する౯್共๰を産ࡳ出すことが、技⬟Ꮫ⩦サービスです[ῦ㛫 2016]。 
 

2. 技⬟Ꮫ⩦サービスタィ技術 
技⬟Ꮫ⩦サービスを᪂たにデࢨイン、開Ⓨ、実᪋するたࡵには、ḟの技術がᚲせです。 
A) サービスᕤᏛ：サービスにಀるရ㉁、౯್、プロࢭス、リ࢝バリー、‶㊊ᗘホ౯という体

⣔化ࡉれたෆᐜの理ゎ 
B) 人㛫⾜動Ꮫ：人㛫の⏕体としての特ᚩを▱るバイオ࢟ネマティクス、⎔ቃࡸ㐨ලおよび文

化にᇶ࡙き動సする動సࢥンテ࢟ストの理ゎ 
C) 人ᕤ≀᧯స技術：サービスを㓄㏦するサービス࣓ディアとして、ロ࣎ット、アバター࢟ࡸ

ࣕラクターを⾲現できる CG 技術 
D) 人㛫 3 ḟඖィ ：人㛫の動きを 3 ḟඖでィ し、これからスࢣルトンࣔデルをᢳ出、グ録、

⾲♧できる技術 
E) ᚰ理ศᯒ：サービス౯್のホ౯としての‶㊊ឤ、ᚰ理変化を り、ศᯒできる技術 
F) ࣓ディア⾲現：開Ⓨしたサービスの⾲現技術 

 
�� 3%/ ッドとࢯ࣓ 3%/ プロࢭス 

PBL が共同స業をᅵྎにしていることから、このことをάかす࣓ࢯッドとして、኱きく、࣓ン

バー㛫でのᴫᛕ共᭷とᢸᙜ▱㆑・ス࢟ルの共᭷化が࠶ります。ᴫᛕ共᭷がᚲせとࡉれるシーンと

して、テーマỴᐃ、および、プロジェクトをどの᪉ྥにどのようなᡭẁで㐍ࡵていくかをỴࡵる

シーンです。ᴫᛕ共᭷は、㧗ḟの࣓タレベルですから、イ࣓ージをゝㄒ化ࡸ図ᘧ化したࡔけの㆟

ㄽでは࣓タレベルを⾲現するには୙༑ศです。そのた࠶、ࡵりと࠶らࡺるᡭẁをぢつけてもらい

ます。౛えば、௬タ・❧証ㄽ、現ሙ実᪋᳨証ἲ、እ㒊の᭷㆑⪅からのࣄアリングなども᭷ຠなᡭ

ẁです。 
PBL プロࢭスのึࡵには、࣓ンバー඲員でテーマをỴࡵるたࡵの㆟ㄽが開始ࡉれます。㆟ㄽの

ᙜึ、サービスのᐃ⩏、ᛶ㉁、ෆᐜに㛵するㄪᰝから始まり、サービスが人㛫をᑐ㇟とする௨ୖ、

人㛫のᛶ㉁、‶㊊をᚓるプロࢭスࡸ᮲௳、また、サービス፹体となる人ᕤ≀の௙ᵝなど、ᖜᗈい

஦᯶のඛ⾜研究ㄪᰝを඲員で実᪋します。しかしながら、テーマ㑅びのたࡵのㄪᰝࡸᏛ⩦におい

て、Ꮫ術ⓗまたは技術ⓗなෆᐜの理ゎがᚲ㡲のሙ㠃に出くわしたとき、Ꮫ⏕の୰には、その理ゎ

がᐜ᫆にできないものもいます。 
理ゎᗘのᕪの࠶るᏛ⏕同ኈで㆟ㄽを⾜ったሙྜ、プロジェクト開始ᙜึでは、Ꮫ⏕㛫で㐲៖が

㉁ၥを⾜うことはなく、㆟ㄽはపㄪࡔ理ゎがついてこられないᏛ⏕にᑐして✺っ㎸ん、ࡵるた࠶

なことがよく࠶ります。しかし、㆟ㄽとは஫いの❧ሙが理ゎできる⬟ຊをᚲせとするたࡵ、理ゎ

をどのようにಁ㐍するかが㔜せなㄢ㢟です。このሙྜ、ᩍ員がスーࣃーバイࢨー、ときには࣓ン

ターとなって、Ꮫ⏕࣓ンバーをୖᡭにᑟき、♧၀することで、Ꮫ⏕同ኈが㉁ၥしྜうきっかけを

సり、理ゎの㐍ᤖᗘがお஫いに認㆑できるようになります。この認㆑が共᭷できることで、理ゎ

ᗘのపいᏛ⏕にᑐして、理ゎしているᏛ⏕がఱとか理ゎࡏࡉようとするㄝ᫂のᕤኵができるよう

になり、理ゎᗘのపいᏛ⏕も、ᚎࠎに、理ゎを῝ࡵることで㉁ၥࡸ㆟ㄽができるようになります。 
๓❶の技術のᙺ๭ศᢸは、個人のᚓᡭ୙ᚓᡭに㛵ಀなく、Ꮫ⏕が㌟に௜けたい、または、௜け



40 
 

ることで఍社ࡸ社఍で᭷ព⩏にά㌍できるでࢁ࠶うと考えたものが๭り᣺られます。ここで、本

PBL では、ྛ自がㄪᰝした、または、ಟᚓした▱㆑ࡸス࢟ルも共᭷することをồࡵました。この

理⏤は、Ꮫࡪにつれて」㞧な▱㆑ࡸス࢟ルとなります。これをዴఱに第୕⪅にわかりࡸすく⾲現・

ఏ㐩できるたࡵのプレࢮンテーションス࢟ルを㌟に௜けるたࡵです。したがって、PPT のⓎ⾲ࡔ

けでなく、ビデオをぢࡏたり、実㦂を実㝿にぢࡏて体㦂してもらう、というプレࢮンテーション

技ἲもಟᚓします。 
PBL プロࢭスの最⤊ẁ㝵にධると、඲員のಟᚓした▱㆑とス࢟ルをຠᯝⓗに⼥ྜを図らなけれ

ばなりまࡏん。そのたࡵ、テーマのᨵࡵてのぢ┤しస業が⾜われます。テーマのᇶ本ᴫᛕはᙜึ

よりࡪれないようしていますが、マーࢣティングᑐ㇟、Ꮫ⏕ができる技術、できない技術、など

が᫬㛫⤒㐣と共にぢえてきます。Ꮫ⏕のそのẁ㝵での⬟ຊを最኱㝈にⓎ᥹し、かつ、テーマࢥン

 。᪉の⦎り┤しస業が⾜われますࡏプトにྜうようなస業ᕤ⛬のぢ┤し、および、第୕⪅へのぢࢭ
このẁ㝵までに、ᴫᛕ共᭷ࡸ▱㆑・ス࢟ルの共᭷化స業の⤒㦂を✚んでいますので、᪉㔪の㐪

いの⾪✺は࠶っても、お஫いఱを考えているかの理ゎᗘはୖがっており、㆟ㄽのຠ⋡は PBL プロ

 。スᙜึにẚべて、᱁ẁにྥୖしていますࢭ
 
�� プロジェクト౛ 

2015-16 年ᗘイノベーションデࢨイン₇⩦ 1、2 を実᪋したෆᐜを⤂௓します。本プロジェクト

では、ᩍ員より、社఍ⓗព⩏、᪂つᛶ、実現ᛶ、᭷用ᛶの 4 つのほⅬをໟྵするアイディアを」

ᩘ、࣓ンバー㛫で提᱌・ホ౯しྜい、これにᇶ࡙き、௨ୗのෆᐜを඲員で共᭷することになりま

した。 
 社఍ⓗព⩏：日本の⣲ᬕらしいサービスの୍せᅉで࠶る日本ᘧ動సのศᯒとࣔデル化は௚へ

のἼཬຠᯝが㧗い 
 ᪂つᛶ：日本ᘧ動సのᐃ㔞ⓗ⾲現はඛ⾜研究でぢられない 
 実現ᛶ：お㎡൤などのᇶ本動సならば、3 ḟඖ動సศᯒがしࡸすく、また、ᚰ理ศᯒと考ᐹも

⾜える 
 ᭷用ᛶ：動స特ᚩのᐃ㔞ⓗᢳ出は、ຠ⋡ⓗかつከ人ᩘᩍ⫱に応用でき、かつ、動సをకうサ

ービス౯್を㧗ࡵることにつながる 
ୖグのことを඲て‶㊊するテーマとして、「日本らしいඃ㞞な動సのᏛ⩦サービスの提᱌」とす

ることで࣓ンバー㛫のྜពをᚓました。このල体ⓗෆᐜと成ᯝは、本Ꮫの PBL の࣌ージを参↷し

てくࡉࡔい。 
本 PBL の成ᯝのάかし᪉としてᏛ఍Ⓨ⾲と現ሙビジネスでの᳨証が࠶ります。2015-2016 年ᗘ

に、社఍人Ꮫ⏕によるᅜ㝿Ꮫ఍Ⓨ⾲が㸯௳、ᅜෆⓎ⾲が 5  。りました࠶௳
ᅜ㝿Ꮫ఍Ⓨ⾲>.XGR����@は、ඃ㞞ࡉに㛵するᚰ理ศᯒを⤫ィᏛのほⅬから考ᐹしたものです。

ㄽ文ᢞ✏᫬に、እᅜ人のᰝㄞ⪅から、␗文化の❧ሙから、日本らしいඃ㞞ࡉ⾲現にᑐする␲ၥⅬ、

ᣦ᦬がᗄつか࠶り、ᨵࡵて、ඃ㞞ࡉのᐈほⓗ・ᐃ㔞ⓗホ౯のᬑ㐢化が難しいことを෌認㆑し、᭦

なるඃ㞞ࡉに㛵するㄽの展開をぢ出しました。また、Ⓨ⾲๓に 4	$ を �� ⛬ᗘணࡵస成と、これを

用いた⦎⩦を⾜い、Ⓨ⾲に⮫ࡳ、ⱥㄒຊは、୙༑ศなⅬが࠶りましたが、ⱥㄒで 4	$ を⾜うには、

ⱥㄒຊࡸㄽ理ᵓ成ຊ௨እにも、␗文化ࢣࢽ࣑ࣗࢥーションຊをᚲせとし、このことがⓎ⾲したᏛ



41 
 

⏕が③ឤし、௒ᚋࡉらに、β ることの෌認㆑とពḧが‪いたとのことで࠶り、࠶なᏛ⩦がᚲせでࠎ

本Ⓨ⾲のヨࡳは㧗ᗘなᏛ⩦ពḧをᑟいたものとホ౯できます。 

ᅜෆᏛ఍Ⓨ⾲のうࡕ文献[ὠ⏣ 2015]では、୺ᢸᙜᏛ⏕が᪂つᛶの࠶るお㎡൤ࣔデルを提ၐしま

した。Ꮫ఍Ⓨ⾲において、これが᭷用と認ࡵられたことからඃ⚽講₇㈹をཷ㈹し、ཷ㈹したᏛ⏕

より、このཷ㈹は᭦なる㧗ᗘなᏛ⩦ពḧにつながるࡔけでなく、プロジェクトのෆᐜがよかった

ことをබⓗに認ࡵられたことで、⾜ったことが正ᙜで࠶るとの☜証をᚓたことが႐びとᏳᚰឤに

つながるとのពぢをᚓたとのことで、Ⓨ⾲のຠ用が࠶ることを❧証するものです。 
現ሙビジネスにάかす᳨証は、2016 年ᗘにおいて、ᢸᙜᏛ⏕が PBL でᚓたス࢟ルをᡤᒓᶵ㛵

において実᪋୰で࠶り、኱変᭷ຠで࠶るとの報࿌をཷけており、この成ᯝはูᶵ఍に報࿌したい

とᛮいます。 
඲員が⋓ᚓしたࢥンࣆテンシーとして、特にⓎ᝿ຊ、⾲現ຊ、タィຊ、ศᯒຊの⬟ຊをྥୖࡉ

ることにつながり、このⅬでのᏛ⏕࣓ンバー㛫のホ౯は、 1Q、2Q、3Q、4Qࡏ と㐍ࡴにつれて、

࣓ンバーお஫いに⬟ຊがྥୖしたと認ࡵた結ᯝを♧したことは、኱変⯆࿡῝く、また、本 PRJ に

おけるά動が PBL の本᮶の㊃᪨にἢって、ྛᏛ⏕の⬟ຊをఙばしたとゝえます。 
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��� 3%/ ஦౛ յ㸦ᣦᑟᩍဨ㸸๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷ ๓⏣඘ᾈᩍᤵ㸧 

 
 ᨻ⟇ᥦゝࡢ⨨ᵓ⠏ᥐ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥᴗ⏘࢔ࢪ࢔

 
ᴫせ：アジア、特にᮾ㸭ᮾ༡アジアでは 20 世⣖ᮎ௨㝆、⇿Ⓨⓗな⤒῭成㛗が⥆いています。㦫く

ことに、༢に⤒῭成㛗⋡が㧗いࡔけではなく、このᆅでは、࢝ࢭンド・アンバンドリングという

最ඛ➃のグローバル⏕産ネット࣡ークがⓎ展し、世界に㢮をぢない㉸最ඛ➃の現㇟がⓎ⏕してい

ます。この人㢮ྐⓗな動きに㣕び㎸ࡳ、アジアの᭦なる成㛗をもたらすᨻ⟇ෆᐜ（産業ࢽ࣑ࣗࢥ

ティᵓ⠏ᥐ置）を考᱌し、アジアのᨻᗓ㛵ಀ⪅➼にࡪつけよう、というのが本 PBL です。実㝿に

アジアにఱᗘか出ྥき、ྥうのᨻᗓ㛵ಀ⪅➼と実㝿に㆟ㄽをする、というとこࢁに最኱の特ᚩが

 。ります࠶
 
1㸬ᮾ㸭ᮾ༡アジアの⤒῭成㛗と産業ࢽ࣑ࣗࢥティ 

20 世⣖ᮎ௨㝆のᮾ㸭ᮾ༡アジアの⤒῭成㛗の┿౯を┳◚するたࡵには、世界のグローバル⏕産

ネット࣡ークのែᵝのṔྐを᣺り㏉るᚲせが࠶ります。1960 年௦ึ㢌まで、世界では、「ᾘ㈝ᆅ

で⏕産」がཎ๎でした。テレビ、自動車を㉎ධするのが日本人ならば、それを⏕産する日本企業

は日本ᅜෆにᕤሙをᣢࡕ、⏕産を⾜いました。1960 年௦にධると、フ࢓ースト・アンバンドリン

グ（⏕産とᾘ㈝のアンバンドリング）、すなわࡕከᅜ⡠企業の᫬௦を㏄えます。ඛ㐍ᅜの኱企業は、

⏕産ࢥストのᏳいⓎ展㏵ୖᅜにᢞ㈨して、そこで⏕産を⾜い、〇ရをඛ㐍ᅜに㍺出するようにな

りました。 

ここまでは世界୰で㐍展している「ᙜたり๓」の஦ែです。୍᪉、ᮾ㸭ᮾ༡アジアでは、᭦に

㐍ん࢝ࢭࡔンド・アンバンドリングという現㇟がⓎ⏕しているのです。企業ෆのྛᶵ⬟ࣘࢽット

が企業というᣓりからアンバンドルࡉれ、それࡒれ最適ᆅにᢞ㈨する、というものです。ඛ㐍ᅜ

がⓎ展㏵ୖᅜにᢞ㈨をするሙྜ、ᚑ᮶は、企業の඲てのᶵ⬟ࣘࢽットがまとまってᢞ㈨ࡉれてい

たものが、௒ᗘは㸯つ㸯つのᶵ⬟ࣘࢽットがูのᅜにᢞ㈨するようになったのです。グローバル

⏕産ネット࣡ークの㉸㐍化ᆺ、ということになります。その結ᯝ、ᮾ㸭ᮾ༡アジアྛᆅでᩘከく

の産業㞟✚がⓎ⏕して᮶ています。 

それら産業㞟✚の୰には、1960㹼1970 年௦の日本ྛᆅでⓎ㐩したような、いわࡺる産業࣑ࣗࢥ

ティを୍ࢽ࣑ࣗࢥる産業࠶ります。このᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜでຨ⯆しつつ࠶ティが⏕まれつつࢽ

ᒙⓎ展ࡏࡉ、ྛᅜの᭦なる⤒῭成㛗に㈉献しよう、というのが๓⏣ 3%/ のᇶ本理ᛕです。 

 
2㸬産業ࢽ࣑ࣗࢥティᵓ⠏ᥐ置とᨻ⟇提ゝ 
๓⏣ PBL のᰕは௨ୗの㸰つです。 
第㸯のᰕは、本ᙜにᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜにおける産業ࢽ࣑ࣗࢥティのⓎ展にຠᯝの࠶るෆᐜの

ᨻ⟇提ゝを取りまとࡵることです。そのたࡵには、第㸯に、ᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜをྵࡴⓎ展㏵ୖ

ᅜの⤒῭成㛗の࣓ࢬࢽ࢝ムをよくよく理ゎしなくてはなりまࡏん。開Ⓨ⤒῭Ꮫをはࡵࡌとする理

ㄽに㛵する༑ศな理ゎがᚲせになります。第㸰に、ᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜの実情を、できればこの

┠で῝く、῝く理ゎすることがᚲせになります。๓⏣ 3%/ の࣓ンバーには、ẖ年現ᆅㄪᰝを᥎ዡ
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しており、ከくの࣓ンバーが㊊⦾くᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜに㏻うのは、このたࡵです。 

第㸱に、取りまとࡵるのが、ビジネス᱌の提ゝではなく、「ᨻ⟇」提ゝで࠶り、したがって提ゝ

ඛがビジネス・ࣃートࢼーではなくᨻᗓ㛵ಀ⪅で࠶る、ということのព࿡を正しく理ゎしなくて

はなりまࡏん。産業ࢽ࣑ࣗࢥティがຨ⯆しつつ࠶る≧ἣをᕼ㈌として、ビジネスでⲨ✌ࡂしよう、

ではなく、産業ࢽ࣑ࣗࢥティを᭦にⓎ展ࡏࡉて、ᅜᐙ඲体の⤒῭成㛗を᥎㐍するたࡵの᪉⟇を提

ゝするのです。いわࡺる「ᕷሙのኻᩋ」ศ㔝をᑐ㇟にすることになります。 

第㸰のᰕは、取りまとࡵたᨻ⟇提ゝෆᐜを、本ᙜにඛ᪉ᨻᗓ㛵ಀ⪅にࡪつけて᜝をかかないỈ

‽までࣈラッシࣗ・アップすることです。 

Ⰻいことをᛮい௜くࡔけと、それを実㝿のእ஺レベルで㏻用するỈ‽のෆᐜにᘬきୖࡆること

では、඲く␗なります。እ஺レベルで㏻用する文᭩には、ᵝࠎなసἲ、流൤が࠶り、それらを正

☜にᏛばなくてはなりまࡏん。人⏕においてእ஺レベルで㏻用する文᭩を᭩くᶵ఍は、኱༙のᏛ

⏕にとって人⏕ึとなります。ⱞປのしどこࢁです。 

このようなⱞປを⤒て、実㝿にᮾ㸭ᮾ༡アジアのᨻᗓ㛵ಀ⪅にᨻ⟇提ゝを⾜います。人⏕、ま

たとないᬕれ⯙ྎとなります。 

それでは௨ୗ、これまでのᏛ⏕㐩のⱞປのΎ⳹の୰から඾ᆺⓗな஦౛をᗄつかぢて⾜きます。 

 
3㸬஦౛㸯：മๆᢸಖᆺ୰ᑠ企業フ࢓イࢼンスไᗘᵓ⠏のᨻ⟇提ゝ（2013 年ᗘ） 
3.1 ෆᐜ 

୰ᑠ企業᣺⯆は、඲てのⓎ展㏵ୖᅜが最㔜せㄢ㢟の㸯つとしてᣲࡆるものです。୰ᑠ企業᣺⯆

⟇の୰でも難㢟なのが、適ษな୰ᑠ企業フ࢓イࢼンスไᗘをᵓ⠏することです。୰ᑠ企業フ࢓イ

けでは社఍ⓗに最適な㔞を供⤥するこࡔり、Ẹ㛫㔠⼥ᶵ㛵࠶ンスは、「ᕷሙのኻᩋ」の඾ᆺ౛でࢼ

とができまࡏん。 
2013 年ᗘ๓⏣ PBL はそこに┠をつけました。ᑐ㇟ᅜはベトࢼムです。ᮾ㸭ᮾ༡アジアㅖᅜの

産業ࢽ࣑ࣗࢥティ᣺⯆には、日本の୰ᑠ企業が㔜せなᙺ๭をᯝたすことがᮇᚅࡉれます。日本の

୰ᑠ企業がベトࢼムにᢞ㈨したሙྜ、現ᆅ㏻㈌ᘓてのప㔠฼のフ࢓イࢼンスをᚲせとします。୍

᪉現≧では、現ᆅ㏻㈌ᘓてでは㔠฼が 15%㉸となっていまいます。そこで、「現ᆅ㏻㈌ᘓて、エル

プラスࢭン（LIBOR+1,000bp）」をスローガンに、᪂ไᗘᵓ⠏に取り組ࡳました。 
出᮶ୖがったシステムは、௨ୗのようなものです。ABF（Asian Bond Fund）と㐃動すること

により、L+950bp を㐩成するものです。 
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3.2 ᨻ⟇提ゝ 
2014 年 1 月 17 日に、ᮾிで、᮶日୰のベトࢼムィ⏬ᢞ㈨┬ḟ㛗にᨻ⟇提ゝを⾜いました。2014

年 6 月 9 日に、ᮾிで、᮶日୰の༡㒊アフリ࢝開Ⓨ㖟⾜⥲⿢にᨻ⟇提ゝを⾜いました。2014 年 8
月 5 日に、ࣁノイで、ベトࢼムᩍ⫱カ⦎┬とࣁノイ⤒Ⴀᕤ⛉኱Ꮫ（HUBT）が共ദで開ദしたࢭ

 ー「the Hanoi Workshop: Entrepreneurship and Business Development – The ASEANࢼ࣑
Economic Community Perspective」に参ຍし、Ⓨ⾲を⾜いました。2014 年 12 月 5 日に、ビエ

ンチࣕンで、APEN（Asia Professional Education Network）とラオス୰ኸ㖟⾜が共ദで開ദし

たࢼ࣑ࢭー「Microfinance on the Sustainable Economy in Lao PDR」に参ຍし、Ⓨ⾲を⾜いま

した。2015 年 3 月 19 日に、プノン࣌ンで、APEN が開ദしたࢼ࣑ࢭー「the APEN International 
Seminar on SME Finance」に参ຍし、࢝ン࣎ジアᕤ業ᡭᕤⱁရ┬➹㢌ḟᐁの๓でⓎ⾲を⾜いま

した。 
 
4㸬஦౛㸰：࣓ࢥンㅖᅜにおける Industrie4.0+ᆺ㟁ຊグリッド・システムᵓ⠏のᨻ⟇提ゝ（2015
年ᗘ） 
4.1 ෆᐜ 
௒日㐍ࡵられている Industrie4.0 ᆺの CPS（Cyber Physical System）のᵓ⠏は、୍⯡ⓗには

୍ᅜෆにおける取り組ࡳです。୍᪉࣓ࢥンㅖᅜ（ベトࢼム、ラオス、࢝ン࣎ジアཬびタイ）は、୍

ᅜとしてはドイࢶ、⡿ᅜ、日本➼ඛ㐍ㅖᅜにẚべるとᕤ業⏕産のつᶍが㐶かにᑠࡉい୍᪉、AEC
（ASEAN Economic Community）が 2015 年ᮎにスタートしたたࡵ、近㞄ㅖᅜとの㟁ຊグリッ

ド➼の≀理ⓗ㐃結（Physical Connectivity）ཬびไᗘの共㏻化（Institutional Connectivity）が

㐍んでいます。 
このような⫼ᬒをศᯒし、2015 年ᗘ๓⏣ PBL は、2015 年 5 月に APEN が提ၐした、ከᅜ㛫

の CPS ᵓ⠏に取り組ࡴ Industrie4.0+の考え᪉に着┠しました（Industrie4.0 が୍ᅜෆの CPS ᵓ

⠏、Industrie4.0+がከᅜ㛫の CPS ᵓ⠏）。 
ᵓ⠏したᨻ⟇提ゝෆᐜは、ラオスから供⤥ࡉれる㟁ຊについて、現在はᑟධࡉれていない᫬㛫

ูにᕪ␗化（᫨㛫の㟁ຊは㧗く、ኪ㛫の㟁ຊはᏳく）する㟁ຊᩱ㔠ไᗘをᑟධしたୖで、ラオス

に置かれるᅜ㝿組⧊が࣓ࢥンㅖᅜ඲体の㟁ຊ供⤥の最適化を㐍ࡵるというものです。IoT により、

෭ᡣ㟂せの኱きい᫨㛫には࣓ࢥンㅖᅜ඲ᇦのᕤሙの✌ാをㄪᩚするシステムをᵓ⠏しよう、とい

うものです。 
 
4.2 ᨻ⟇提ゝ 

2015 年 12 月 3 日、ビエンチࣕンのラオスᅜᐙ኱Ꮫにおいてエネルࢠー、㟁ຊᑓ㛛のᩍᤵ㝕を

ᣍいたࢼ࣑ࢭーを開ദし、ᨻ⟇提ゝを⾜いました。 
 
5㸬஦౛㸱：インドシࢼㅖᅜネット࣡ークᆺア࢘トࢯーシング・システムᵓ⠏ᨭ᥼のᅜ㝿組⧊タ❧

（2016 年ᗘ） 
5.1 ෆᐜ 

20 世⣖ᮎ௨㝆、ICT 産業においては、グローバルなア࢘トࢯーシングが୍⯡化しています。こ
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のグローバルなア࢘トࢯーシングのែᵝは᫬㛫とともに変化してきており、かつては༢なる日本

からࢥストのᏳいⓎ展㏵ୖᅜへのオフショアࡔったものが、௒日ではア࢘トࢯーシングඛが㧗ᗘ

な自ᚊᛶを᭷するものになっています。2016 年ᗘ๓⏣ PBL は、これを᭦に㐍化ࡏࡉ、インドシ

ることࡏࡉーシングのネット࣡ークをᵓ⠏し、世界の௚のᆅᇦと㐃ᦠࢯト࢘ㅖᅜ඲体をそうアࢼ

を考えました。それにより、現在は௚ᅜから༑ศなア࢘トࢯーシングのཷὀをᚓていないラオス、

の（ンマー࣑ࣕᑗ᮶ⓗには）ジア࣎ン࢝ ICT 企業にᑐしてグローバルᕷሙへのアクࢭスを提供し、

それらㅖᅜの ICT 産業᣺⯆に㈨することができます。 
ල体ⓗには、そのようなネット࣡ークᆺア࢘トࢯーシング・システムをᵓ⠏するたࡵにᚲせな

▱ⓗ、ไᗘⓗインフラをᩚഛするᅜ㝿組⧊をタ❧し、ビエンチࣕンに本㒊を置くことをᨻ⟇提ゝ

しました。その୺たるά動は、ビジネス・マッチング、ᶆ‽化、⬟ຊ開Ⓨと⬟ຊに㛵する認証、ࢥ

ンサルティング➼になります。 
 
5.2 ᨻ⟇提ゝ  

2017 年 1 月 16 日、ビエンチࣕンのラオスᅜᐙ኱Ꮫにおいて、情報㛵ಀᑓ㛛のᩍᤵ㝕をᣍいた

ࢼラッシࣗ・アップを⾜い、インドシࣈーを開ദし、ᨻ⟇提ゝを⾜いました。௒ᚋ、᭦にࢼ࣑ࢭ

ㅖᅜのᨻᗓ㛵ಀ⪅へのᨻ⟇提ゝを⥆けるணᐃです。 
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��� 3%/ ஦౛ ն㸦ᣦᑟᩍဨ㸸๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷ ᮧ㉺ⱥᶞᩍᤵ㸧 

 
೫ගࡢࡵࡓࡢࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ከゅⓗ᧜ീࡢ࣒ࢸࢫࢩ㛤Ⓨ࡜ᛂ⏝◊✲ 

 
ᴫせ：2015 年ᗘᮧ㉺ PBL はᶆグタイトルのୗで、システム開Ⓨからᶞ⬡成ᙧရホ౯への応用ま

でを実᪋し、ඃれた研究成ᯝをᣲࡆました。本✏๓༙では本プロジェクトの成ᯝᴫせとして、シ

ステム開Ⓨとᶞ⬡成ᙧရホ౯への応用についてグします。ᚋ༙では「成ᯝ」ᚿྥのプロジェクト

運Ⴀについてグ㍕します。 
 
�� ೫ගほᐹとは 

೫ගとは୍ᐃ᪉ྥに᣺動するගで、೫ගを用いることで㏻ᖖගではぢえない/ぢえにくいものを

ྍど化することができます。図 1 はᶞ⬡⣲ᮦでできた CD ースですが、೫ගを用いることでᑕࢣ

出成ᙧ᫬に⏕ࡌたࡦずࡳ➼が೫ග⦤となって現れます。೫ගほᐹでは図 2 のように、↷᫂から↷

ᑕࡉれたගを೫ගᯈ 1 で೫ගをᚓます。ほᐹᑐ㇟を㏱㐣した೫ගを೫ගᯈ 2 ㉺しにぢることで೫

ග⦤をほᐹすることができます。 

    
図 1 CD ース                図ࢣ 2 ೫ගほᐹ 

 
೫ගほᐹは↷᫂ࡸ೫ගᯈのゅᗘ、⿕෗体のᅇ転ゅᗘによってぢえ᪉が␗なり、よくぢえる᭷用

な⏬ീをᚓるたࡵには、⤒㦂とノ࢘ࣁ࢘がᚲせです。そこで、ከἼ㛗のග※をഛえ、ほᐹᑐ㇟を

ᅇ転ࡏࡉながら、␗なる᮲௳の೫ග⏬ീを自動ⓗに᧜ᙳし、ࣃラࣃラₔ⏬のせ㡿で動⏬として⾲

♧する೫ගイ࣓ージングシステムを開Ⓨしました。 
 
�� ೫ගイ࣓ージングシステム 

図 3 には開Ⓨしたシステムのᵓ成、図 4 にはシステムのእほを♧します。図 3 のようにシステ

ムは、a.↷᫂、b.೫ගᯈ、c.ᅇ転テーࣈル、d.೫ගフィルタᅇ転ᶵᵓ、e.୍║レフデジタル࣓࢝ラ、

f.᧯సࣃネル、g.マイࢥン࣎ード(Arduino-Based Micro Computer)、h.PC からᵓ成ࡉれています。

このうࡕ┤᥋᧜ᙳに㛵わる a~e はᬯᐊෆにタ置しています。 
図 3 の᧜ᙳ౛のようにձ~մを f.᧯సࣃネルにタᐃすることで、g.マイࢥン࣎ードが a~e をไᚚ

して、᮲௳の␗なる೫ග⏬ീ 800 ᯛを᧜ᙳします。᧜ᙳࡉれた೫ග⏬ീは h.PC に転㏦ࡉれ、

PPP(Polarized Photo Processor)とྡ௜けたࢯフト࢘ェアで⦅㞟ࡉれます。PPP は本プロジェク
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トで開Ⓨしたࢯフト࢘ェアで࠶り、኱㔞の⏬ീデータをエンࢥードし、ࢥンࣃクトな動⏬フ࢓イ

ルを⏕成することができます。図 5 は PPP を用いてエンࢥードした動⏬フ࢓イルの෌⏕⏬㠃で

す。ほᐹᑐ㇟はࢭロࣁンテープの࢝ッターで、4 つの␗なる᮲௳で᧜ᙳした೫ග⏬ീを୪べて⾲

♧しています。マ࢘ス᧯సによって、4 ⏬㠃同᫬にᅇ転ࡏࡉて、ẚ㍑することができます。 

 
図 3 システムのᵓ成 

  
図 4 システムእほ             図 5 動⏬෌⏕⏬㠃 

 
�� ᶞ⬡成ᙧရへの応用研究 

本システムをᶞ⬡成ᙧရホ౯に適用したので、ここではその஦౛を⤂௓します。図 1 の CD ࢣ

ースは、ᕥྑ 2 つの㒊ရからᵓ成ࡉれています。ྛ㒊ရのᕥഃ୰ኸ㒊ศにᑕ出ཱྀが࠶り、ここか

らὀධࡉれたᶞ⬡がᗈがっていくᵝᏊとその㝿にできたࡦずࡳが೫ග⦤としてほᐹできます。ま

た、シリンࢲ ᗘ、㔠ᆺ ᗘ、ᑕ出ᅽຊ、୍ ᐃᅽຊಖᣢ᫬㛫の 4 ᅉᏊで L9 ┤஺⾲(⾲ 1)をస成し、

この᮲௳ୗでᑕ出成ᙧしたサンプルをほᐹした結ᯝを図 6 に♧します。᮲௳の㐪いによって成ᙧ

らに、㉥እගを฼用した೫ගほᐹでは、図ࡉ。られますࡵが␗なり、೫ග⦤に変化が認ࡳずࡦ 7 の

ように、ྍどගではぢえない着Ⰽࡉれたᶞ⬡成ᆺရのࡦずࡳをほᐹすることができました。௨ୖ

が本プロジェクトの成ᯝᴫせです。ヲしくは参考文献(1)をࡈぴいたࡔきたい。 
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⾲ 1 L9 ┤஺⾲ 

 

   
図 6 ␗なる᮲௳でᑕ出成ᙧしたサンプルの೫ගほᐹ   図 7 ㉥እගによる೫ගほᐹ 
 
�� 「成ᯝ」ᚿྥのプロジェクト運Ⴀ 

本プロジェクトでは、Ꮫ఍Ⓨ⾲➼のእ㒊Ⓨ⾲ 8 ௳、展♧఍への出展 8 ௳を実᪋するとともに、

プレスリリースをᡴࡕ、取ᮦをཷけ、෗┿௜き 7 ẁᢤきのグ஦が᪂⪺ᥖ㍕ࡉれました。また、第

28 ᅇリバネス研究㈝⏫ᕤሙ㈹などに応ເし、2 ௳のཷ㈹を຾ࡕ取りました。ࡉらに、特許(2)を出

㢪して、現在も᭷ᚿ࣓ンバが㞟い、஦業化にྥけたά動を⥆けています。これࡔけの成ᯝをᣲࡆ

られたのは、ඃ⚽な࣓ンバが参㞟したことはゝうまでもないが、プロジェクトⓎ㊊ᙜึから「成

ᯝ」ᚿྥのプロジェクト運Ⴀをᥖࡆて、ά動したことに起ᅉします。「成ᯝ」ᚿྥのプロジェクト

運Ⴀを㑅ᢥした理⏤は、ձ᪂༞Ꮫ⏕にとって最⤊ᏛṔで研究成ᯝをᣲࡆることがᑵ⫋ά動に᭷฼

にാくこと、ղ社఍人Ꮫ⏕にとってࢥンࣆテンシーの⋓ᚓはࢽーࢬにྜ⮴するが、エビデンスと

してṧすには成ᯝⓎ⾲が適していること、です。 
本プロジェクトは、社఍人Ꮫ⏕ 2 ྡ、᪂༞Ꮫ⏕ 1 ྡ、␃Ꮫ⏕ 2 ྡのィ 5 ྡで実᪋ࡉれました。Ⓨ

㊊┤ᚋに⢭ຊⓗにヰしྜいを⾜い、ḟのような┠ᶆをタᐃしました。 
ձ もの࡙くりのプロࢭスᨵၿに㈉献できる実用ᛶの㧗い技術開Ⓨを⾜う。 
ղ 開Ⓨしたシステムによる応用研究を⾜い、㧗ᗘなྍ⬟ᛶとᕷሙᛶを㏣ồし、成ᯝを情報Ⓨಙ

する。 
ճ このプロジェクトを㏻ࡌて、༶ᡓຊとしてാける技⬟を㌟に௜け、人㛫ⓗにより成㛗する。 

ここで㔜せなのは、࣓ ンバ㛫のྜពᙧ成です。1 年㛫でከくの業⦼をṧすたࡵに、自㌟のバック

グラ࢘ンド、本ᏛにᏛびに᮶た理⏤、ࡸりたいことなど᫬㛫をかけてヰしྜうとともに、社఍人

は企業の実ົࡸ業⦼のᙧ成について▱㆑ࡸ⤒㦂をᢨ㟢し、┦஫理ゎを῝ࡵ、この┠ᶆでྜពした

のです。┠ᶆタᐃᚋもプロジェクト࣓ンバはこの┠ᶆのୗで、ᚭᗏⓗにヰしྜいをᣢࡕ、プロジ

ェクトテーマ、および年㛫スࢣジࣗールをỴᐃしました。1Q の୰㛫Ⓨ⾲఍でබ⾲したスࢣジࣗー

ルを図 8 に♧します。マイルス̿トーンとなるᏛ఍Ⓨ⾲などもすでに組ࡳ㎸まれており、⢭ຊⓗ

に研究成ᯝを✚ࡆୖࡳ、බ⾲にດࡵようとするពᚿがఏわるでしࡻう。 
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図 8 年㛫スࢣジࣗール⾲ 

「成ᯝ」ᚿྥのプロジェクト運Ⴀにより、1~3 ク࢛ータに実᪋ࡉれる୰㛫Ⓨ⾲఍ࡸ 2 月 11 日の

成ᯝⓎ⾲఍では、ከᩘの研究成ᯝをᇶにඃれたⓎ⾲/展♧をして、᮶ሙ⪅から⤯㈶ࡉれました。「成

ᯝ」ᚿྥのプロジェクト運Ⴀに㛵しては、参考文献(4)にヲしくグ㍕しているので、ࡈࡦࡐぴいた

 。きたいࡔ
 
参考文献 

(3) ᮧ㉺ⱥᶞ、➲ᑿⱥᶞ、⁪ඞᙪ、ᑠᆏ⪔平：೫ගイ࣓ージングのたࡵのከゅⓗ᧜ീシステムのᶞ

⬡成ᙧရホ౯への応用 㸺ᶞ⬡成ᙧရのရ㉁ྍど化にྥけて㸼、プラスチックス(日本ᕤ業出

∧)、Vol.67、No.10、pp.7-11(2016) 
(4) 「ᶞ⬡೫ග 自動でྍど化 産業技術኱Ꮫ㝔኱ ほᐹ装置をヨస」、日หᕤ業᪂⪺、2016 年 2 月

23 日 
(5) 特許出㢪：「೫ගによる⏬ീほᐹおよび᧜ᙳ装置、೫ග⏬ീデータ⏕成᪉ἲ、೫ග⏬ീデータ

⏕成用プログラム」(特㢪 2016-100888)、2016 年 4 月 28 日出㢪 
(6) ⁪ඞᙪ、➲ᑿⱥᶞ、ᮧ㉺ⱥᶞ：「成ᯝ」ᚿྥの AIIT PBL の運Ⴀᡓ術 㹼2015 年ᗘᮧ㉺ PT の

ά動から㹼、産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫ ⣖せ 第 10 号、pp.119-125(2016) 
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��� 3%/ ஦౛ շ㸦ᣦᑟᩍဨ㸸๰㐀ᢏ⾡ᑓᨷ ㉺Ỉ㔜⮧ᩍᤵ㸧 

 

╔ᗙㄆドࡢ࣒ࢸࢫࢩ㛤Ⓨ 

 
ᴫせ：᪂しい個人認証技術を開Ⓨしようと始まった技術開Ⓨᆺのプロジェクトです。お尻で個人

認証するというࣘࢽークなࢥンࢭプトが提᱌ࡉれ、開Ⓨ・実㦂・᳨証が⧞り㏉ࡉれ、その㐣⛬で

プロジェクトに参ຍしたᏛ⏕は、技術開Ⓨの᪉ἲㄽをᏛんでいきました。そのᚋ、特許も取ᚓࡉ

れ、現在では、いくつかの企業と実用化にྥけた共同研究が始まっています。 
 
�� 着ᕪ認証とは 

人㛫が᳔Ꮚなどに着座したときの座㠃ᅽຊศᕸから特ᚩ㔞をᢳ出し、ࣃターン㆑ู技術を౑っ

て個人認証することから、㏻⛠͂お尻認証̓とも࿧ばれています。ࣘーࢨーはたࡔ座るࡔけでよ

く、それ௨እの動సࡸ㈇ᢸをᚲせとࡏࡉないことからストレスフリーな認証᪉ἲで࠶ることが最

኱の特ᚩです。ࡕなࡳに、認証の成ຌ⋡も⣙ 99㸣を㐩成しています。 
 

  
図 1 実㦂㢼ᬒと座㠃に置かれているᅽຊࢭンサシート 

図 2 座㠃のᅽຊศᕸ 
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�� 究ᴟの理᝿ゎから考える 

個人認証の᪉ἲは኱きく 3 ✀㢮にศけられます。まずはᡤ᭷≀認証、これは IC ードによる࢝

認証が௦⾲ⓗです。2 ␒┠は▱㆑認証とゝって、ᬯ証␒号による認証がその௦⾲です。しかし、IC
ります。3࠶ードを⣮ኻしたり、ᬯ証␒号をᛀれたりしたら、認証ができないなどのၥ㢟Ⅼも࢝ ␒

┠は⏕体認証とゝって、ᣦ⣠ࡸ㢦⏬ീによる認証がその௦⾲なのですが、ᣦ⣠をスࣕ࢟ンするた

࠶れるというᚰ理ⓗ㈇ᢸがࡉーにᙉいたり、㢦⏬ീが᧜ᙳࢨに置くᡭ㛫をࣘーࢼࣕ࢟にᣦをスࡵ

ったりと⏕体認証にもၥ㢟Ⅼが࠶りそうです。 
そこで「たࡔそこにいるࡔけで認証ࡉれる」という究ᴟの理᝿ゎからⓎ᝿ࡉれたのが、この着

座認証なのです。認証の㝿には、ࣘーࢨーは座るࡔけでよく、௚に特ูな動సをᚲせとしないと

いうのが኱きな࣓リットです。 
現≧のシステムをᨵၿしようとするエンジࢽアがᚓពとするᛮ考ἲをフ࢛アࣕ࢟ストと࿧ࡪな

らば、その㏫に究ᴟの理᝿ゎ、࠶るべきጼからバックࣕ࢟ストする᪉ἲはデࢨイࢼーがᚓពとす

るᛮ考ἲです。PBL では、エンジࢽアࡸデࢨイࢼーなどከᵝᛶの࠶る人ᮦからᵓ成ࡉれるチーム

で、フ࢛アࣕ࢟ストとバックࣕ࢟ストを⧞り㏉しながらイノベーティࣈなⓎ᝿につなࡆていくの

が、AIIT 流とゝえるでしࡻう。 
 

⾲ 1 個人認証のᚑ᮶᪉ἲ 

 
 
�� ရ㉁ᕤᏛの 07 システムで個人認証 

着座認証では、個人認証するたࡵのࣃターン㆑ู技術として、ရ㉁ᕤᏛの MT システムを用い

ています(1)。座㠃にᩜきワࡵられた 18�20＝360 個のឤᅽࢭンサからᚓられたデータから 39 個

の特ᚩ㔞をᢳ出し、ࡉらにそれらを୍つのマࣁラノビス㊥㞳に変᥮することでࣃターン㆑ูしま

す。まࡉにビッグデータゎᯒとゝえます。 
特ᚩ㔞とは座㠃ᅽຊศᕸからィ⟬ࡉれる「最኱ᅽຊ್」ࡸ「お尻の᥋ゐ㠃✚」などのことで、

文Ꮠ㏻り、その人の特ᚩを⾲すデータです。௒ᅇは඲㒊で 39 個というたくࡉんの特ᚩ㔞を᥇用す

ることで認証⢭ᗘを㧗ࡵています。そして、これら 39 個の特ᚩ㔞からከḟඖ✵㛫の㊥㞳で࠶る

「マࣁラノビス㊥㞳」に変᥮して個人認証する㝿のุᐃᣦᶆにしています。すなわࡕ、このマࣁ

ラノビス㊥㞳は、本人のሙྜにはᑠࡉくなり、௚人のሙྜには኱きくなるので、㜈್をタけるこ

とで本人か௚人を㆑ูするのです。౛えば、A んを本人として、Bࡉ んからࡉ Z んのࡉ 25 ྡを௚

人として、マࣁラノビス㊥㞳（MD ್）をィ⟬した結ᯝを図 3 に♧します。A ん本人のࡉ MD ್

はᑠࡉく、௚人の MD ್は኱きく、㜈್を 100 にタᐃすることで本人と௚人の㆑ูができること

になります。 
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図 3 マࣁラノビス㊥㞳による本人と௚人の㆑ู 

 
個人認証のሙྜは、ᖖに㸰つのㄗり⋡が௜きまといます。それは、本人᤼᩺⋡（本人を௚人と

㛫㐪ってุᐃしてしまう☜⋡）と௚人ཷධれ⋡（௚人を本人を㛫㐪ってุᐃしてしまう☜⋡）で

す。こられ㸰つのㄗり⋡を実㦂ⓗにㄪべた結ᯝを⾲ 2 に♧します。本人᤼᩺⋡は 2.2㸣でしたが、

もう୍ᗘ座り┤してもらえれば認証成ຌという結ᯝでした。もう୍つの௚人ཷධ⋡は 1.1㸣で、㏫

にゝうと認証成ຌ⋡は 98.9㸣ということになります。これをࡉらにྥୖࡏࡉるには、認証に᭷ຠ

な᪂しい特ᚩ㔞を考᱌していくᚲせが࠶ります。 
り、これまでに着座࠶ムは඲く᪂しいⓎ᝿でࢬリࢦに、ここで⤂௓した着座認証のアルࡳなࡕ

認証に㢮する特許出㢪がⓙ↓で࠶ったたࡵ、特許も取ᚓすることができています(2)。 
 

⾲ 2 個人認証における 2 つのㄗり⋡ 

 
 

�� 着座認証システムのビジネスへの展開 

お尻で認証というࢥンࢭプトが、ࣘࢽークで࠶ったたࡵか、このプロジェクトの成ᯝは᪂⪺、

テレビ、㞧ㄅ、᭩⡠など、ᵝࠎな࣓ディアで取りୖࡆてもらいました(3)。 
オックスフ࢛ード኱Ꮫインターネット研究ᡤのビクター・マイヤー＝ショーンベルガーᩍᤵも

そのⴭ᭩「BIG DATA（㑥㢟：ビッグデータの正体）」の୰で、現௦を「すべてのものがデータ化

て⤂௓してくれてࡆれビジネスになる᫬௦」と⛠して、その஦౛としてこの着座認証を取りୖࡉ

います(4)。ࣔノがインターネットにつながる IoT の᫬௦、これまでデータ化ࡉれてこなかったも

のがᩘ್としてデータ化ࡉれることで᪂しいビジネスにつながるのࡔとᙉㄪしています。 
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その着座認証のビジネス応用ですが、まずは自動車の運転シートに適用することで、ドライバ

ー認証ができそうです。運転シートに座っている人が本人ならばエンジンが始動するし、そうで

なければエンジンが始動しないとすれば、自動車の盗難防止へのサービス展開が考えられます（図

4）。また、最近のオフィスでは、フリーアドレスの企業が増えています。オフィスチェアに適用

することで、誰がどこに座っているかがわかります。社員の出退勤管理にも応用できそうです。 
PBL としてのこのプロジェクトは 1 年で完結しましたが、現在、お尻認証の技術を実用化して

イノベーションを起こそうと、いくつかの企業との共同研究に取り組んでいます。 
 

 
図 4 着座認証からサービス提供までの流れ 
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 ࡁࡀ࡜࠶
 
ようࡸく AIIT PBL ッドを෉Ꮚにして㓄ᕸすることができるようになりました。平成ࢯ࣓ 17 年

4 月開Ꮫから平成 29 年 12 月現在まで 1,000 人を㉸えるᏛ⏕をཷけධれてきましたが、本Ꮫで実

᪋ࡉれた PBL ᆺᩍ⫱で人ᮦ⫱成にᐤ୚してきた 12 年を᣺り㏉るとឤ៓῝いものが࠶ります。 
 近年社఍人のリ࢝レントᩍ⫱がᅜᐙレベルでも㔜せどࡉれ、リ࢝レントᩍ⫱をཷ講する社఍人

のᩘを現在の⣙ 50 ୓人からᩘ年で 100 ୓人にಸ増ࡏࡉるという KPI が㛶㆟Ỵᐃࡉれたとこࢁで

す。኱Ꮫ㝔レベルの社఍人のリ࢝レントᩍ⫱を考えたሙྜ、ᚑ᮶は企業で開Ⓨ研究に取り組んで

いた人たࡕが኱Ꮫ㝔で༤ኈのᏛ఩を取ᚓすることを┠ᣦすものࡔと考えられてきました。しかし、

20 ௦までにᏛんࡔことで⏕ᾭを㏻ࡌてエ࢟スࣃートとしてά㌍することが難しい᫬௦になりま

した。どの年㱋ᒙにとっても᪂しい▱㆑ࡸス࢟ルを⋓ᚓすることが⏕きがいの࠶る⏕άをႠୖࡴ

でᚲせとなってきたようです。このようなことを自Ꮫ自⩦でࡸり㐙ࡆる᪉もいるとᛮいます。ま

た、఍社など組⧊ෆのᩍ⫱がᙺ❧つこともከいでしࡻう。しかし、本Ꮫが実᪋してきた PBL を୺

体としたᑓ㛛⫋Ꮫ఩ㄢ⛬のᏛ఩プログラムの成ᯝをࡳると、社఍人のリ࢝レントᩍ⫱のࡦとつの

ᰕとして AIIT PBL  。たいというᛮいがᙉくなりますࡏࡉッドをᗈくᬑཬࢯ࣓
ⓙᵝのᮇᚅを⿬ษらないよう、これからもこのᩍ⫱࣓ࢯッドをᨵၿ、Ⓨ展ࡏࡉていきます。  

本෉Ꮚを୍ㄞࡉれた᪉ࠎのࡈពぢ、ࡈᢈุをおᚅࡕしています。 
     

                平成 29 年 12 月 5 日(産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫ開Ꮫグᛕ日) 
産業技術኱Ꮫ㝔኱Ꮫ Ꮫ㛗 ᕝ⏣ㄔ୍ 




